
        
            
                
            
        

    








































自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？ 3
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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●前回までのあらすじ






　戦争が時代遅れの長物と化し、あらゆる争いが遊戯で決する新時代──。

　裏世界最強の男である事実を隠し遊戯至上主義の学まなび舎や、私立獅し子し王おう学園に通っていた砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、生徒会が主催する全校を巻き込んだ生徒会選せん賭きよに参加させられた。

　妹の可か憐れん、妹の支配から逃れたい御み嶽たけ原ばら水みず葉はに力を貸しながら、脱落できずに最終選まで残ってしまう紅蓮。しかし《フェイクポーカー》にて可憐が生徒会の一員である御嶽原静しず火かを破り、遊戯をすることなく選賭は終了した──そう思われた時。

「あーあ、ぜんぶ、だいなし。静火は……可憐ちゃんを倒さなくちゃいけなかったのに」

　水葉の冷たい声とともに頬ほおをはたく音が遊戯会場に響いた。

　すべてを見通していた生徒会長・白しろ王おう子じ透とう夜やの口から告げられた事実は、静火にはＳランクの実力などないこと、そして真の実力者は水葉であるということだった。

　かつて砕城家の遊戯育成施設《伊い邪ざ那な美み機き関かん》で調整された水葉は、幼い頃に一度だけ勝負した紅蓮の実力に魅了され、彼との再戦に恋い焦がれていた。

　しかし彼が遊戯に興味を失い、ありふれた日常を渇かつ望ぼうするようになった事実を知ったことで標的を変更──紅蓮の日常の象徴である妹、可憐を奪うことで紅蓮の本気を引き出そうと画策し、可憐へと遊戯を申請する。勝負に応じる必要はないと止める紅蓮だったが、秘めた目的のある可か憐れんは頑かたくなにその制止を拒絶し、水みず葉はとの遊戯に挑んだ。

　結果は──水葉の圧勝。

　敗北した可憐は心を折られ、紅ぐ蓮れんと接触する権利をも失ってしまった。

　その事実に、本気を出すまいとしていた紅蓮がついに静かな怒りを露あらわにし、生徒会全員を相手取る無謀なる遊戯を提案したのだった。

「教えてやる。あんたらが遊び半分で望んでいた──戦争ゲームの怖おそろしさをな」

　そして──紅蓮と生徒会との対立によって、眠れる獅し子し達はつぎつぎと鎌かま首くびをもたげる。

　彼の宣戦布告はさまざまな人物のさまざまな思惑と交差し、生じた波紋は大きく広がっていこうとしていた──






●楠くすの木き楓かえでの童話観






　昔から、シンデレラという童話が好きになれなかった。

　何な故ぜなら自分は魔法をかけられて偽りの姫に変身した灰かぶりなどではなく、正真正銘の由緒正しい家の生まれだからだ。

　あの物語は庶民に寄り添って作られた、庶民のための物語であり、自分は王子を取られ滑こつ稽けいにこき下ろされる側である。

　──ふざけるな、と言いたかった。

　たしかに手がボロボロになるような水洗い、埃ほこりまみれになる掃除などはしていない。

　だがそれがどうした？　それだけが苦労だとでも言うのか？

　自分は常にトップで在あらんとしてきた。学業も。美しさも。器量も。自分を磨くために、礼儀作法から習い事まで何でもやってきた。

　すべては楠木建設という王城にふさわしき姫になるために。いつか女王となるために。

　一度たりとも褒めてはくれない、それでも尊敬してやまない両親の地位を継ぐために。




　──何故、魔法をかけられただけの灰かぶりに、幸せを奪われなければならない？




　輝きは誰かの手で与えられるものでは断じてない。

　どんな手段を使ってでも、己の手でつかみとるものだ。

　十二時までの魔法をかけられたシンデレラが目の前に現れても、己の実力だけで王子をモノにするような……そんな姫に自分はなりたい。そう、考えて生きてきた。

　だけど遊戯の世界は残酷で。

　生まれも身分も関係なく、実力なき者は底辺に叩たたき落おとされる。

　そして自らが灰かぶりの身になって、ようやく気づいたのだ。

　手を引き、ガラスの靴を差し出してくれる王子様の存在がどれほど嬉うれしく、心強いものかを。

　……だが心のどこかでは、まだプライドが邪魔をしている。

　魔女の魔法は必要ない。王子様なんか、いらない。

　自分は誇り高き純血の姫であり、魔法に頼るだけのシンデレラではないのだから。






●白き王子の童話観






　童話の登場人物とは、なんと哀あわれな存在だろう。

　視みえざる神の手によって不幸を約束され、苦難の道を強制的に歩まされる。

　きっと誰も、最初から数奇な運命なんて望んでいないのに。

　──最終的に救われるのだから良いじゃないか。

　──途中にどんな困難があろうともハッピーエンドなら幸せだ。

　──人としての成長が云うん々ぬん。

　そんな説教めいた言葉で、登場人物達の不自由なシナリオは正当化されてしまう。

　本当はただの作者の自己陶酔エゴでしかないというのに。

　あらかじめ定められたストーリーラインに沿って、ただひとつの「役割」を演じて生きていく。

　その窮きゆう屈くつさを、自分はよく知っているのだ。

　白しろ王おう子じの遊戯者として。

　日本の、いや世界の頂点に君臨する獅し子しとして。

　常勝無敗を強要されてきた自分は、まさに童話の登場人物にも等しい存在。

　生まれてから今まで身を裂くような鍛錬を強いられ。

　敗北すれば罰として冷たい独房に入れられ。

　毒を受けながらも遊戯の舞台に立ち続ける胆力を求められ。

　誰よりも、誰よりも誰よりも誰よりも強く、強く強く強く在あらんとしてきた。

　数々の困難の果て、いつか愛いとしい姫と結ばれ、幸せな結末を迎えるために。




　だが、もしも。この絵本の結末が、作者の手によって、絶対の悲劇に導かれたとしたら。




　僕は一体、どうやって生きればいいのだろう？






●交錯する思惑






　人類の歴史は戦争の歴史であり、テクノロジーの発達と共に戦場は変わり続けてきた。大盾と長なが槍やりの古代から、重装騎士の中世。戦列歩兵と小銃の近代から、戦車と航空機と核とさまざまな先進兵器が登場した現代に至り──地球環境はその限界を超えた。

　喧けん伝でんされる大量破壊兵器の威力、その惨劇のおぞましさ。

　ほぼすべての先進国が世論に負けてそれらを封印し、最終戦争の恐怖から人類を救った。

　だが、国と国が存在する限り──いや、個と個が存在する限り、闘争というものがなくなることはあり得ない。

　文明を持たぬ獣でさえ、縄張りのため、繁殖のため、生存のため、相争うのだ。

　闘争とは、地球に存在するすべての生物のＤＮＡに刻まれた神からの命令に他ならない。

　ゆえに胡う散さん臭くさい平和主義者がいくら綺き麗れい事ごとを並べたてようと争いは消えない。絶対に。

　だが、人は獣ではない。

　狩猟を牧畜に進化させたように。品種改良を実現したように。養殖を成し遂げたように。

　人はテクノロジーの進歩によって、形を変えて神の命令を実現してきた。

　戦争を禁じた人類は闘争の『場』を『現実』から『仮想空間』に移行し、闘争の『手段』を『武力』から『遊戯』に変換してみせた。

　次世代の戦場として開発された絶対不可侵の箱──それこそが、クオリアシステムである。

　国家、企業から個人に至るまであらゆる軋あつ轢れきを解消するための、公正中立な勝負方法。武力を一切用いることなく、ブラックボックス化されたＡＩによって裁定され、仮想現実を駆使した『戦場』とそれを支配する『ルール』を設定する装置。

　そのひとつを有する日本唯一の教育機関こそ、私立獅し子し王おう学園であり──まさしく現代の闘技場、コロッセオと呼ぶにふさわしい大舞台が整えられていた。




「ひとりずつ相手にするのは面倒だ。──全員まとめて、かかってこい」




　全生徒を収容してなお余りある広大な観客席。

　それらすべての視線を一身に集めるシステム中ちゆう枢すう、使用者を仮想空間へ送り込む専用の筐きよう体たいがいくつも並ぶ純白の巨大空間に、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの声がこだました。

　空中を飛び交うドローンやさりげなく床や壁に埋め込まれたカメラがその姿を撮影し、学園内ネットワークを通じて配信、あらゆる端末で視みることができる。

「マジかよ……!?　おい、本気で言ってんの!?」

「学園トップの生徒会全員と同時にやるって……とんでもねえバカだぜ！」

「おいやめろ、オッズ低すぎて賭かけにならないだろ!?」

　驚き、感心、嘆き、さまざまな声が盛り上がる。

　この一戦を見逃すまいと殺到した生徒達は観客席で声を上げ、同時に学内ＳＮＳで活発に語りはじめ、電子と肉声の両方で一気に場は加熱していった。

　──待ってろ、可か憐れん。

　戦いに敗れ、今は客席で勝負の成り行きを見守っているだろう妹を、紅蓮は想おもう。

　自分を戦場へ引きずり出す餌えさに使われ、傷つけられたその心を思うと反へ吐どが出る。

　ドクドクと、灼しやく熱ねつが胸の奥からこみあげてくる。

　鎖くさりにつながれた獣が抱くような憤ふん怒ど、熱い血のたぎり。

　拘束を外せば即座に敵に喰くいつこうとする狂暴な意志が、熱となって『眼め』からあふれ朱あかく輝くのを感じながら、意志だけは冷たく凍いてつかせ、紅蓮は続けた。

「獅子王学園生徒会に対し遊戯を申請する。俺が賭けるのは生徒としての身分と全権利、ＧＰゲームポイントすべてと、俺自身の個人資産、全額だ。詳細はクオリアに開示する」

　朱に染まった『眼』で冷たく敵を見下ろしながら、スマートデバイスを操作する。

　勝負に関わらない一般生徒には詳細な金額は表示されない。しかし紅蓮が有する電子化された資金の総額は学園統括ＡＩ、ＳＡＩサイによって受理され、天文学的な数字が並ぶ。

　素っ気なく表示された桁けた数は、もはや国家予算規模。

　億を超えて兆に達する十三ケタに、生徒達はもはや言葉もない。

　戦場が静まり返った一瞬に、紅ぐ蓮れんは遊戯申請ボタンをタップしながら続けた。

「多少の端数はどうでもいい。俺が求めるのはお前達生徒会役員のＧＰすべてと、さっきの勝負で可か憐れんが失った、俺への接触権の回復だ。──受けるだろうな？」

　緊張感が静かに高まっていき、唾つばを呑のみ込こむ音すら耳障りなほどの沈黙が場を包む。

　紅蓮の挑戦を前に立つ者達──居並ぶ生徒会役員の中、ひとりがついに口を開いた。

「有う象ぞう無む象ぞうどもが熱くなっている。……なかなかの役者だな、砕さい城じよう紅蓮？」

　銀髪の獣めいた男──Ｓランク主席第１位、獅し子し王おう学園生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜や。

　炎のような視線を浴びながらいささかも動じない男の問いかけに、紅蓮は答える。

「役を演じた覚えはない。さっさとケリをつけたいだけだ」

「なるほど概おおむね賛成しよう。だが、貴様のＢＥＴにこちらの手持ちが釣り合わんな。さすがに兆単位の現金とそれを稼ぎ出す貴様という男の人生に対し──」

　大仰に透夜は両手を広げ、紅蓮に、いや、すべての生徒に見せつけるように振り返った。

「──我々が賭かけるのは、たかだかＧＰ。学園内でしか通用しない仮想の通貨。いわばこの学園におけるせせこましい立場でしかない。失ったところでそう痛くもないものだ」

「ポイント絶対主義の学園のトップが言うことかよ、それが」

「当然だ。上位ランカーにとって、Ｓランクは結果にすぎん。日々の遊戯に勝って当然、失ったところで稼げば済む。故に断言しよう、莫ばく大だいなＧＰなど無価値に等しいと」

　空調が巻き起こした風に銀の長髪をなびかせ、絶対の自信に裏づけられた声が響く。

　狂っているわけではない。白王子透夜にとって、それは議論するまでもない当然の話だ。

「億だろうが兆だろうが、失ったところで取り戻せるＧＰなど賭けたところで真の闘争、真の勝負は味わえん。互いにリスクを踏み、危険を犯してこそ真の遊戯と言えよう」

「……なら、どうしろと？」

「当然、ＢＥＴだ。我々生徒会側もＧＰのみならず、この学籍その他あらゆる権利をこの勝負に賭けよう。つまりは貴様の隷徒となる──と言うことだ！」

　……おおおおおおおおお……!!

　その宣言に、沈黙していた観客席から歓声が響く。

　群衆の視線を一身に浴びて立つ透夜は、あたかも合唱団の指揮者のようだ。おぞましく飢うえきった心を隠しもせずに言い放つ無謀な提案は、すべての生徒を呑み込んでいく。

　場のどこからも異論は湧わかず、受け入れられた頃合いを見計らうように群衆を抑えると、とたんに歓声が小さくなり、ふたたび彼のもとへすべての注目が集まっていく。

　──他人を必要としないくせに。

　人を支配するカリスマに満みち溢あふれているのが、白王子透夜だ。

　場の空気を完全に掌しよう握あくし、クオリアネストに集う群衆すべてを指先ひとつで操れそうな勢いの生徒会長に向けて、紅ぐ蓮れんはじろりとぶっきらぼうな眼めを向けた。

「そっちが勝手に賭かけ金を増す分にはかまわない。──始めよう」

「まあ、そう急せくな。生徒会役員全員を一度に相手取る、という気概は買うがな」

　意味深な言葉と共に、透とう夜やは提案する。

「このままではこちらの優位に過ぎる。故に、『チーム戦』でどうだ？」

「……どういうことだ？」

「生徒会役員と同数の味方を集めてこい。我々『生徒会チーム』と『砕さい城じようチーム』による集団戦というわけだ。勝負内容はクオリアに委ゆだね、貴様ひとりで全員を相手にできる勝ち抜き戦や、個々のメンバー同士をぶつけて白星を競う総当たり戦は除外する」

　その言葉の意味を理解しかね、紅蓮は眉をひそめた。

　勝ち抜き戦を禁止するのはわかる。透夜が自分で言っている通り、紅蓮が先せん鋒ぽうとして、全員と戦えばいいだけの話だ、わざわざメンバーを集める意味がない。

　総当たりならわかる。紅蓮が勝ち星をあげても、残りのメンバーが負ければ無意味だ。学園トップランカーで構成された生徒会チームが圧倒的に優位に立てる形式になる。

　だが、そのどちらも選ばないということは──

「純粋な多人数ゲーム……チームワーク重視の集団戦か。なるほど、あんたはまだ見たりないってわけだ」

「ああ。貴様の底を見てみたい」

　短い、が、煮えたぎるような熱をこめた言葉だった。

　飢うえきった者がひときれのパンを目にしたような情熱をこめて透夜は紅蓮を睨にらみ、紅蓮もまた朱あかく光る『眼』でそれに応え、ふたりは激しくぶつかりあう。

　かたや闇やみの世界で不敗を誇り、最強の伝説を作った男。

　かたや学園に君臨し、頂点に立ち続け、そして飽いた男。

　息が重なるほど近く、火花が散るほど熱く、ふたりは真正面から睨にらみ合あい──。

「問おう。貴様はただ強いだけの獅し子しか？　それとも群れの上に君臨しすべてを支配する王か？　この俺に代わり玉座に座るだけの器を持つというならば、示してみろ」

「玉座になんか興味はない。この国を滅ぼすだけだ」

「良い言葉だ」

　透夜はニヤリと笑い、パン、とクオリアの筐きよう体たいを高らかに叩たたいた。

「さあ、さらけだせ、砕城紅蓮。お前という存在のすべてを。我が円卓の獅子どもを倒し、この俺の前に立ちはだかれ!!」

　それが開戦の合図と言わんばかりに、後方に控えていた生徒会役員達──透夜曰く、円卓の獅子達が姿を現す。

「この檜ひのき舞ぶ台たい、降りるわけには参りませんね。……よしなに」

　たおやかにうなずくのは、Ｓランク２位、生徒会副会長フラヴィア・デル・テスタ。

　妖よう艶えんかつ清せい楚そ、矛盾を秘めた微笑ほほえみを湛たたえている。

「馬鹿げた規模の馬鹿げた提案だ。が、リスクに見合うリターンが保証されている以上、ここで退くのは愚おろかだな。参戦しよう」

　フラヴィアの隣に立つのは、Ｓランク５位、佐さ賀か臣とみ仁じん。

　生徒会書記という職責ゆえか、定規でも入っているかのようにピンと背筋を伸ばした彼に続き、キラキラとした甘いキャンディ・ボイスが場に響く。

「あはっ♪　由ゆ良らもさんせーっ☆　チョー楽しそうじゃん、ねっ☆」

「ま、兆単位の小遣いってのも悪くねェ。──貰もらってやるぜ！」

　ツインテールの髪を揺らし、ちろりとピンクの舌を覗のぞかせて笑う『ギャル』。

　いかにも何も考えていなさそうな風情だが、異様なまでの殺気を放つ面々の中で明るく楽しい空気を放つ彼女は、生徒会第二書記、Ｓランク６位、由ゆ留る木ぎ由良。

　そして全員の背後に立ちながら頭ふたつは抜けた巨漢が、生徒会庶務、Ｓランク８位、大おお星ほし大たい成せい。ボキボキと指を鳴らし、いかにも腕が鳴ると言わんばかりの態度。

　そして、その全員が先せん鋒ぽうを譲った人物こそ──。

「紅ぐ蓮れんさまの『ハジメテ』はわたしのもの……ほかの、だれにも……わたさない」

　夢見る乙女のように頬ほおを染め、柔らかに微笑むのはＳランク４位にして生徒会第二会計、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。

　砕さい城じよう紅蓮を幼い頃から知り、徹底的に敗れ、蹂じゆう躙りんされたが故にそれを忘れられずに延々と想おもい続けてきた、執着と情熱のカタマリめいた少女。

「『初めて』に価値なんかねえよ。いつか絶対に訪れるものに妙な高値をつけるな。……昔の仕事のツケとはいえ、中途半端に壊しちまったな」

　歪ゆがみきった粘つく声を真正面から受け止めて、紅蓮はうめく。

　かつて砕城の遊戯者育成機関──伊い邪ざ那な美み機き関かんの実験体グールとして強化され続けてきた水葉を救うため、彼女を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしたのは紅蓮自身だ。

　心をへし折り、遊戯者ではなく普通の人間としての『日常』に返してやりたい。

　そう願ったが故の戦いだった。

　純粋な善意ではなく、ただのわがままだったかもしれない。ほぼ人間兵器同然の扱いを受けていた紅蓮が水葉に自己投影したに過ぎなかった。しかし──

「ボッキリ心をヘシ折ったはずなんだがな。想像以上に丈夫な芯をしてやがる」

　心砕かれながら、真逆に折れ曲がりながらもなお伸びる。

　敗北と屈辱を快楽として認識するが故に、勝利をめざしてありとあらゆる手を尽くす。

（ギリギリまでハードルを上げ続け、転んで泥にまみれるのを待ち望むような）

　それこそが御嶽原水葉。

　可か憐れんを罠わなにかけ、兄たる紅ぐ蓮れんとの接触権を奪い、この場に引きずり出した人物。

「すごい顔……。あの時と同じ……うぅん、違う。ほんとうに怒ってくれてる顔だ……。わたしが憎い？　わたしが嫌い？　うれしい。いまこの瞬間、紅蓮さまの心は、ぜーんぶわたしのモノ……♪」

　歓喜という熱で溶かされたコールタールのような声で、水みず葉はは快楽に身をよじりながら紅蓮に迫る。

「わたしの何もかもスベテを奪っていった、わたしだけの王子様……骨まで燃え尽きるくらい、たくさん気持ちイイことをしてあげるね……♪」

　豊満な身に熱を籠こもらせ、瞳の奥にハートマークすら浮かべて媚こびながら水葉が求めるものは。

「刺さしたり刺されたりしよう。殺したり殺されたりしよう。お互いの破滅を賭かけて、一回でも二回でも一晩中でも、ずっとずっと戦うの……。きっと、すっごくイイよ……♪」

　肉を削り、骨軋きしませる血塗られた遊戯。

　被虐と嗜し虐ぎやくの合わせ鏡、ただひたすらに最強の遊戯者、砕さい城じよう紅蓮に執着し、彼との戦いを夢見続けた恋する乙女の告白を、最強の遊戯者はあっさりと受け流す。

「じれてるところすまんが、こっちのメンバーがまだ集まってない」

「むう……。あと、なんにん？」

　不満げにセクシーな唇をとがらせる水葉に答えるべく、軽く思考する。

（あっちのメンバーは、白しろ王おう子じ透とう夜や、副会長フラヴィア、メガネの佐さ賀か臣とみ、ギャルの由ゆ留る木ぎに、チンピラ風の大おお星ほしと水葉。全部で、六人……？）

　ふと違和感を覚えた。もう一度立ちはだかる敵をざっと見返す。

　紅蓮が宣戦を布告した生徒会役員は合計、七人。

　だがあちら側に立っているのは六人。

　ひとり、足りない。

「頭数が必要なら、入ろうか？　紅蓮」

「……朝あさ人と？　それに、お前は……」

　突然背後から声をかけられ、振り向くと──見知った顔と、見慣れぬ顔が並んでいた。

　降ったばかりの新雪のようにきらめく真白い髪、穏やかな微笑ほほえみを浮かべた顔は、冬の最中にほんのひととき差した柔らかな日光のように、人を和なごませる魅力をもつ。

　白王子朝人。生徒会長、白王子透夜の実弟にして、紅蓮のクラスメイト。後ろの席から何かとちょっかいを出してきていたが、友達と言うにはお互いを知らなすぎる相手だ。

　その隣に、もうひとり、思わぬ人物が立っている。

「──。聖せい上じよう院いん、姫ひめ狐こ──……」

　機械じみた不思議な抑揚で告げたのは、厳重な目隠しをした小柄な少女だった。

　朝あさ人との隣に寄り添って立ち、ボブカットに揃そろえた髪に隠してはいるものの、金属質の覆面めいたもので頭の上半分を覆っている。どこか生物的で昆虫の複眼のようにさえ見えるそれはひどく不気味で、かつて何度か見ただけの紅ぐ蓮れんの印象にも強く残っていた。

「確か生徒会監査、Ｓランク３位だったな。生徒会側のあんたが、なぜこっちにつく？」

　生徒会メンバーの七人目。

　本来あちら側にいるはずの人物が、思わぬ相手と共に現れた。

　短絡的に考えるなら生徒会側が送り込んできたスパイの可能性を疑うだろう。が、それならなぜ関係ないはずの朝人を連れてきているのかがわからず、紅蓮は眉をひそめる。

　そんな彼の疑問を察したのか、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは一拍置いてから話しはじめた。

「私は、生徒会監査。生徒会の権力濫用や暴走を防ぐのが役割──」

　言いつのりながら、姫狐はそっと生徒会側を指さす。

　目隠しをしているとは思えないほど正確にピタリと、ある一点を。

「──監査の職責において、白しろ王おう子じ透とう夜やと生徒会執行部を告発する。罪は明白。砕さい城じよう紅蓮に遊戯を挑む為ため、生徒会選せん賭きよを私物化した。これは看過できない不ふ祥しよう事じ──」

　背後には聖上院姫狐。その指さす先にいるのは、白王子透夜。

　自分を挟んで対たい峙じするふたりの中間に立ち、紅蓮は交互に眺める。

　これはつまり、生徒会を割る内紛。賛同者は極めて少なくとも、れっきとした──。

「──又、賭かけ代も問題。あなたの人生はあなたひとりのものではない。白王子家の次期当主たる者が許可もなく、自分を賭けた遊戯を挑むなど、許されることではない──」

　──クーデター、か。

「白王子分家、聖上院の娘として。あなたを、止める」

　紅蓮の分析が終わると共に、姫狐は嗄かれた声を区切って呼吸を整えた。

　成り行きに任せるように沈黙していた透夜は、呆あきれたように彼女へ向かい歩み寄る。

「相変わらずつまらん女だ。家の意見を代弁して動くだけの機械人形。仮にも許嫁いいなずけの戯れごとき、多少の目こぼしがあってもよかろうに」

「情じよう状じよう酌しやく量りようの余地は──ない」

　パン！　と音高く、掌てのひらを跳ねのける音がした。手首をつかみ強引に引き寄せようとした透夜を、姫狐が手荒く振り払った音だ。

　絶対者である生徒会長に対する明らかな反抗に、周囲がざわめきはじめた矢先──。

「どうも、ややこしい事情があるらしいな。痴ち話わ喧げん嘩かならよそでやってほしいんだが」

「非礼を詫わびよう。これは白王子家が決めた許嫁という奴やつでな。つまらん人形じみた女だが、不肖の弟ともども俺を悦よろこばせようとしているらしい」

　流れを断ち切るように紅蓮が告げると、透夜はニヤリと笑って答えた。

「朝人。俺の影に怯おびえて逃げ隠れしてばかりの、退屈極まる奴と思っていたが、どういう風の吹き回しだ？　何か俺を愉たのしませる策ありと期待して良いのだな？」

「……さあ、どうかな。案外何の策もない、ただの思いつきで動いたのかもしれないよ」

「貴様にそんな豪胆さがあれば、とっくの昔に俺に挑んでいただろうな。小心者の小こ鼠ねずみめ。──まあいい、窮きゆう鼠そ猫を噛かむの例えもある。せいぜい喰くらいついてみろ」

　心温まる、棘とげがむきだしの兄弟の会話──その裏には恐らく、未いまだ語られない確執や、家族間にしかわからない複雑な機微が秘められているのだろう。

　が、そんな事情はどうでもいい。

「そっちはそっちで勝手にしろ。俺の知ったことじゃない」

　ククク、と楽しそうに笑う透とう夜やから目を背け、紅ぐ蓮れんは改めてそう言い切った。

　朝あさ人とと姫ひめ狐こ。突然現れたふたりは、味方と考えるにはあまりにも胡う散さん臭くさい。

　信用も信頼もできない、仲間と呼ぶには不安の残るふたりだが──。

「俺は生徒会全員に遊戯を挑んだ。俺とチームを組んで勝たせるということは、あんたもＧＰや地位を失うことになる。それでもこっちにつくのか？　聖せい上じよう院いん」

「かまわない。ＧＰについてはあなたに委ゆだねる。ただし私的な権利については承諾せず、賭かけの対象としないことで合意を希望する」

「別に俺が欲しがったわけじゃない。どうでもいい」

「──ありがとう。私の希望は、白しろ王おう子じ透夜の暴走を止めること──」

　喉のどが強くないのだろう。

　長く話していると掠かすれる声で、姫狐は続けた。

「ゆえに、砕さい城じよう紅蓮に願う。白王子透夜との対決と、彼の敗北を──……！」

　嘘うそではない、と紅蓮は姫狐の『本気』を感じとる。

　しかし──

「本当にそれでいいのか？　あいつが負けたら白王子に不都合だと思うんだが──」

「──問題ない。それでいい、事情がある──」

　この台詞せりふにも、嘘はない。そう、紅蓮の『眼め』は告げている。

　姫狐が本気で白王子透夜の敗北を望んでいるのは間違いなさそうだった。

　考えられるのは白王子家と聖上院家、本家と分家の間柄らしい両家の権力争いか。

　透夜の弟である朝人の参加も、それと合わせて考えればある程度推測できる。

「下げ剋こく上じようか。俺が透夜を倒して人権を奪えば、次期党首は朝人……お前か？」

「ははっ、それはどうかな？　白王子の家には他にも優秀な人材がたくさんいるしね。僕がそのまま後あと釜がまに収まれるかどうかは、正直言ってわからないよ」

「胡散臭い奴やつだとは思っていたが、それなら兄貴に直接挑め。わざわざ俺を使うなよ」

　冷たく突き放すような紅蓮に、朝人はにこりと穏やかな微笑ほほえみで返した。

「これは取引だ、紅蓮。君は君自身の目的を果たしてくれればいい。こっちはこっちで、君の勝利を利用する。君と僕、お互いに利用するだけだ。──どうかな？」

「最低だな。……ピンチに駆けつけてくるのが友情あふれる仲間じゃなく、打算まみれの胡う散さん臭くさい中二病カップルとか、自分自身に絶望しそうな気分だ」

「あはは。人徳ってものじゃないかな？」

　その笑顔に、紅ぐ蓮れんはうなずく。

「いいだろう。──お前らをチームメイトとして受け入れる」

「へえ。少しは信じてくれたと思っていいのかな？」

「正義感とか友情とかいうお題目を少しでも匂わせたなら断るつもりだった」

　一時の感情など信用できない。

　砕さい城じよう紅蓮は友情が好きだ。努力が好きだ。勝利が好きだ。日常もののスパイスとして、困っている仲間を助けるために仲間が集うシーンには素直にワクワクする。

　が、このゲームですべてを評価する学園にそんなお花畑があるはずもない。

　白しろ王おう子じ家の内紛、生徒会長の追い落とし、クーデター劇──あくまで軽く振る舞ってはいるが、実の兄と本家に弓を引こうとしている朝あさ人との行動は、我欲でしかない。

（──なら、俺の勝利がこいつらの利益になるうちは、裏切らない。その理由がない）

　情で結びついたあやふやな間柄より、利益でつながる味方のほうが、今は好ましい。

　透とう夜やや水みず葉はのようないわゆる狂人──己の享楽を優先し、損得勘定など投げ捨てる類たぐいの遊戯者であれば、そんな計算は通用しない。だが、朝人や姫ひめ狐こはそうではない。

　遥はるかに理性的で、かつ明確な目標を以もつて自分に味方しようとしている。

　それならば、同じだ。信用できない相手に背中を預けるのは初めてではない。あの闇やみの世界で戦い続けた五年間に、一度だってそんなヌルゲーは存在しなかったのだから。

（損得感情や意見の対立、悪感情。……明確な理由がないかぎり裏切れない類の人間は、利用できる。──少なくとも、この場で切り捨てるには惜しい）

　そんなふうに考えてしまう自分に嫌悪感を抱きながら、スマートデバイスを開く。その液晶画面に浮かび上がったアイコンを選択しながら、紅蓮は声を上げた。

「チーム戦にはあんたも参加するのか、会長？」

「人数が揃そろえばそれも楽しかろうが、俺の見立てでは貴様が呼べるのはあとふたりが限界だろうな」

「俺のぼっちっぷりも計算の上か。つくづく性格の悪い奴やつだ」

「クク。俺以外の五人を倒した暁には、心おきなく一対一の遊戯を愉たのしもうではないか」

「そうだな──約束するよ。もう、退屈はさせない」

　ほう？と透夜が声を上げるのを無視して、選択肢を選ぶ。

　数少ない友人、そのふたりに──

「巻き込んじまってすまない。だが今は、力を貸してもらうぞ」

　紅ぐ蓮れんはひとりそうつぶやいて、スマートデバイスに表示された連絡先を押した。





　＊






　クオリアネストの客席は、下へ手たなスタジアムより遥はるかに整った観戦設備を誇る。

　設営された椅い子すはクッションの利いた映画館さながらの座席だし、アプリを介して座席の予約や占有もでき、飲み物や食料もイベント時は購買部から無料で提供されるのだ。

　そして今、学園史に残らんばかりの大勝負を控え──

「文明って凄すごいですよね。並ばなくてもモノが買えるなんて！」

「時代の最先端を行くこの学園で、そんな先史時代の遺物みたいな真ま似ねはしませんわよ」

　混雑する廊下を、ふたりの女生徒が歩いていく。

　本格的な遊戯が始まる前に、トイレや自動販売機、あるいは生徒手帳アプリで予約した飲食物を受け取るために席を立った生徒の波をさかのぼり、先頭に立つのは楠くすの木き楓かえで。

　かつて紅蓮に勝負を挑んだ末に敗れてどん底まで叩たたき落おとされたものの、よりにもよってその本人に救われ、砕さい城じよう紅蓮という男の底知れなさに完全服従した金髪ドリルお嬢様。

「そんなことより早く席に戻りましょう。この遊戯、見逃せませんわ！」

「は～い。任せてください、桃もも貝がい桃もも花か、ご飯は断じて死守しますから！」

　そういうことではありませんわよ、とつぶやきつつ、手にした扇子でちょいちょい雑踏をかきわけて進む楓を追うのは、飲み物と軽食のトレイを頭上に掲かかげた桃貝桃花。

　ふかふかとしたピンク髪のツインテールが特徴的な彼女は、学園内の争いに敗れて破産、紅蓮に身分を売り渡してかろうじて学籍を残した『隷徒』である。

　退学寸前のところを救われたこともあって、忠誠心はたっぷりとあるものの──ドジで考えなしな性格から、まるで頭脳戦に向いていないのが欠点だった。

（まさか、こんなことになるとは思いませんでしたわ……）

　手にした扇子を折れそうなほど強く握りしめ、楓はこの異常事態に戦せん慄りつする。

　彼女の知るかぎり、砕城紅蓮は無敵である。その実力は底知れず、思い出すたびかつて勝負を挑んだ自分の無謀さが心底恐ろしく、シャツを冷や汗で濡ぬらすほどだ。

　その妹である可か憐れんの実力も疑う余地などなかった。表に立つことを嫌う紅蓮の性格から、生徒会選せん賭きよの勝者は間違いなく可憐であろう、そう考えていた。

「……まさか水みず葉はさんが、実力を隠していたとは思いませんでしたわ。てっきり桃花さんのお仲間、えっちなサービス要員だとばかり思っていましたのに……」

「ひどいです！　どちらかといえばその枠にいるのは楓さんですよね!?」

「『いた』のです、間違わないでくださいまし！　今のわたくしはかつての栄光を取り戻し、クラスの頂点……は紅蓮さまとして、二番手か三番手を狙ねらう堅実な勝者ですわ！」

「さ、さすが楓かえでさん……。人間としての器が小さいことを堂々と！」

「身の程を知った、それだけのことですわ。お～っほほほほほ♪」

　そんな軽口が叩たたけるのも、内心の不安があるからだ。

　アプリを介して予約、占有した三人並びの観客席。可か憐れんがいるであろうそこへ近づくと、手ひどい敗北をきたし、絶望に満ちた彼女の痛々しい姿が思い出されて──。

　正直見ていられず、飲み物を買うという口実で席を立ったのだ。

「今、どのような話になっているのかはよくわかりませんけれど」

　遊戯直前、会長をはじめとする生徒会メンバーと紅ぐ蓮れんとの会話は広く会場に中継されていたが、この混雑ぶりでは足を止めてゆっくり聞くわけにもいかず。

　状況が把握できていない楓や桃もも花かにできることは、あまりに少なかった。

「少しでも盛り上げますわよ。紅蓮さまが勝てばいいのです。そうなれば一躍学園の頂点、希望の未来へレッツゴーですわ！」

「はいっ！　紅蓮さまなら絶対勝てます。勝つったら勝つんです！　きっときっと！」

　空元気のように何度も繰り返し、最前列の客席にたどり着いたとき──。

「申し訳ありません……お兄様、あれほど深いお兄様の愛に包まれていながら……可憐は、可憐はあまりにも愚おろかでした。もはや、もはや、お傍そばにいることなど……！」

『大丈夫だ。──お前は、俺が、必ず守るから』

「お兄様……ありがとうございます、お兄様……！　これほどの御ご恩おんを受けてしまっては二度と離れられません。お食事も、お風呂も、ベッドの中までお伴ともしますから！」

『──うまい飯でも作って待っていてくれ』

「はいっ♪　好物をとりそろえて待っています。そして誰も知らない世界の頂点を極め、私とお兄様だけの理想郷を……！」

『必ず、守るから』

「はきゅんっ♪　はああああんっ、お兄様、お兄様、お兄様ぁぁぁぁぁっ♪」

　…………。

「可憐さん。何をなさっておられますの？」

「お兄様と語らっていたに決まっているでしょう。邪魔しないでください」

「……マジですわ。ガチで言ってますわこのお方……」

　そのガチぶりに心底震えながら、楓は頭痛をこらえるようにその光景を見下ろした。

　両膝ひざを片手で抱えて観客席に座る可憐。普段は明るく、人形のような愛らしく精せい緻ちに整った美び貌ぼうを誇る彼女が、今や謎なぞの光と闇やみをまとっている。

　乙女のたしなみか、辛うじて片手でミニスカートの裾すそを押さえているものの、付け根近くまで露あらわになった脚線は、いやらしいというより痛々しさをアピール。

　そのわりに表情はヤケのように明るく、酔っぱらったようなテンションのまま──耳にあてたデバイスで動画を再生、人力で音声合成ソフトまがいの効果を実現している。












　これは、つまり……。

「可か憐れんさん!?　逃げないでくださいまし!!　現実からは逃げられませんわよ!?」

「にーげーてーまーせーんーっ!!　　お兄様は永遠ですー！　ほらこんなに素敵なお声をずっとずっと聞かせてくださっているんです。疑う余地はないでしょう!?」

『大丈夫だ』

「ほら！」

「……駄目ですわこの妹……。早く何とかしないと……」

　幼児のような笑顔でデバイスを掲かかげる可憐に、思わず楓かえでは頭を抱えた。

　これでもましになった方なのだ。水みず葉はに敗北を喫した直後の可憐は文字通り生ける屍しかばね、自責のあまりそのまま心臓を止めてしまいそうなありさまだった。

　それが少し目を離した隙すきに、どこからか紅ぐ蓮れんの動画──恐らく敗北を予期した彼からのメッセージを受けとり、少しは復活のきざしが現れたものの、このありさまである。

　正直、砕さい城じよう兄妹きようだいの実力は、楓にとって雲の上だ。

　あまりにも差が大きすぎて測れない。彼女とて学園の平均を大きく上回るだけの実力があるはずなのに、どんな策を尽くそうと勝てる気がしない。

　そんなふたりを、卑劣な策略を駆使したとはいえ手玉にとり、逃れようのない戦場へ引きずり出した生徒会。いや──御み嶽たけ原ばら水みず葉はの実力もまた、規格外と言える。

（……差が圧倒的すぎて、悔しさすら感じませんわね、もはや）

　Ｓランクであることを巧みに隠して取り入り、ここぞという時に裏切る悪あく辣らつさ。

　ルールや法則を理解し、ロジックを重視しながらもそれを放ほうり捨てられる勝負度胸。

　もはや破は綻たんしているのではないかとさえ感じる豪運、先を見通す『眼め』──。

　そのすべてが、自分にはないと。

　何よりも恐ろしいのは、それを事実だと何の抵抗もなく受け入れそうになってしまう、楓かえで自身だ。

「……っ！」

　抵抗の覇は気きすら失いかけている自分に気づき、楠くすの木き楓は唇を噛かむ。

　傍はたから見ていた自分でさえ、こうなのだ。直接踏みにじられ、叩たたき潰つぶされ、ドン底へ叩き落とされるような負け方をした可か憐れんが壊れるのも、無理がないと思えてしまう。

　かつての自分を想おもえば、むしろこれなら軽い方だ。かつて時とき任とうミミに敗れ、身も心も奴隷に貶おとしめられた頃、自分は逃げることすら……抗あらがうことすら、できなかったから。

　それでも楓が、救われたのは──。

「いつも通りのように見えてかなりキテますよ、可憐さま。どうしましょう、楓さん!?」

「どう、と言われましても。……わたくしにも、わかりません……」

　──砕城紅蓮あのひとが、強引に楓をさらっていってくれたからだ。

　だが今ここに彼はいないし、楓や桃もも花かに彼の代わりなど務まるはずもない。

　だからこそ可憐は、楓や桃花ではなく、たとえ虚像であろうとも──。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんにのみ、すがっているのだ。

（……何でしょう。この感覚）

　どうして、こんなにも胸が痛いのだろう？

　可憐が追い詰められているさまを、本来なら楓は喜ぶべきだ。

　この獅し子し王おう学園において自分より席次が上の相手はすべて敵、いつか蹴け落おとすライバル。楓とて牙きばを失ってはいない。Ｓランクの頂点近くに躍り出た可憐は、潰すべき敵だ。

　彼女の脱落は歓迎すべき。ひとつでもランキングが上がるなら、いやいっそドン底の今、遊戯を挑んでポイントを吸い上げて下げ剋こく上じようを狙ねらうという手もあるはず──、なのに。

「……笑えませんわ」

「ほえ？」

　きょとんと見上げる桃花に、楓はきっぱりと言った。

「今の可憐さんは愉快ですけど……笑えませんわ。いつものアレな言動は、直接紅蓮さまに言うから笑い話になるのです。このありさまではひたすらイタいだけですわ！」

　裏切り上等。下剋上、万歳。勝つために手段は選ばない。

　友達意識、仲間意識、そんなものはゴミ同然。捨てて勝てるなら喜んで捨てる。

　そんな生き方をしてきたはずなのに、今、それを考えただけで胸が──痛む。

「可か憐れんさんには立ち直って頂きますわ。手伝いなさい、桃もも花かさん」

「それはもちろんですけど……どうします、桃花達のことほとんど見えてないですよ？」

　ちらりとふたり揃そろって視線を送ると。

「お兄様、ポテトをお召し上がりになりますか？　ケチャップをたっぷりつけて……ふふ、お口についておりますわよ？　もうっ、甘えんぼさんですねー♪」

「……完かん璧ぺきですわね、エア紅ぐ蓮れんさま。あそこまでいくと芸ですわ」

「パントマイムみたいですね」

　虚空のお兄様にポテトをすすめ、唇のケチャップをぬぐうしぐさまで演じはじめた可憐に危機感を覚え、楓かえではわだかまる想おもいを吐き出すように、深くため息をついた。

（こんなふうに想うようになったのも──あの方のせいですわ）

　誰よりも強いのに、そんなことには見向きもせず、ただ『日常』を愛する男。

　この場にいない砕さい城じよう紅蓮の『甘さ』に、自分もきっと深く毒されてしまったのだろう。

　彼がそれで許されるのは強いからだ。遥はるかに弱い楓に真ま似ねできるはずがない。

（責任、とってもらいますわよ──紅蓮さま）

　それでも、その選択は心地よくて。

「とりあえず可憐さんを正気に戻しましょう。やってしまいなさい、桃花さん！」

「え!?　やるのはいいですけど、何をどうしろと……」

「こういうものの定番は、首ななめ四十五度でチョップですわ。たいていそれで気絶して、目が覚めると元に戻っている……というのが定番のリアクションですもの」

「桃花の実家のブラウン管テレビみたいな話ですけど、いいんですかそれ!?」

「何でまだそんな前時代の遺物オーパーツが……あなたの御ご実じつ家か、時代を間違えていませんこと？」

　ふたりが不穏な計画を練りはじめた、その時だった。

「あ、あら……？」

「ほえっ!?　着信アリです!!　お、お父さんやお母さん以外だとはじめてですー！」

「そんな切ない暴露はしなくていいですわ！　ああもう、誰がいきな、り……!?」

　制服のポケットに入れていたデバイスが振動し、着信音が交互に流れる。

　桃花と楓が画面を確認すると、それは最近入れたばかりのグループチャットだった。

　学園統括ＡＩの処理だろう。招待されていたはずの可憐が排除され、彼女のもとに通知が届かないよう設定されているが……。

『イマドキの学生はコレで連絡をとるらしい。──やるしかない、だろ!?』

　キリッとした顔で言い出した紅蓮に誘われ導入したものの、ほぼ毎日顔を合わせているので、あまり会話のネタもなく、最初の挨あい拶さつのあと放置されていたトークルーム。

　たった今着信したメッセージは──。

『遊戯の形式が変更になった。５対５のチーム戦で、まず会長以外の生徒会役員を潰つぶす。頭数が足りない。桃もも貝がい、楠くすの木き、ヒマなら手伝ってくれ』

「……はあ!?」

　楓かえでは、淑女とは思えない叫びを上げる。

　桃もも花かの実力は学園最低ランク。フィジカル面ならトップクラスだが、頭の悪さが致命的。楓自身もせいぜい中堅、学園トップランカーを相手に戦う自信などない。

　慌てて指で画面をフリック、返信を打ち込むと、

『何をおっしゃいますの!?　それでは勝てるものも勝てなくなりますわ！』

『気にするな。俺が勝ち方を教えてやる。──知りたがってたろ？』

『それでどうにかなるレベルではありません。実力の差がありすぎますわ！』

　勢いに任せて打ち込むと、隣で桃花が声を上げた。

「楓さん。でも、勝負はやってみなければわからないと思います！」

「わかりますわよ!!　わたくしとＳランクの実力差は猫とネズミ、あなたに至っては恐竜とミジンコ以下ですわ。やる前からわかりきった、分が悪すぎる賭かけです！」

「そうかもしれませんけど……でも」

　不満、というよりは疑問を浮かべて、桃花はきょとんと首をかしげる。

「紅ぐ蓮れんさまのサポートがあれば勝てるかもしれないですよ？　絶対勝てない人達相手に、勝てる可能性がある勝負ができるって、ものすごいチャンスじゃないですか！」

「あ、あなたという人は……！」

　楽観的にもほどがある。

　そんなあやふやな根拠で勝てるなら誰も苦労は……！

『もう一度言う。俺が、お前達を勝たせる。──来てくれ。頼む』

「ぐ、紅蓮さま……!?」

　紅蓮の打ち込んだ文字列以上に、今観客席から見下ろした紅蓮の姿が、楓の胸を打った。

　遠く離れた闘技場から、こちらからもはっきり見えるほど深く。

『……頭を、お上げくださいまし。紅蓮さま』

　あの砕さい城じよう紅蓮が、頭を下げている。

　楓に、桃花に、圧倒的に弱い相手に、いくらでも命令できるふたりに対してだ。

　上下関係を嫌い、隷徒を否定し、遊戯を拒む紅蓮がそのポリシーを曲げて助けを求め、自分を必要としている。もちろん、自分だけではないけれど──。

「っ……！」

　そう思っただけで、カッと頬ほおが熱くなるのを感じ。

「お兄様からの連絡ですね？」

「ひっ!?」

　直後、氷点下まで冷えた。

　ぞっとするような勘の良さで、可か憐れんはエアお兄様との会話をやめて顔を上げた。

「な、なぜわかったのですか。それ、ほとんど超能力ですわよ!?」

「桃もも花かさんとあなたの会話を聞けばそのくらい、推測できます。当然でしょう？」

　現実逃避の最中も、頭のどこかが醒さめたまま、理性は保たれていたのだろう。

　憔しよう悴すいしながらも理性を取り戻した顔で、可憐はじっとふたりを見上げる。

「今の私には、お兄様のお傍そばに立つ資格がありません。だから……だから……！」

　悲しみと、苦しみに満ちた声で。

　唇を噛かみ、爪つめが食い込んで血が出そうなほど拳こぶしを握りしめて。

　絶対に言わない言葉を、絞り出す。

「お願いします。お兄様の力に、なってください……！」

　その懇こん願がんに、刺さされた。

　いつものように高らかに言ってほしい、そう感じた。

　なぜなら、それが。

（わたくし達の『日常』に、なっていたから……！）

　兄を、兄だけを愛し、他の女を寄せつけたがらない可憐の願い。

　誰にも頼ることなく、ただひとりで道を開き続けてきた紅ぐ蓮れんの一礼。

　そのどれもが、楓かえでや桃花が過ごしてきた『日常』にはなかったものだから。




　──パンッ！




　音高らかに楓はレースつきの扇子を開く。

　笑え、不敵に。虚勢でも。絶対の勝利をイメージして……！

「行きますわよ、桃花さん。紅蓮さまのもとへ！」

「はいっ!!」

「………！」

　声も出ず、ぐっとうつむいた可憐に声はかけない。

　頑張るとか、絶対勝つとか、安心させるような言葉は彼女を鞭むち打うつだけだから。

　失われた『日常』を取り戻すために。




　──ただ、勝つだけだ。






●イイネ稼ぎゲーム






『参加申請受諾。序列２位、フラヴィア・デル・テスタ。４位、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。５位、佐さ賀か臣とみ仁じん。６位、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら。８位、大おお星ほし大たい成せい──黒の陣営チーム・ノワール、接続開始ログインスタート』

　統括ＡＩの機械音声が響き、カプセル型の筐きよう体たいが稼働状態に入っていく。

　先んじて乗り込んだ生徒会チームが次々と仮想空間へ突入ログインしていくのを見届け、紅ぐ蓮れんは自分に割り振られた筐体のハッチを開き、軽く中身をチェックする。

（くだらない細工はない、か）

　血のように朱あかい共感覚モードの『眼め』で機器に弄いじられた形跡がないことを確認。

　さっぱりとした作りの内部には、触覚──手の皮ひ膚ふ感覚を伝えるセンサーグラブと体幹固定用のチェア、顔全体を覆う仮面めいたヘッドマウントディスプレイがある。

　そのどれにも異常はない。クオリアシステムは不正不可能、そのセキュリティは不可侵とさえ言われるが、出し抜く『裏技』は存在する。

（『黒の採決ブラツクバウト』では人体への直接的な細工を試みる連中も多かったんだがな）

　システムが不可侵でも、受け取る側の人間に障害を発生させれば同じことだ。

　致命的なものでなくてもいい、ほんのわずか。脳と機械の接続を１フレーム、およそ０・０１６７秒遅延させるだけでも、遊戯内容によっては勝敗に直結するのだから。

　それがない。良くも悪くも温ぬるい、桁けた違いの金額を賭かけ、人生にまつわる権利を賭けてもなお抜け切れない、ぬるま湯のような違和感──。

（──が、油断はしない）

　たとえ経験で遥はるかに自分に及ばぬ格下だとしても、冷静に正確に淡々と、持てる力を尽くして敵を殲せん滅めつする。それこそが砕さい城じよう紅蓮の戦争ゲームに対するスタンス。

「遊戯申請開始。──接続頼む」

『承りました』

　紅蓮は狭い筐体に入り、ＶＲ機器を装着してリラックスし、接続に備える。

　闇やみに包まれた世界で、稼働状態のクオリア筐体が放つ微振動が心地いい。

　かつては一日として欠かすことなく立ち続けた戦場。こんな想おもいを抱くことそのものが悔しいが、まるで故郷に戻ったような安心感さえ覚えてしまう。

『参加申請受諾。序列３位、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。７７７位、白しろ王おう子じ朝あさ人と。２６２０位、楠くすの木き楓かえで。２６９７位、砕城紅蓮。序列外、桃もも貝がい桃もも花か──赤の陣営チーム・ルージユ、接続開始ログインスタート』

　クオリアネストの筐体からＶＲ空間に没入する瞬間、意識が飛んだ。

　視覚、聴覚、味覚、触覚、嗅きゆう覚かくに至るまで、脳と接続した五感を寸断。人体のそれから、システムが設定した感覚に切り替えて参加者を違う世界へと送り込んでゆく。

　ＣＧで構築された仮想空間。クオリアシステムの超出力が完かん璧ぺきな物理演算を施し、風のにおいから肌で感じる気温まで完かん璧ぺきに再現した箱庭。




　次の瞬間──紅ぐ蓮れんは、陰いん鬱うつな森に取り囲まれた『館やかた』の中にいた。





　＊






　まず最初に感じたのは、蒸し暑いような、かび臭いような空気だった。

　重厚な雰囲気のメインホール。寺院のように高い天井には古びたシャンデリアがあり、蝋ろう燭そくのちろちろとした光があたりをぼんやり照らしていた。

　壁にはこの手の館にありがちな調度品──不気味な顔をした肖像画や、斧槍ハルバードを手にした甲かつ冑ちゆう、銃器や刀剣、得体の知れない動物の剥はく製せいなどがぎっしりと飾られている。

　出口であろう玄関の大扉、正面のプレートに【大広間】と書かれた大扉と、二階に続く左右対称の螺ら旋せん階段が英国式の古びた洋館らしい雰囲気を演出していた。

　また、ロビーの右側には【応接間】と書かれた小さめのドアがある。

　そしてそのすべてが、頑強な鉄格子で封鎖されていた。

「進めず、戻れず……か。イベント発生待ち、ってところか」

「殺人事件でも起こりそうな雰囲気だね」

　思わずこぼれたつぶやきに返事が返ってきて、紅蓮はそちらへちらりと目をやる。

　先ほどまで自分ひとりしかいなかったはずの空間に次々と、にじみ出るように影が現れ、無数のポリゴンが乱舞したかと思うと、複数の人体が構築されてゆく。

「朝あさ人と、桃もも貝がい、楠くすの木きに……聖せい上じよう院いんか。これで揃そろったな」

　服装は全員同じ、獅し子し王おう学園の制服のまま。

「桃もも花かさん、はしたないですわよ。淑女としてシャンとお立ちなさい！」

「ふ、ふぁいっ！　でもでも、なんかふわっとするんですよう、ここ……！」

「仮想空間の感覚がなじむまではそんなものですわ。大丈夫、じきに慣れますわよ」

　短いスカートをはだけ、ドテッと座り込んだ桃花に手を貸している楓かえで。そこから少し離れて見守るように朝人が立ち、覆面めいた眼帯の聖上院姫ひめ狐こが最も遠くにいる。

　ちょうど１メートルほどの間隔を空けた立ち方は、顔見知りばかりの中でただひとり、初対面だという点からの遠慮か、それとも──。

（何かを、警戒しているような位置取りだが……）

　ただひとりの生徒会役員、本来敵対する側の人間だと思えば無理もない。

　ひとまずそう結論づけたとき、ようやく立ち上がった桃花が紅蓮を見つけて声を上げる。

「あっ、紅蓮さまっ!!　ここ、もうほんとにゲームの中なんですか？」

「正確には、仮想現実ＶＲ空間だ。３ＤＣＧで作ったデータの空間上にアバターを表示させ、感覚を同調させている。それとこの空間の様子はＡＲ技術を使ってリアルタイムで現実に投影されている」

「ほへー……。観客に見せるだけなら、わざわざＡＲ技術でやらなくても映像を配信するだけでよさそうですけど」

「遊戯の臨場感が違うんだよ。裏の世界じゃすべてを決める戦争であると同時に、上流層の人間が外ウマで盛り上がる娯楽ギヤンブルでもあるんだ。安い世界じゃない」

「──ひうっ!?」

　眼めが合った瞬間、桃もも花かはビクッと怯おびえたように背筋を伸ばした。

（しまった……そんなつもりはないんだが）

　頭数を揃そろえるために必要だったとはいえ──桃花や楓かえでを引き抜いてしまった。

　結果、敗れたばかりでさぞ傷ついているだろう可か憐れんをひとりにさせている。

　投影されたＣＧの壁、遠く離れた館やかたの外の観客席でひとり見守っているであろう妹を想おもうと、正直、いつまでも自分を抑えていられる自信はない。

　遊戯の場における共感覚モード、研ぎ澄まされた超感覚と思考の回転がもたらす人格の歪ゆがみは、避けられないのだ。

「脅おどすつもりはない。が、気を引き締めろ。今から俺達は運命共同体、一いち蓮れん托たく生しようだ」

　負ければ地獄、何もかもすべてを失う。

　勝てれば天国、あらゆるすべてを取り戻せる。

「他ひ人と事ごととは思わないでくれ。負けても俺の資産が失われるだけだが、生徒会に牙きばを立てた以上、お前らも無事じゃ済まない。それに最低限足手まといにならなければ、褒美に何でもくれてやるよ」

　現金もＧＰも諸権利も、紅ぐ蓮れんには必要ない。

　紅蓮が狙ねらうのはただひとつ、妹との接触権、日常を取り戻すことだけだ。だからこそ、何を失ったとしても惜しくないし、謝礼にすべてばら撒まいてもかまわない。

　その想いをこめたひとことに、空気が張りつめたように引き締まる。

「いらないとは申しませんわ。──わたくしにとってＧＰは大切です。ランキングを駆け上がり、ふたたび失った尊厳を取り戻すために必要ですから。ですが……！」

　システム内にまで持ち込んだらしい扇子をパッと広げて、楓が言う。

「紅蓮さまへの『借り』を清算できるとあらば、この楠くすの木き楓。全霊を尽くしますわ！」

「あれは俺が勝手にやったことだ。借りじゃない。この件、貸しひとつと思っていい」

「まあ。それでは貰もらいすぎですわ。お釣りは出せませんわよ？」

「いらん。それより肩の力を抜け、楠木。お前の悪い癖だ、重要なものがかかると肩ひじ張って余裕をなくす。視野が狭まって、勝てるものも勝てなくなる」

「……っ！」

　思い当たる節があったのか、楓かえでの美び貌ぼうが強こわ張ばった。クオリアシステムは彼女の精神状態を完かん璧ぺきに読み取り、手のわずかな震えまでも再現する。

「お見事ですわ、紅ぐ蓮れんさま。……見抜いてしまうのですね、わたくしの弱さを」

「お前は傍若無人に見えるが、実は人一倍周りを気にするからな。こんなことは言いたくないが、そこだけは桃もも貝がいを見習ったほうがいい。何せ、アレだからな」

「アレって何ですか、アレって！」

　ぷくっと頬ほおをふくらませ、怒れるハムスターのような顔をした桃もも花かが拳こぶしを掲かかげた。

「桃花としては隷徒のままでも不満はまったくありませんけど、ＧＰはぜひ欲しいです。ぜひとも大活躍してガッポリ稼ぎ、故郷に錦を飾りたいですから!!」

　ふんすふんすと鼻息荒く、怯おびえも忘れて意い気き軒けん昂こうな桃貝桃花。

　そこに怯えはない。これから学園最強と言っていい集団に挑むというのに──。

「タフというか、鈍感というか。お前のそういうところだけは尊敬に値するな……」

「ふふふ。何かほめられてしまいました。これは桃花無双が始まる予感がしますね！」

「それはない、座ってろ。……朝あさ人と、それに聖せい上じよう院いんもそれでいいな？　勝ったら望むものをくれてやる。俺の日常に必要ないＧＰや、生徒会連中の権利の範囲でだが」

「もちろん、願ってもないさ。それに、君がこんなところでつまずく器とは思ってない。今の僕は、全力で君を打ち上げるブースターだ。──この学校の、頂点までね」

　いつもの不敵な笑みで言う朝人に、すっと顔を近づけて紅蓮が言う。

　リアルな実体であればお互いの息が混ざり合うほどの至近距離で、眼めを合わせ──。

「生徒会長と俺をぶつけたい、ってのが本音か。それでお前は何を得るつもりだ？」

「そうだね、強いて言うなら……兄さんにとってはとるにたらないものを」

　臆おくすることなくじっと紅蓮を見返して、




「僕にとっては、何よりも大切なものを──奪うのさ」




　──シッポを出したな。ほんのわずかだが。

　彼の実兄、白しろ王おう子じ透とう夜やが狂ったように燃える炎なら、朝人のそれは深い深い海の底だ。分厚い質量によって本音を隠し、紅蓮の『眼』にすら怯ひるまず呑のみ込こまんとする意志。

　炎は消えることもあるだろう。が、海が涸かれることはまずあるまい。穏やかな笑みの裏にある凄すさまじい粘り、タールのような執念を感じて、紅蓮の『眼』が朱あかくきらめく。

　ふたりが強く強く睨にらみ合あう、その時だった。

「──非生産的な、密着関係は。推すい奨しようできない──……」

　掠かすれるような声がした瞬間、朝人の気配から棘とげが抜けた。ふたたび覆い隠すような笑みを浮かべて、声の主──聖上院姫ひめ狐こを振り返る。

「ごめんごめん。つい熱くなっちゃったんだ。許してくれる？」

「許してもいい──けど……」

　いつもの掠かすれたような抑揚のない声で、

「次はぜひ──録画できる環境で、してほしい──……と、希望する」

「おい」

　思わず突っ込む紅ぐ蓮れん。姫ひめ狐こは仮面の裏に感情を隠し、頬ほおひとつ赤らめもせず。

「学内ＳＮＳの裏面で語られる噂うわさ──。砕さい城じよう紅蓮のヒロイン序列、１位は妹、砕城可か憐れん。そして３位、白しろ王おう子じ朝あさ人と。頻度は少ないものの、距離が異様に近いと評判──……」

「……待て。そんな噂があったのか!?　知らんぞ、俺は!?」

「裏ホットワード……。静かなブーム。生徒会監査として学内ＳＮＳ把握は職務──」

「本当に仕事だろうな？　あきらかに趣味が入っていそうなんだが」

「──仕事。……ちなみに２位は、白王子透とう夜や、会長。熱い、デッドヒートの最中──」

「そっか、３位か……。悔しいな。兄さんから奪うものがひとつ増えたね……」

「……何を言ってるんだお前は……」

　腹黒笑顔の朝人と鉄仮面の姫狐、どちらも読みにくいだけにやりづらい。

　冗談だろうとは思うが、万が一本気だったら嫌すぎるので紅蓮が深く考えずにいると、

「わ、わたくしは!?　桃もも花かさんはともかくわたくしはランク圏内ですわよね!?」

「楓かえでさん楓さん。筆頭隷徒である桃花のほうが上ではないかと思いますが、条件によっては譲りますよ？　具体的には夕ごはんのおかずとかで買収に応じる準備があります！」

「……いい加減にしろ。まったく、お前らときたら……！」

　抗議の声を紅蓮が上げ、重い空気が緩みかけた瞬間。

『──遊戯準備完了。サーバ統合。両陣営を統合します──』

　ＡＩの機械音声が、ふたたび世界を塗り替えた。





　＊






「やっと開始かよ。遅おっせえなあ、タイムイズマネーって言葉を知らねえのか!?」

　空間にノイズが走り、ポリゴンの塊が形成されてゆく。

　最初に出現したのは金髪サングラスの粗野な男、大おお星ほし大たい成せい。続いて背後に現れた人物は、大声でわめくその態度に呆あきれながら、前髪を払うようにして辺りを見回した。

「クオリアシステムの感覚同調には個人差がある。──言ってみればデバイスの再起動。一いつ旦たん目や耳の感覚を切って、つなぎ直しているんだ、当然それなりに時間はかかる」

「ハッ、パソコン屋らしい物言いじゃねえか、仁じんクンよ」

「今時『パソコン屋』はないだろう。時代錯誤も甚はなはだしい」

「ＩＴにゃ詳しくねーんでな。……天下のＳＫソフトウェアの御おん曹ぞう子しクンは、クオリアの内部についてもお詳しいようだがよ」

「それはない。クオリアシステムは完全なブラックボックス。解析不能だ。が──確かに生徒会で最も深く仕様を理解しているのは俺だろうな」

「……ケッ！」

　生徒会書記、佐さ賀か臣とみ仁じんと、庶務の大おお星ほし大たい成せい。筋肉のぶん大星の方が分厚く大きく見えるが、背丈は同じくらいだ。

　二人が出現したすぐ後ろに、ふたたびポリゴンが渦を巻き、新たなメンバーが出現した。

「ちょり[image: ][image: ][image: ]っす☆　由ゆ良らちゃん、インしたおー♪　いえ[image: ][image: ][image: ]いっ!!」

　キラキラ笑顔を輝かせ、舞台でアピールするアイドルのように名乗る由ゆ留る木ぎ由良。

　その甲高い声の響きに、研ぎ澄まされた感覚の一部が引っかかり、紅ぐ蓮れんは眉をひそめた。

「……以前にどこかで会ったか？　声に聞き覚えがあるんだが……」

「お、もしかしてもしかすると、由良ちゃんのファン？　『ぬるぬり』とか『俺シュナ』とか『まいみー』とか『ＮＯりん』とか『パンガル』とかいっぱい出てっからね♪」

「……！」

　思いがけない単語を出され、胸を突き刺さされたような衝撃を受けた。

　共感覚モードに入っているがゆえに表情には出なかったものの、由良が口にしたいくつもの単語は、オタクと呼ぶには経験値の浅すぎる紅蓮ですら何度も観みたことのある有名なアニメのタイトルだ。それも彼の理想とする『日常』を描くものばかりだった。

（……言われてみれば、この声。確かに、そうだ……）

　出演している声優の名前にまで注意を払ったことはなかったが、キュートな印象の高い声は特徴的で、意識して聞けば間違いようがない。

「声優やりながら、こんな学校のトップランカーか。人を蹴け落おとして遊んでないで、普通にアニメの仕事に全力を捧ささげてろよ。それだけの才能はあるだろうに」

「まーねぃ♪　由良ちん、実力あるから」

　あっけらかんとそれを認めながらも、ほんの一瞬だけそのふざけた眼めに刃やいばが宿る。

「砕さい城じよう紅蓮──んー、略してグレちん？　この世界もこの学園も、本質はいっしょだよ。蹴落とし合いの騙だまし合あい、才能のあるコがないコを踏んで潰つぶして蹴倒すの☆」

　そう、競争のない社会など存在しない。

　華やかな日常の裏でも、見えないところで才能と才能が激突し、日々鎬しのぎを削っている。中でも芸能、声優という業界に身を置く彼女の言葉には、深い実感がこもっていた。

「だから遊戯が強いのは絶対条件なのだっ☆　くだんないこと言ってくるヤツはしょーぶ、勝負でヤッちゃえるもんね。実力、イズ、ベスト。覚えといてね。キャハッ♪」

「……夢を与える立場の人間が、夢のないことを言うなよ……」

「夢ですか。素敵ですね。誰しも夢を見る権利はあります。心満たされ、痛みを忘れる。かつては神の教えが、そして今世では文化や遊戯が──人々を救う『夢』となる」

　ふわり、と柔らかな風が漂い、ポリゴンが結集して新たな人影が姿を見せる。

　フラヴィア・デル・テスタ。清せい楚そな修道服をまとった彼女は、人好きのするにこやかな笑みを浮かべ、首にかけたロザリオを握りしめて祈るように告げた。

「そして、今世において。『夢』は希少であり──高た価かく売れるのです」

「聖人面して、めちゃくちゃ俗っぽいな、あんた……」

「かの誉れ高き聖女マザー・テレサは教皇から賜たまわった車を賞品に宝くじを売りお金を集め、そのお金で病人を救いました。即すなわち、善行を成すに必要なのは──まずお金」

　親指と人差し指で〇を描き、お金のマークを作りながら慈母の微笑ほほえみを浮かべて。

「故に、我がテスタ教は説くのです。『汝なんじ、お金を愛せよ』と」

「テスタ教？　……確か、日本からアジア圏に勢力拡大中の新興宗教だったか。災害関連の慈善団体から成り上がった、貧乏人と大金持ちに信者が多い銭ゲバ宗教団体」

「銭ゲバ、それは褒め言葉と受け取らせていただきますね。お金を嫌い、努力を信奉し、収入を目的とせず働いてストイックに餓死するような人がもてはやされるこの国の文化は、教義と相あい容いれません。お金を愛し、人生の余裕を買い、楽しく生きて助け合う。──それこそが、私達の教えなのですから」

　金銭目的で仕事をするのは悪なのだろうか？

　社会において人々が尊敬するのは、利益を求めず、好きなことを仕事にしてストイックに生きる聖人めいた職人やクリエイターであり、露ろ骨こつな利益追求は軽けい蔑べつされ、嫌われる。

　テスタ教──世界最大の宗教をモデルに始まった宗教団体が、支持を爆発的に伸ばした理由は徹底的な利益追求と弱者救済の両立にあった。

「物もの乞ごいで得たお金も、株式市場で得たお金も、価値は等しく尊い。ならば、宗教者は皆株をやり、投資を行い、事業を興おこして得た利益を還元し、弱者を救えばいいのです。寄付やボランティアに依存せず──己が力で弱者を救い、己自身の魂をも救うのです」

「なるほど。あんたが売ってるのは、現代の免罪符だな」

　フラヴィアの言葉を、紅ぐ蓮れんは端的にそう評した。

「銀貨の音がチャリンと鳴れば天国行き、だったか。他人を蹴け落おとし金を稼ぎ、その利益で弱者を救い、罪悪感を消す。精神のマネーロンダリング──良い商売だ」

「そうした面もあります。が、やらない善よりやる偽善、と申しますから」

　紅蓮の皮肉にもまったく動じることなくたおやかに微笑み、フラヴィアは最後のひとりを招くように、大きく一礼する。

　するとふたたびポリゴンが集まり、徐々に形が現れて。

「はぁ……♪　とうとう、とうとう……はじまるんだぁ……♪　ふふ、ふふふ……♪」

　蕩とろけきった声。

　火ほ照てる身体を冷ますように胸元をはだけた形で構築されたアバターは、現実のポッド内でもそうしている証あかしだ。両方の頬ほおに掌てのひらをあて、実体化した水みず葉はは紅ぐ蓮れんを見上げる。

「ずっと、あなたを待っていた。ずっとあなただけを想おもってた。あなたがくれた痛みが、心の傷が熱く疼うずいて、しっとり濡ぬれて──おなかの中が、熱くってぇ……っ♪」

　花びらのような唇から、めしべのように舌を覗のぞかせて。

　今にも涎よだれを垂らさんばかりの恍こう惚こつとした貌かおで自分自身を抱く水葉の姿は、どこか卑ひ猥わいで、ぞっとするような色香を漂わせている。

（……もし、人食いのライオンと言葉が通じたらこんな感じだろうな）

　紅蓮は想う。

　姿かたちは美しい娘。しかし、その中に宿る魂は歪ゆがんだ肉食獣だ。

　伊い邪ざ那な美み機き関かんで施された『調整』の結果、その感情は歪められ──恐怖を失なくし、ただ快楽を追い求め、命を賭かけた遊戯のときめきのみを追い求める存在と化した。

「さあ、紅蓮さま。わたしをいじめて。わたしもあなたをいじめるから。わたしとあなた、傷つけて傷つけあって、ズタズタのボロボロになるまで──」

　水葉はそこで言葉を切り、あどけない笑顔で。

「──あーそびーましょっ♪」

　近所の公園に、幼おさな馴な染じみを誘う幼女のように。

　兆単位の現金と人生を賭けた遊戯に挑む彼女は、まさに常軌を逸いつした異形の怪物だった。

「……本当に、あのおっとりした水葉さんと同一人物には見えませんわね」

「あ、でも痴女っぽい感じは面影がある気がします。すぐ脱ぐ感じとか近いです。……あれ、もしかして楓かえでさん、わりとキャラかぶってるんじゃ……」

「いいかげん怒りますわよ桃もも花かさん！　わたくしはあそこまでヒドくありませんわ！」

　水葉のすさまじい変わりように、紅蓮の背後にいた桃花や楓が口々に言う。

　だがそんな外野の声など一切耳に届いていないのだろう、水葉はじっと紅蓮だけを見、紅蓮のそれにも劣おとらぬほど眼めを赤く朱あかく輝かせて、ゆっくりと歩み出る。

「─────」

「…………！」

　二人の間の緊張、火花が散りそうな空気が最高潮に達した、その時。




『参加者全員の接続が確認されました。遅延なし、通信速度差ゼロ。状況設定、完了』

『黒と赤、二陣営による団体競争遊戯──【ゴーメンガースト】。開幕いたします』




　絶妙のタイミングで、飾られた肖像画が喋しやべりはじめた。

「ふわわわわ!?　お、お化けですよ楓かえでさん!?　高そうな絵がしゃべってますー！」

「クオリアのすることですもの。ただのＣＧですわ、慌てなくても平気ですわよ」

　いつものコンビの動揺をよそに、胸元を大きく見せたドレスで着飾った、きらびやかなヴィクトリア朝の貴婦人をモチーフにした肖像画が動き──参加者十人が揃そろったメインロビーに、地底から響くような唸うなり声ごえが響く。




『ゴーメンガーストは呪のろいの館やかた。あなたがた十名の探索者は２チームに別れて屋敷内を探索し、合間合間に小さな対戦遊戯を挟みながらヒントを集めて脱出を目指します。

　より早く二人以上のメンバーを館の外へ脱出させた陣営が勝者となり──。

　黒の陣営チーム・ノワールが勝利した場合、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの私有財産全額は生徒会の所有となり、砕城紅蓮は隷徒として絶対服従を強制されます。

　赤の陣営チーム・ルージユが勝利した場合、砕城可か憐れんが失った【砕城紅蓮との接触権】が解放されると共に、黒の陣営参加者全員のＧＰおよび諸権利が剥はく奪だつ、砕城紅蓮に委譲されます』




　雰囲気たっぷりの情景に不釣り合いな素っ気ない声。

　が、その端々に亡者のような唸り声が混ざり、恰かつ好こうのＢＧＭとなっていた。

「このルール──チーム対抗型の脱出ゲーム、ということですわね」

「ああ。だが、ただの脱出ゲームだとは考えるな」

「……と、言いますと？」

「クオリアが自動作成するオリジナルゲームだ、必ず何かしら独自の要素が追加される」

　楓の問いに答えた紅蓮の言葉を、肯定するかのようにシステム音声が続ける。




『ゴーメンガーストは人食い館。

　その扉を司つかさどる悪魔は貪どん欲よくで、鏡合わせの魂を捧ささげない限り扉を開くことはなく。

　館に訪れし探索者達は、館の亡霊達の加護を受け、その加護を命に替えて削り合う。

　──すなわち、この遊戯の情景はリアルタイムで中継され、獅し子し王おう学園生徒全員が視聴、参加する権利を持ち、どちらかの陣営に介入する余地があります』




「観客……オーディエンスが参加するタイプの遊戯ゲームってことか」

　紅蓮のつぶやきに反応したかのように、絵画の貴婦人が手を伸ばす。

　額縁の中から立体化した手がにゅっと伸びる。そこに握られているのは、古式ゆかしい姿に似つかわしくない文明の利器。

「スマートデバイス、か？」

　今や知らない者のない情報処理端末。

　獅し子し王おう学園では電子生徒手帳として扱われているそれが、赤と黒の全員分、五つずつ。

　壁から現れたゴースト──それこそアニメ映画に出てくるような、シーツを被かぶった影のようなありがちなデザインの亡霊によって、黒と赤の両陣営へ運ばれる。




『館やかたに群れる亡霊達は気まぐれでおしゃべり。その魔法の呪札で亡霊達の集会場へと語りかけ、たったひとつの言葉でどれだけの支持を集められるか──。

　亡霊とは即すなわち一般生徒、学内ＳＮＳアカウント。各自のスマートデバイスに設定されたＳＮＳアプリで亡霊達の支持を集める【ゴーメンガースト】前ぜん哨しよう戦せん──』




　──【イイネ稼ぎゲーム】。




『チャンスは一度。ただひとつの投稿にどれだけ亡霊達の支持──《イイネ》が集まるかを競い、その値に応じて今後の探索を左右する資金が与えられます。

　なお、生徒の投票権は無制限です。両陣営に《イイネ》をつけることも、逆にどちらにも投票しないことも自由。ただし、隷徒には投票権はありません。そして、最終的な勝敗は投稿より十分間で集まった《イイネ》によって決定いたします』




　学園最低Ｆランク、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの序列は２６９７位。

　即ち、学園内で学籍を保っている生徒は彼自身を入れて２６９７人。両方に投票することができるなら、《イイネ》の最大数は紅蓮チームと生徒会チームの十名をのぞいて２６８７。

　最大値ギリギリ──全校生徒全員の支持を得るのは不可能だろう。

　生徒会を応援する者、紅蓮と仲間達を応援する者、学内ＳＮＳの人間関係や校内派閥を考えれば、投票権があるとはいえどちらか一方だけに投票するのが普通だ。




『《イイネ》は資金に換算され、【イイネ稼ぎゲーム】完了と共に両陣営に配布されます。通貨は館での探索、遊戯においてさまざまな形で利用できますが、遊戯中に０となった時点で当事者は生いけ贄にえとして捧ささげられますので、どうぞご注意ください』




（──なるほど、つまりこいつは）

《イイネ》と言い換えてはいるが、言わば擬似的な選挙。

　どちらが一般生徒に支持を得ているかを競う人気勝負だ、と紅蓮は推測する。

「どういうことですの？　この期に及んで人気投票の真ま似ね事ごとをする意味がわかりませんわ。ＳＮＳの人気取りより、純粋な遊戯の実力を競うべきでしょう!?」

　憤ふん懣まんやるかたない、といった様子で楓かえでがきつく爪つめを噛かむ。

　渡されたデバイスに表示された学内ＳＮＳのタイムラインには、リアルタイムにこの戦いが実況されており、数秒前の楓の発言すら即座に文章化されている。

『ま、確かに。こんなんフォローの多い奴やつが勝つだろ？』

『由ゆ良らたんとフラヴィア様だけでもオーバーキルな件について。ムリゲーだろこれ』

『砕さい城じようチーム、白しろ王おう子じ朝あさ人と以外フォローほぼ身内だけのぼっち集団だぞ。どうしろと』

　……余計なお世話だと思いつつ、紅ぐ蓮れんはいきりたつ楓の肩を軽く押さえた。

「紅蓮さま……!?」

「落ち着け、楠くすの木き。リアルタイムで実況されてる時に取り乱すな」

「ですが……これではわたくし達に勝ち目はありませんわよ!?　あちらには……！」

「アハッ☆　だよねーっ♪　これは由良たんの圧勝かな？」

　わざとらしい横ピース。ちろりと舌を出したいたずらっぽい笑顔で、アイドル声優──由ゆ留る木ぎ由良は実質上の勝利宣言をする。

「学内ＳＮＳフォロワー数２０００超え、男子生徒の７割は由良たんの忠実なファンだよ？　隷徒を抜いてもおよそ１０００の固定票──それに加え、残る３割のオトコノコをゲットすれば……まっ、楽勝かな♪」

「……っ!!」

　歯は噛がみした楓の本気の焦りに、その言葉がハッタリではないことがわかる。

　学内ＳＮＳは学籍を有する獅し子し王おう学園生徒にとって必須のものだ。中には投票権のない隷徒も含まれるとはいえ──全校生徒の過半数を押さえているとさえ言える。

　だが、この手のＳＮＳの常として、フォロワー＝味方ではない。

　相手の情報を収集し、悪意を持って出し抜くために追いかける者や、さして考えもなく有名人をフォローするようなミーハーな輩やからも、その数字には含まれているからだ。

　──それを加味した上で、由良が確実と断言できる《イイネ》は１０００。

　およそ１３００人の男子生徒の７割強。

　残る３割をガッチリとつかみ、浮動票を惹ひきつければ──

　勝利は、まず確実なものとなる。

「ま、モチはモチ屋を雇って作らせるのがオトナってもんだ。任すぜ、由良っチ」

「適材適所、か。いいだろう、ここは由留木に任せる」

「何かあれば仰おつしやってくださいな。私もささやかながら支援させていただきますよ」

　由良のまわりに立つ大おお星ほし、佐さ賀か臣とみ、フラヴィアは、余裕の態度だ。勝利をまったく疑っていない。

　スマートデバイスを操作、学内ＳＮＳのフォロワー数や発信力をざっと調べたところ、生徒会にはアイドルとしての実績と発信力をもつ由良のみならず、フラヴィアもまた百人単位のフォロワー……それも『信者』とさえ言えるレベルの取り巻きがいて。

　その拡散力は、ただちに証明された。

「──『彼女とデートなう。に使っていいよ』っと♪」

　いたずらっぽい言葉と共に、デバイスが沸ふつ騰とうする。

「は、はわわわわ!?　壊れたんですか!?　ものすごく揺れてますー!?」

「１００……１５０、２００……！　拡散されまくってますわ。《イイネ》もどんどん……！」

　紅ぐ蓮れんの、桃もも花かの、楓かえでの、その場にいる全員の手にあるデバイスが振動する。

　不意打ちのように呆あつ気けなく、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らが投稿したコメントは即座に拡散され、瞬く間に学内ＳＮＳのトレンド一位に躍り出ていく。

「当然だ。魅力ある画像を最大のサイズと解像度で表示するため、絞られた文字数。かつリアルタイム中継による注目度に、もともとの知名度がプラスされた形だからな」

　癖なのか、眼鏡めがねを中指で軽く押し上げながら、佐さ賀か臣とみ仁じんが解説する。

「『拡散希望』のように相手にすがり、ねだるのは悪手だ。《イイネ》をクリックさせる。そうすることで利益を生む。気持ちいい、楽しい、そんな感情を導き出す──！」

「計算され尽くした投稿──そういや、アイドルってのはＳＮＳのプロだったな」

　人じん心しん掌しよう握あくに優れていてこそ大勢のファンの心をつかむ。ゆえにそれを生業なりわいにしている者は、当然の如ごとくＳＮＳの扱いに長たけている。

「これがプロの力だ、砕さい城じよう紅蓮。おまけつき駄菓子の開封だの、家族への連絡だの──その程度にしかＳＮＳを使っていないお前には、理解できない領域の話だろうな」

「確かに、理解できん」

　しみじみと紅蓮はつぶやき、《イイネ》を伸ばし続ける投稿を眺めた。

「……飾り物の甲かつ冑ちゆうを彼氏に見立て、シャツをはだけてピースサイン。鎧よろいの肘ひじに胸を当てながら、あざとい角度で谷間を見せつける……」

　露出度が決して高いわけではない。

　白桃のような胸の谷間がうっすらと見え、果実をくるむように黒のレースが覗のぞく。

　ほんのわずか、隠し味のようなサービスを──

「──フラヴィアにさせて、由留木が撮る。なるほど、完かん璧ぺきだな」

　ほんのりと頬ほおを赤らめ、胸をわずかにはだけたフラヴィアが彼氏に見立てた甲冑と腕を組み、背後に密着した由良がデバイスを掲かかげて自撮りした、その写真は──。

『フラヴィア様エロオオオオオオオオオオオオオオオオオいっ!!　説明不要!!』

『由良ちんかわいいよ由良ちんかわいいよ!!　挟まりてえ！　間に挟まりてえ!!』

『おい鎧ちょっと場所替われ！　お姉様とロリっ子とか最高の組み合わせじゃん！』

　──投稿後、およそ数分で１４００オーバー。

　由良の至高の一枚は、なお増え続ける《イイネ》で、デジタルにその威力を証明した。





　＊






「ひ、卑ひ怯きようにもほどがありますわ!!　……こんなもの、実力ではありません!!」

　増え続ける《イイネ》に揺れるデバイスを握りしめ、楠くすの木き楓かえでは生徒会を糾弾する。

「運命がかかったこの一戦、純粋に遊戯の実力を競うべきでしょう！　これでは最初から不利が決まっている出来レース、クオリアに不正をしかけたとしか思えませんわ！」

　だが、責められた当の本人達は、まったく動じることなく彼女を見返し──。

　生徒会書記、佐さ賀か臣とみ仁じんは眼鏡めがねのブリッジを押し上げ平然と対応する。

「何を言い出すかと思えば。……不正不可能、不可侵のクオリアにハッキングが可能なら、それこそ遊戯どころじゃない。歴史が動くレベルの事態だぞ？」

「生徒会に有利な種目を選ぶくらい、できるのでは？　運営はそちらでしょう！」

「不可能だ。今回の遊戯選定はクオリアに一任している。疑うなら確認するといい」

「くっ……！」

　事実、不正はない。

　公開されたクオリアシステムの遊戯選択設定は管理ＡＩに委ゆだねたランダムであり、どちらかの陣営に優位に設定されていたり、それが隠いん蔽ぺいされている様子は確認できなかった。












（何ということ……！　勝ち運に、見放されているとでも言うのですか!?）

　手元に呼び出したヘルプ画面で確認した瞬間、楓かえでは絶望に想おもう。

　ただでさえ格上相手の勝負。それなのに知名度や拡散力などという努力や工夫ではどうしようもない要素に左右される遊戯が選択されたのでは、逆転の確率は限りなくゼロに近くなる。

「まったくこれだから弱者は困る。己の実力不足、努力不足を棚にあげて根拠なき妄想で不公平、不平等と喚わめき、他人の足を引っ張る。……その浅ましさ、断固許せん」

「わ、わたくしを、そのような社会的弱者と同じだと!?」

「何か違うのか？　貴様の実家には金があるだろうが、ただそれだけ。王たる器も持たぬ弱者に過ぎん。むしろなまじ生まれがいいだけに残念さもひとしおだな？」

「く……うぅ……」

　心の急所を突かれ楓は奥歯を噛かむ。

　悔しさに震える彼女をさらに煽あおり立たてるように、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らも続いた。

「あっはは☆　ホントそれ！　雑ざ魚こが金とコネだけで実力者面すんなって話だよねー☆」

「わ、わたくしはそんな連中とは違いますわ！」

「ミミちんにフルボッコされて全全全裸だったのにィ？　あんたの調教動画見せてもらったけど傑作だったねぇ。まさに家畜、メスブタって感じ☆」

「…………!!」

　楓の脳裏に辛つらい記憶がフラッシュバックする。

　校内を裸で歩き、いやらしい目を向けられ、どうしようもなく汚れてしまった過去。

　それは耐えがたい黒歴史だ。

　──だが、その過去がある自分だからこそ、できることもある！

「挑発したこと……後悔させてあげますわ」

「ふーん？　どうするつもりなのかな☆　かなかな？」

「こうっ、ですわっ」

　リボンタイを引き抜きながら、楓はキッと生徒会のメンバーを睨にらむ。

「貴女あなたの仰おつしやる通り学園内に裸を晒さらされたわたくしです。恐らく獅し子し王おう学園生徒に知らない者はいないはず！　知名度なら劣おとりませんわ！」

「か、楓さん!?　ちょっとそれはまずいです、十八禁になっちゃいますよ!?」

「たとえすべてを晒そうとも、おめおめと敗れるよりはましですわ。桃もも花かさん、あなたも、そして聖せい上じよう院いんさんもふくめてこちらは女子が三人。数で対抗できるはず……！」

　ブラウスの胸元をはだける。ＶＲとは思えないほど精密な手触り、本物の服を脱ぐのとほぼ同じ感覚でボタンを外していくたびに、羞しゆう恥ち心がこみ上げてくる。

（ですが、これは覚悟です。この強者どもに立ち向かうための！）

　あえて全部は脱がない。

　上着とブラウスのボタンをすべて外し、床に座り込んで──。

　スカートのホックを外し、太ふと腿ももをあらわにしながら。

「撮って、くださいまし……紅ぐ蓮れん、さまっ！」

　上目遣いに、懇こん願がんする。

　高校生離れしたスタイル、豊かな体つき、お嬢様らしい華やかな顔つきが羞しゆう恥ちと屈辱に歪ゆがむその姿は、決して生徒会チームのそれに劣おとらない魅力を備えている。

　だが、彼女の主あるじは。砕さい城じよう紅蓮はそんな彼女を見下ろして。

　微動だにしない。

「何をしてますの!?　さあ、早く！」

「悪いが、楠くすの木き。そいつは無駄だ」

「はぇ……？」

　わずかに眉をひそめ首を振る紅蓮に、楓かえでは虚をつかれた顔になる。

　気まずい沈黙が生じる中、響き渡ったのは──

「ぷっ……あはっ、あははははははははは！　おっかしーのー☆」

　──嘲ちよう笑しようの意図をふんだんに混ぜ込んだ、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らの哄こう笑しようだった。

　腹をかかえて笑いながら、由良はデバイスの液晶画面を見せつける。

「すぐに察したあたりグレちんはさすがだね～☆　ま、こーなることぐらい豚でもわかるし、楓ちんがお馬鹿すぎるだけだけど☆」

　画面に表示されたのは学内ＳＮＳの楓のトップページ。

　投稿内容はほとんどない。かつては遊戯の勝ち負けを誇り、自分の実力を宣伝するために活発に投稿していたが、時とき任とうミミに敗れて以来、怖くて書き込みは控えていた。

　その最も新しい投稿に紐ひもづくように──。




『ビッチ必死だなｗｗｗｗｗｗ　ばっかじゃね[image: ][image: ][image: ][image: ]の!?　マジクソ笑えるｗｗｗ』

『はあ？　股また開きまくったド中古ゴミクズ便所女が脱いだからって由良ちゃんと同格とか何考えてんの自意識過剰乙。氏ねよ。いやまじで』

『チラチラ恥ずかしがってるアピールうざい。清純派気取り？　遅いだろ、便器女が』

『とっとと股開けバーカ。土下座しながらオナニーしてくださいお願いしますって言えばしかたなく使ってから、イイネのひとつくらい恵んでやんよ』

『体をエサにするとか、カッコ悪。同じ女として、見てらんない。プライドないの？』




　悪意の洪水が、押し寄せていた。

「……そん、な……！」

「クソリプ、とか言うんだったか、こういうのは」

　愕がく然ぜんとする楓かえでを前に、デバイスを見返しながら紅ぐ蓮れんは言う。

「社会には『何を為なしたか』ではなく『誰が為したか』でしか物事を捉とらえない奴やつが多い。やってることは同じでも、生徒会の連中と楠くすの木きじゃ受け取られ方がまったく違う」

「肌色の価値って掛け算なんだよね～。由ゆ良らちんみたいな高級ブランドがやればその数字は何倍にも何十倍にもなっちゃう☆　……でーもー……」

　にひっ、とぶりっこじみたしぐさで唇に指をあて、由良は楓を見下した。

「楓ちんみたいな無価値──ううん、マイナス価値の中古メスブタがやっても、稼げるのは嘲ちよう笑しようと嫌悪だけ。脱げば脱ぐほど汚く罵ののしられる。ま、トーゼンだよね☆」

「そういうことだ。無責任な馬鹿を喜ばせる必要はない。やめとけ」

「でも……でも、紅蓮さま！　これは集まった《イイネ》が資金となり、資金がそのまま命となるゲームなのですよ!?　少しでも多く稼がなければ、本戦に進んだとたんに負けてしまうかもしれません……！」

　それだけは嫌だ、と楓は思う。恥をかくくらい今さら何だ、とも。

　友となった紅蓮や可か憐れんのためにここで活躍できないようでは楠木建設の頂点、女王の座を手にすることなどできやしない。

　嘲笑が何だ。すでに汚れた身、一度も二度も同じこと。

　そのはず、なのに……！

「っ……ひっ、くっ───……うう、あ……ぁ……っ……！」

　泣きべそをかきながら、楓は下着に指をかけ、腰から腿ももへとずらしていく。

「あはっ☆」

　そんなストリップショーを眺めながら由ゆ留る木ぎ由良が愉悦の笑みを浮かべる。

「服を脱いでも由良ちんの半分も数字を稼げない格下のビッチ──そいつらが奈な落らくに堕おちてく姿を見るのって、大好きなんだよね☆　あぁ～ん、最高にミ・ジ・メ☆」

「ぐ……うううううう……!!」

　──由留木由良！　好き放題に……言ってくれて……！

　でも反論はできない。

　正論だから。今の楓はこの上なく惨めな存在だから。

　頭をよぎる暴行と虐待、時とき任とうミミに与えらえた屈辱と調教のすべてが心を切り刻む中、それでも指を動かせたのは、勝利への欲求。

（紅蓮さまのために……可憐さんのために、それに）

　救ってくれた恩人と、ようやく素直に接することができるようになったその妹と。

（わたくし自身のためには……脱ぐ、しか……!!）

　自分自身の願いにより、楓は下着を脱ぎ捨てようとして──。

「よせと言ったぞ。……俺の隷徒を自称するくせに、言うことも聞きやしない」

「ふえっ……？」

　泣きかけた顔に、ふわりと上着が被かぶせられた。

「はぁ……？　何邪魔してくれちゃってるワケ、グレちん」

　ストリップショーを中断させられた由ゆ良らの口からも不満の声が漏れる。

　だが楓かえでの身体を覆うようにそれをかけた紅ぐ蓮れんはその言葉を無視して、朱あかく鋭するどい眼めで楓を視みながら続ける。

「自分を安売りするな。それがお前の価値を貶おとしめていると気づけ」

「……わたくしの、価値……」

「ああ。お前はいい女だ。覚悟もある。だが価値ある物の使い方がまるでなってない」

　人は残酷な生き物だ。強きに媚こびて、弱きをいたぶる。

　もちろん例外はいる。だがそういう者の方が圧倒的に多いゆえに、それは例外なのだ。

　この社会では弱みを見せた者は叩たたかれる。

　卑屈に頭を下げてももう遅い。その頭が容赦なく踏みにじられるだけだ。

　そうならないためには──勝つしかない。

　勝利。勝利。勝利だけが人が人らしくいられる唯一無二の方法！

「遊戯に勝つ方法が知りたいんだろ。だったら……そこで黙って見てろ」

「は……はい……」

　頭をぽんと叩かれ、楓は紅蓮の上着を抱きしめながら、へなへなとへたり込む。

　その背中を見つめていると、どきどきと鼓動が高鳴ってきて楓は胸を押さえた。桃もも花かが楓を支えるように駆け寄り、脱ぎ捨てた服を拾ってくれているのにも気づかなかった。

（また……奇跡を見せてくださいますの？　紅蓮さま……）

　そんな楓の想おもいに応じることもなく、彼は背を向けたままで──。

「きゃは☆　カッコイイところ悪いんだけど、どーするつもり？　さすがのグレちんでも無理ゲーじゃなーい？」

「…………」

「って、おーい。まさかのガン無視ぃ!?　……ふんっ。ま、勝手に頑張んなよ。どーせ、何をしたって勝負の結果は変わらないしね。うぷ、うぷぷ☆」

　うぷうぷ奇妙に笑う由良の横を無言で通りすぎ、紅蓮は朝あさ人との方へ歩いていく。

　それに気づいて朝人が手を上げる。

「やあ紅蓮。随分と自信満々だけど、具体的にはどうするつもりだい？」

「……ああ、どうしたもんかな」

「おや。何も考えてないのかい？　あちら側の《イイネ》は１５００を超えたよ。こっちは、フォロワー数、拡散力、知名度、全部で不利。かなりまずい状況なんだけど」

「そうか？」

　隣に立ち、肩にそっと頭を乗せるようにして囁ささやきかけてくる朝あさ人とに答えて。

　表情はクール、何の動揺も表れていない。しかしその奥に隠された不安を紅ぐ蓮れんは読み。

「なんだ。意外と人間らしい感情があるんだな、お前」

「……そう言う紅蓮は動じてないね。何か作戦があるのかな」

「作戦も何も正攻法でいい。連中は何もわかっちゃいない」

　背中を向けて声をひそめ、居並ぶ生徒会メンバーを親指で指しながら紅蓮は言う。

「僕もわからないよ。……どういうことか、教えてくれるかな？」

「朝人、お前のフォロワー数はどのくらいだ？　俺はほとんど使ってないし、可か憐れんは接触禁止命令でブロックされてる。楠くすの木きは炎上中で桃もも貝がいは隷徒だ」

「それはもちろん、７７７。入学以来、ずっとそうだよ」

　朝人は紅蓮の耳たぶに触れそうなほど唇を寄せて、そう囁く。

　じろりと眼めだけを動かして、密着した朝人を睨にらみながら、紅蓮は答える。

「またそれか。序列といい、本当にその数字が好きだな、お前」

「僕のラッキーナンバーなんだ。デジタルな数字を比較するなら、ほぼ勝負は見えてる。それでもまだ正攻法で勝てると言うのかい、紅蓮？」

「ああ。全世界に公開されたＳＮＳなら即敗北だった──」

　現役の人気声優だの新興宗教の教祖だのを相手に、かつての最強とはいえ存在すら秘された裏世界の住人である紅蓮では勝負になるはずもない。

「──が、ここはゲームですべてが決まる学園だ」

　普通ではない環境、普通ではない生徒達、普通とは異なるＳＮＳの空気。

　それらすべてを考慮に入れれば、確かにクオリアシステムが公正中立にこの遊戯を選んだのだという真実が浮かび上がってくる。

「良い『眼』だ。見ているだけでゾクゾクしてくるよ。やっぱり君は期待通りの人だ」

「そうかよ。だがな、お前。ずいぶんと平気で距離を縮めてくるが──」

　そこで初めて、紅蓮は朝人に向き合った。

　朱あかくきらめく『眼』に射抜かれたように腰を引く朝人を、力強い腕が捕まえて、強引に抱き寄せた。

「──喰くわれる覚悟は、できてるんだろうな？」

「……っ!?」

　息を呑のむ音がした。

　抱き寄せた腕の中で朝人の身体が強こわ張ばる感触まで、最先端のＶＲ技術が伝えてくる。

　顔と顔がギリギリまで近づく。互いの睫まつ毛げが重なるほど近い。ミリ単位まで唇が近づき、本来なら吐息が熱く感じられるはずなのに、息は冷えたままで。

「な、な、な、な……!?」

「はわわわわ……はわわわわわ……!?」

「い、いけません、いけませんわ、非生産的に過ぎますわ!!」

「……それ以上に、可か憐れんさまの反応が怖いです。いやほんと、ガチで」

「本気で怖い想像させないでくださいまし!!　血の雨が降りますわよ、リアルで!?」

「……──興味深い──……」

　顔を真っ赤にして慌てふためく桃もも花かと楓かえで。

　与えられたデバイスを向けてその様子を記録する姫ひめ狐こをよそに。

「驚いたな……。ずいぶん情熱的だね、紅ぐ蓮れん」

　飄ひよう々ひようとした雰囲気も薄れ、強こわ張ばった顔に辛うじて笑みを浮かべて朝あさ人とは言う。

「不意の反撃には慣れてないようだな。詰めが甘すぎる」

「……肝に銘じておくよ。本当に油断できないな、紅蓮は」

「ああ。今までのペナルティだと思え。これに懲りたら、無む暗やみに近づいてくるな」

　抱き寄せた腕を離してやると、慌てたように距離をとる朝人。

　そんな様子にクスリともせず、紅蓮は乱暴に後ろを振り返った。

「聖せい上じよう院いん。希望通りにしてみたが、うまく撮れたか？」

「──……資料として、撮影した。それが……──？」












「よし。朝あさ人と、学内ＳＮＳに投稿しろ。文章は任せる、適当にやってくれ」

　つい先ほど、クオリアに入り込んだ直後に聞かされた噂うわさ話ばなし。

　やたらと近い朝人との関係をあることないこと書きたてている、学内ＳＮＳの裏面！

　無言のまま姫ひめ狐こはデバイスを操作し、画像をチームに共有する。

　液晶画面に表示された映像──絶妙な角度によってお姫様のように抱きしめられ、唇を奪われそうになっている朝人と、耽たん美びに相手を見つめる紅ぐ蓮れんの写真は、生徒会側とは違う意味で人を惹ひきつける魅力を放っていた。

「まさか……最初から、そのつもりでしたの!?」

「意味もなくこんなことするわけないだろ。朝人がモテるのは知ってた。学内ＳＮＳにはコイツのファンクラブまである。そんでもって不本意だが俺との組み合わせで変な妄想をしてる連中もいた」

「だからって、それで《イイネ》を伸ばせるんですの？」

「これまで朝人を邪険に扱っていた俺から仕掛けた──ってのは、意外性があるだろ？　楠くすの木きのエロ写真よりは話題になるはずだ」

「……何だか、とてつもなく複雑な気分ですわ……」

　いくら目立たないとはいえ、学園の絶対支配者である生徒会長の弟であり、序列も中堅。決して低くはない上に、顔は並大抵の芸能人より整っているのだから、モテるのは当然。

　それでいて大きなスキャンダル──浮いた話ひとつない朝人だ。今の光景は中継されており、学内ＳＮＳのタイムラインを覗のぞけばすでに無数の反応が現れている。

『ちょ……これ。何、まって。……ふぉ～……ふぅ、ふおおおおお────……!?』

『リアル絡み……すき……尊い……』

『何これ……なに、これ……死ぬ、死んじゃう……!!』

『朝人きゅんがあああ!!　でも……でも、紅蓮きゅんとならＯＫです!!』

　黄色い声の投稿が次々と流れていく。

　いい反応ばかりではなく、当然否定も多いが、楓かえでのそれに比べれば賛否両論、特に女子を中心に擁よう護ごする意見が多かった。

「最初から僕を利用するつもりだったのかい？」

　そんなＳＮＳの阿あ鼻び叫きよう喚かんを見ながら訊たずねてくる朝人に、紅蓮は素っ気なく答える。

「俺自身も犠牲を払う。正直あれが拡散されたあと、可か憐れんに会うのが怖い。注意しろよ、刺さされる可能性は高いぞ。防弾チョッキくらい買った方がいいかもしれん」

「遊戯が終わったら、お急ぎ便で発注するよ。……ふふっ」

　笑いながら、朝人は送られてきた画像にテキストを打ち込み、投稿する。

　待ってましたと言わんばかりに、ふたたびデバイスが振動する。《イイネ》の通知が、罵ば詈り雑ぞう言ごんや擁護の渦巻く、ＳＮＳを介した亡霊達の絶叫が響き渡ったその中で。

「本気だね、紅ぐ蓮れん。……本当の意味でなりふりかまわずに、勝つつもりなんだ？」

「当然だ。俺にとって遊戯ゲームは戦争。殺すつもりでここに立っている」

「君がそんなふうに変わったのは、やっぱり妹の──可か憐れんさんのピンチのせいかな？」

「だったら、どうなんだ？」

「ちょっと、うらやましいかな」

「うらやましい……？」

　意外な言葉に、紅蓮が疑問をぶつけると。

「そういうふうにお互いを想おもい合あうなんて、僕と兄さんには絶対ありえない関係だし──。必死になった今の表情は、すごく恰かつ好こういいって思ったから……ね」

　……どういう意味だ、と紅蓮が問いただす気も失うせるほど。

　いい笑みを浮かべて言った朝あさ人とを、ふたたびパシャリと姫ひめ狐こが撮ってからしばらく後。




『──投稿より十分経過。黒の陣営チーム・ノワール、集計結果発表』




　揺れ続けるデバイス、通知を伝え続ける着信音のただ中で。

　機械音声と共に、額縁から身を乗り出した貴婦人の肖像画が、そう告げた。

　仮想空間の空中を無数の『弾幕』──学内ＳＮＳから抜粋したらしきコメントが流れていき、壁から壁へ部屋を横断しては消えていき、カウントダウンが進んでいく。

　１５００……１６００……１７００……１８００……１９００……！




『最終獲得数──１９５１《イイネ》にて終了します』




「まー、こんなもんっしょ？　にひひー☆　みんな、ありがと～っ♪」

　勝利を確信したかのように、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らが空中を泳ぎ回る『弾幕』に向けて手を振る。

　流れていく無数のコメントは、水槽を泳ぐ魚のようだ。ＶＲ空間ならではの立体映像が彼女のアバターを突き抜けては消え、きらきらとアイドル声優を輝きで彩る。

　全校生徒の注目が集まるこの場をあたかも己がステージのように飾る満面の笑みは、次の瞬間、慌てたような大おお星ほしの声によって硬く強こわ張ばった。

「……おい、由良っチ。デバイス！　……デバイス見ろや!?」

「は？」

　…………────。

「はあああああああああああああああああああああああああ!?」

　タイムラインに目を落とした瞬間、アイドル声優の仮面が、吹き飛んだ。

『──喰くわれる覚悟は、できてるんだろうな？』

　紅ぐ蓮れんの台詞せりふをそのまま切り取った動画ファイル。

　音声ではない、ほんの数秒の録画。しかし、囚とらわれた朝あさ人との驚き、切ない表情。そして獲物を捕らえたばかりの肉食獣めいた紅蓮の睨にらみと、何よりもその『声』に由ゆ良らは驚く。

　渋みを帯びたキリッとした声質、素人特有の抑揚なさや棒読みの気配などない、真実としか思えない実感のこもったそれは、その趣味がなくとも誤解しそうな……!!




『何このイケボ!?　ちょ、待って！　孕はらむ!!　耳からトキメキ孕んじゃうのおおおっ!!』

『ありがとうございますありがとうございますありがとうございますありがとうご……』

『デキてるよねコレ絶対デキてるよねコレもうああ公式が強い──!!』




　そんな女子の叫び声がすさまじい弾幕となって、朝人のアカウントに殺到していた。

「やってくれるじゃない……グレちん。最初っからそのつもりだったワケ……!?」

　学内ＳＮＳの阿あ鼻び叫きよう喚かん、震えっぱなしのデバイスを睨み、由ゆ留る木ぎ由良は呻うめく。

　ネット媒体の動画でアクセスを稼ぐには最適といわれる再生時間が存在する。

　動画サイトであれば五分から十分前後、短時間チラ見が基本の学内ＳＮＳであれば──それこそ秒単位で強いインパクトを残すネタ動画。そして、何よりも……！

『声』という、由留木由良のアイデンティティに真っ向から挑戦する大胆さ。

　学園の注目がすべて集まったタイミングに、極めてクオリティの高い『爆弾』を投下。方向性から賛否両論、男子には拒否感、一部の女子は熱狂するこの仕掛けは。

「さあ、騒げ。この爆弾は、何度でも弾ける」

　動画の内容は完かん璧ぺきな女性向け──男性受けを拒否したかのような代物だ。

　しかし、今回はそれが武器になる。ズラリと秒単位で伸びていくコメント通知欄では、内容に反発する男子生徒の『叩たたき』と、それに反発する女子の叫びが激突して、ますますヒートアップしていき、タイムラインのトップを独占して動かない。

「はわわわわ……何かすごい悪口を書き込まれてますけど、いいんですか!?」

「放ほうっておけ、有う象ぞう無む象ぞうの亡霊如ごときに何を言われようがどうでもいい。……俺と朝人の妙なつながりは、前からウォッチされてたらしいからな。その流れで火がついたんだろう」

「……良く言えば静かなブーム、悪く言えば炎上寸前。準備は、整っていた──」

　慌てふためく桃もも花かに紅蓮が答え、動画を撮り、仕掛け人を務めた姫ひめ狐こがうなずく。

　注目される要素は揃そろっていた。だからこその炎上、話題が話題を呼ぶスパイラル……！

「９００……１０００……残り時間五分、まだ伸びる。発信力、拡散力の少なさをコレで補おうってわけなんだ。やるね、ほんと……。だけどね、グレちん。このあたりが限界だよ☆」

　ちろり、と小悪魔のように、由留木由良は舌を伸ばして紅蓮に告げる。

「全２６８７《イイネ》のうち、生徒会が確保したのは１９５１──。《イイネ》をつけなかった７３６人は、生徒会メンバーの脱落を期待した大穴狙ねらいってとこかな？」

「そんなところだろうな。俺が勝てば生徒会メンバーは脱落、何もしなくてもタナボタで序列が一気に繰り上がる。逆に俺が負けても、序列には何の動きもないからな」

「そそっ♪　その人達の支援とイケボでちょっと《イイネ》を稼いだとしても……」

　かわいらしく小首をかしげ、由ゆ良らは余裕を見せつけるかのように微笑ほほえんだ。

「仮に浮動票をひとり残らず取り込んだとしても……由良のファン、１０００人の壁があるかぎり、グレちんの負けは確定だよね☆」

　それはシンプルな計算式だ。

　学内ＳＮＳの投票資格者２６８７名から、由良のファン１０００人を引けば１６８７──。

　たとえファン以外の全員を取り込んだとしても、生徒会の１９５１を上回ることはない！




　だが──その由良の読みは、一分後には否定された。




　──１５００……１６００……１７００……１８００……!!




「お、おい。ちょっ……ヤバくねえか!?　追いつくぞ、コレ!?」

「伸び率が止まらん。いくら炎上しているとはいえ、この勢いは……！」

　由良の読んだ１６８７の壁をやすやすと超える推移に、大おお星ほしと佐さ賀か臣とみが困惑の声を上げる。

「うそ!?　うそうそうそうそうそうそ……──うそおおおおおっ!?」

　デバイスをつかみ、信じられないものを見る顔で由良が叫ぶ。

　伸び続ける数字──それは鉄壁と考えていた由良のフォロワー、それも厳選されたコア層、１０００人の支持者を、外部と遮断されたこの電子空間から、切り崩されたことを意味する……！

「あ、ありえない……！　この短時間に、どうやって!?　だいたい、クオリアにアクセスしてる間、外部と連絡はとれないはず……！　この学内ＳＮＳだって投稿は一回限りで、あとはメッセージ機能も何もかもロックされてるのに、百人単位で切り崩しとか!!」

　由良は弾はじかれたように、自らの仲間──佐賀臣仁じんに助けを求める。

　液晶画面の光に眼鏡めがねを反射させながら、生徒会書記は冷静に状況を把握して。

「クオリアのセキュリティは絶対だ。内部から外部への工作は不可能と断定していい」

「なら、どうやったし!?　ありえなくない!?」

　それは、あたかも密室犯罪。

　監かん獄ごくに囚とらわれた者が外の人間を殺害するに等しい不可能を可能にした、トリック。

「言ったはずだぜ。今の俺はお前らを殺すためなら何でもする。たとえ自分に禁じていた悪あしき行いだろうと、躊ちゆう躇ちよなどしない」

　紅ぐ蓮れんの『眼め』が煌こう々こうと輝く。その『眼』が視みているのはこの場の人間ではない。

「遊戯に赴おもむく前、観客席にいるあいつの姿を視させてもらった。お互いにサインなんか、必要ない。あいつの感情はたしかに視えたよ──自分にできることで俺達を助けたい……ってな」

「あ……!?」

　紅蓮のそのつぶやきが示唆した事実に気づき、由ゆ良らの脳に電流が走る。

　この場におらず、学内ＳＮＳの切り崩し工作が可能な人物。指示など必要なく、紅蓮の勝利のために力を尽くすことが確定している人物の存在を、思い出したのだ。

　敗北の衝撃に打ちのめされ、当分再起不能と思われていた。だからこそ、紅蓮をのぞく全員がその存在を知りながら、見落としていた！




「……砕さい城じよう、可か憐れん……っ!?」




　愕がく然ぜんと答えを口にした由良に、紅蓮はうなずくことさえせず──。

　ただ、今もこの様子を見ているであろう妹に向け、微笑ほほえんだ。
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　──【イイネ稼ぎゲーム】の詳細発表直後、砕城可憐は動き出した。

「情報提供と拡散協力、ありがとうございます、佐さ々さ木きさん。──お礼はいずれ」

『いえいえ、紅蓮様には大変お世話になりましたから……佐々木です！』

　観客の詰めかけたクオリアの観客席、エアポケットのように開いた左右の席に、急きょ調達したタブレット型ＰＣを一台ずつ置き、スマートデバイスと並行して操作。

　協力者と通話しながら、素早い指捌さばきで文字を入力。

　完成した文面を学内ＳＮＳのダイレクトメッセージとして一斉に送信する。

　主に狙ねらうのは最大の敵、由ゆ留る木ぎ由良のフォロワー達。単なる金や恩のつながりではなく純粋なファンも多く、結束は固かったが──それを崩す突破口を、可憐は見み出いだしていた。

「どれほどのファンであろうと、お兄様を愛する私の想おもいを上回るほどではありません。中には、条件次第で寝返る者もいる……ふふっ。偽物の愛とは、滑こつ稽けいですね♪」

　提示した条件はシンプルだ。

　一分以内に紅蓮の投稿に《イイネ》をつければ即２万ＧＰを支払う。

　二分なら半額、１万ＧＰ。三分なら５０００ＧＰ。三分を超えて動かなければ……！

『どれほど時間がかかろうと潰つぶしてみせます。即座に遊戯を挑み、学籍を奪うまで決して手を緩めはしません。──破滅と報酬、どちらを取りますか？』

『両方に《イイネ》をつけるだけです。裏切りにはなりません。さあ、決断を──！』

　飴あめと鞭むち、金と暴力の効果は絶大で、かなりの人数を切り崩すことに成功していた。

　当たり前と言えば当たり前だ。いくらファンとして忠誠心を抱いていたとしても、己が身に危険が及んでまでそれを貫ける者はそういない。

『本当に遊戯を挑むおつもりですか？　百人単位で拒否者がいますけど……佐さ々さ木きです』

「まさか。お兄様を救うことができれば、それでいいのです。逆らった罰として一人ずつ狙ねらってもかまいませんが、脅おどしだけで充分でしょう」

『……可か憐れんさまなら本気でやりかねないですしね……あ、佐々木です』

「時間があればやりますよ？　当然です。記録はつけてありますから、絶対忘れません」

『だと思いました。怖すぎます、絶対敵に回せません……佐々木です』

「ところで佐々木さん、さっきからなぜご自分の名前を連呼しているのですか？　キャラ付けの一環なら、少々寒い気がしますが」

『昔を知ってる人に会うと、ほぼ呼び名が『机ちゃん』一択だからですよ！　いい加減に忘れたいので、せめて佐々木という苗みよう字じだけでも今日は覚えて帰ってほしくて』

「……駆け出しの芸人ですか、あなたは」

　いささか呆あきれて可憐が言うと、通話相手の元隷徒、佐々木は「えへへ」と笑った。

　紅ぐ蓮れんが転入したばかりの時、成り行きから打ち破った元生徒会メンバー、時とき任とうミミ。

　彼女の『机』として虐しいたげられてきたのが、この佐々木という女生徒だった。

　時任ミミ失脚後、隷徒達は数多あまたの資産とともにすべて紅蓮のものとなり、その後可憐に譲られたが、即座に解雇された。

　何人かは退学を選んだものの、なお学園に残ることを選んだ者は新たな主人を選び、今もあちこちに散らばっていて──可憐が声をかけたのは、そうした者達だった。

「……本来、あのような画像を拡散するのは不本意極まりないのですが……!!　まったく、兄弟揃そろって追尾粘着型男色ストーカーとか、どれだけ業を背負って生まれたのかと！」

『正直に言います。超ドキドキ、仕事抜きで拡散したくなりました……佐々木です！』

「くっ……止められないのが腹立たしい。ああ、お兄様……。お兄様のイメージが汚されていくのに、ただ見ていることしかできないなんて……!!」

　隷徒達は今回の遊戯の投票権こそないが、学内ＳＮＳのアカウントは持っている。

　彼らに紅蓮×朝あさ人との投稿動画を拡散させ、さらに投票権を持っている主人と交渉して、時に脅し、時に買収してひとつでも多くの《イイネ》をかき集めた。

　通話しながらも可憐の指は別の生き物のように、百人単位の相手にメッセージを送り、今も交渉をまとめつづけている。

　その成果は、着実に増える数字に表れていた。

「メッセージの拡散や送信の手伝いを頼めたおかげで助かりました。時とき任とう先輩の机として活躍していただけのことはありますね。文房具として優秀です」

『ほめてないですよねそれ!?　かなりＧＰは使っちゃってますけど……』

「勝利を購あがなえるのならいくらかかってもかまいません。報酬も弾みます。今の動向は？」

『女子はかなり好意的ですね。そのかわり男子の反発は強くて、学内ＳＮＳとか掲示板のあちこちでぶつかってる感じです。これ、完かん璧ぺきに炎上してますよ!?』

「そこもお兄様の計算のうちでしょう。生徒会は男性向け、お兄様は女性向けの内容を投稿することで、問題の焦点をすり替えたんです」

　生徒会側が由ゆ留る木ぎ由ゆ良らのネームバリューを利用せず、シンプルに支援を訴えていたら、この図式にはならなかっただろう。男性対女性、男と女、萌もえと耽たん美び──！

『はあ!?　これだから女は（笑）。フラヴィア様のブラチラに敵かなうと思ってんの!?』

『男子サイテー!!　そういういやらしい目でしか見られないんだ!?』

『ふたりは通じ合ってるの!!　愛だもん、愛!!　男の醜みにくい欲望とは違うんですー！』

『何それ意味わかんねーよ！　由良たん由良たん由良たん、負けんなあああ！』

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのタイムライン、伸び続ける罵ば詈り雑ぞう言ごん。

　そんな地獄を眺めながら、可か憐れんは冷静に場の情勢を観察する。

「生徒会のやり方は、アドバンテージを利用しただけの安易な手でした。固定票と男性の浮動票をつかめば勝てるという計算は、間違ってはいませんでしたが──」

　──紅ぐ蓮れんは同じ路線で勝負せず、訴える相手を真逆に変えた。

　楓かえでのやり方では、たとえ全裸になろうとも無意味。

　同じ男性に訴えるやり方では、相手と同じ票を食い合うだけだ。それではもともと地盤を持っている相手に勝てるはずがない。

　だから、こそ──

「あれは、それを読んだ上での苦く渋じゆうの選択なのです。ですから、絶対にお兄様がそのような趣味であるというわけではありません。いいですね、そこ大事ですよ!?」

『そんなこと言われても、私キュンキュンするとしか……！　佐さ々さ木き、ときめきます！』

「あれは演技です!!　お兄様を穢けがれた眼めで見ることは、妹たる私が許しませんよ!?」

『はううう……！　す、すいませんすいません、失礼しま～すっ!!　佐々木でしたっ!!』

　悲鳴じみた挨あい拶さつを最後に通話が切れ、可憐は震えるデバイスを眺める。

　強制的に戦場から引き離されてしまった自分にできること。

　どんな手を使ってでも《イイネ》を増やし、兄の戦いを１％でも有利にする！

「……もう、泣きません。逃げません。見ていてください……お兄様！」

　同じ戦場に立つことはできなくとも、兄の勝利を信じて。

　すべての困難をねじ伏せ、その逞たくましい腕で自分を抱き寄せてくれる瞬間を夢見て。

　自分を責めるのも、空想に逃げるのもやめて。

　──可か憐れんは、ただひたすらデバイスを操り続けた。
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　残り時間、あと一分。

　……１８９１……１８９２……１８９３……！

　小刻みに増え続ける《イイネ》をデバイスで確認しながら、紅ぐ蓮れんは敵方を見渡した。

「お前達は学園の頂点、君臨する勝者。個人的な人気も圧倒的で、誰もがひと声かければひれ伏す権力者だ──ここ最近、挑んでくる奴やつもいなかったんだろ？」

　勝利は毒だ。

　勝ち続ければ敗北の恐怖は薄れ、驕おごりが顔を覗のぞかせる。

　絶対に優位な状況、圧倒的なアドバンテージを持つからこそ、考えなしの手を打つ。

「あの若白髪しらが──白しろ王おう子じ透とう夜やが退屈するわけだ。ネームバリューに頼るなんて、真っ先に思いつく安易な戦略を採用し、さらに上を目指す工夫や努力を怠おこたった」

「……くっ……!!」

「可憐の件もそうだ。あいつが盤外戦術に走るなんて、ちょっと考えなくてもわかること。──まさか、何の手も打ってこないとは思わなかった」

　生徒会メンバーの男性陣が、鋭するどい眼めで睨にらみつけてくる。

　その敵意を正面から受け止めながら、紅蓮は悪魔のように──ククク、と笑った。

「勝てると思ってたんだろ？　地位は盤石、遥はるかな高みにいる自分達は絶対強者、何者もそこには至れない……ってな。馬鹿な奴らだ。そこは逆風のただ中だってのに」

「逆風……？」

　眉をひそめる由ゆ良らに紅蓮は言う。

「──人は裏切るもんだ」

　裏切ることによって得られる利益が、裏切らないことにより得られる利益を上回れば。

　よほど義理堅い一部小数を除けば確実に掌てのひらを返すだろう。それも、個人の責任を追及されることのない、集団ゲームの場なら──罪悪感も後の憂うれいもなく、掌を返すのだ。

　順風満帆、絶対強者のポジションを確保した『勝者』が忘れがちな視点──！

「お前達は学園の頂点、Ｓランクを占有する生徒会メンバー。負ければお前達はすべてのＧＰを失う──そうなれば生徒会のポストも空き、序列が一気に五つ上がることになる」

　もし紅蓮が負けてもノーリスクだ。紅蓮はＦランク最底辺、序列は一切動かない。

　外の世界なら、目端が利かない者もいるだろう。だがここは獅し子し王おう学園だ。その程度の計算もできない輩やからが生き残れるほど、温ぬるくない。

（これが外部サイト、あたりまえの一般人がいくらでもいるＳＮＳでならこうはいかない。圧倒的な百万単位のフォロワーに蹂じゆう躙りんされておしまいだったろうが……）

　閉鎖された学内ＳＮＳ、《イイネ》ひとつに利害が絡む環境では──知らず、生徒会には巨大な逆風が吹き、紅ぐ蓮れんには追い風となっている。

「肯定ポジテイブ。しっと……うらみ、にくしみ。きたない風が、吹いてる」

　紅蓮の指摘に、水みず葉はもまたケモノの笑みを浮かべて答えた。

「──油断した。甘く見た。アイドルの知名度とか、教祖さまの人徳、えっちな写真で、正攻法で勝ちを狙ねらった。本当の敵は紅蓮さまじゃなく、この学園の『空気』──」

「そう。強者を潰つぶし、弱者を踏みつけ、少しでも上に行こうとする、学園そのものの欲望。忘れるなよ生徒会。お前達は──狙われる側の存在だ、ってことをな」

　完かん璧ぺきなタイミングで言葉がつながる。

　言葉を失う生徒会メンバーの背後と前、水葉と紅蓮がサンドイッチのように挟んで立ち、口々にそう続ける姿は、あたかも──。

「……まるで、可か憐れんさんのよう……」

　思わずこぼれた楓かえでの言葉に、水葉は唇をとがらせる。

「あんなできそこないと、一緒にしないで？　わたしのほうが……紅蓮さまのこころも、カラダも、ぜんぶ、ぜんぶわかってる」

「理解しながら逆風に煽あおられた仲間に手を伸ばさなかった、か。そいつは戦犯と呼ばれる失態だと思うがな、水葉」

「だってこんなのどうでもいいし。……早く次、いこっ？　わたし達が本気で戦える、ガチガチバチバチやりあえる、そんな遊戯を、早く、早くぅ……♪」

　悶もだえるように身をくねらせてねだる水葉の蕩とろけた表情を冷たく見下ろし。

「おあずけだ。……生徒会の実力がこの程度なら、そう待つこともないだろうしな」

　紅蓮は手にしたデバイスのイイネ数と、残された時間を確認して──。




『黒の陣営チーム・ノワール、最終獲得数１９５１《イイネ》──』

『赤の陣営チーム・ルージユ、最終獲得数１９６６《イイネ》──』

『──赤の陣営の勝利で、前ぜん哨しよう戦せん【イイネ稼ぎゲーム】を終了いたします──』




　アナウンスが流れた瞬間、予想外の敗北に呆ぼう然ぜんと佇たたずむ生徒会役員達を振り返り紅蓮は、

「死ぬ気で来いよ、生徒会」

　吐き捨てるように、そう言った。
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　──遊戯終了と共に、館やかたに沈黙が戻る。

　亡者達の囁ささやき、学内ＳＮＳの中継は停止され、デバイスに表示されていたアプリも消えて閲覧不可となる。外部から情報を得られないように、という事だろう。

『それでは探索資金を提供いたします。これは獅し子し王おう学園当局より参加者に貸し付けられ、遊戯終了時に返済せねばならない現実の通貨、リアルマネーです』

『計算式は《イイネ》獲得数を十の位で四捨五入×10万円。リーダー役のデバイスに振り込み、そちらからメンバーに手持ち資金を自由に振り分けることができます』

『これは各探索者達の生命通貨、ライフポイントとして機能いたしますので──どうぞ不満のない割り振りを行ってください。相談時間十分の後、通路封鎖を解放します』

　ボッ……!!

　最後の言葉と共に、不気味な貴婦人の肖像が燃え上がる。

　蒼あおい炎に包まれる絵画を前に、デバイスにそれぞれの金額が振り込まれる。

　鬼火のようなその中に、『09：59』の数字が浮かび、遊戯開始の時間がカウントされる中、メインホールに満ちる張りつめた空気が、甲高い叫びによってぶち壊される。

「……く[image: ][image: ][image: ]や[image: ][image: ][image: ][image: ]し[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　由ゆ良らちゃん、激オコ[image: ][image: ]っ!!」

　勝負の結果を目の当たりにしてしばらくの間。

　顔を真っ白にして目を見開き、口元はゆるく半開き──

　ＦＸですべてを溶かしたような顔になっていた由ゆ留る木ぎ由良が、爆発した。

「ふざけんなし!?　わぁいイケメン、イケメン大好きー☆　みたいな夢女子ばっかなの、ここ!?　由良ちんとフラたんの絡みが男子以下ってどうよ!?　納得いかな～い!!」

「落ち着け、由留木。敗北と言っても、この計算方式なら実害はない」

　デバイスを手に、振り込まれた金額を確認していた佐さ賀か臣とみ仁じんが数字を指す。

「どちらも２億円スタート。条件は同じ。正直、この遊戯にかかっている金額に比べれば些さ末まつな数字だ」

　勝ち負けは便宜上のものでしかない。

　実質勝者と敗者の差はゼロ、文字通りただの前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない。

　が──。

「マジで言ってるわけじゃねえだろ、仁クンよお？　事なかれでなあなあにしてイイッてもんじゃねえだろ。負けていいバトルなんざねえ。金も立場もかかった大勝負やってんだぜ、俺らァよ!!」

　ガンッ!!

　靴底で激しく床を踏みにじり、大おお星ほしは唸うなる。

「わめくな、野や蛮ばん人じんが。チーム戦において和を乱す発言など愚の骨頂だぞ」

「ああそうさ、和は大切だよなァ。だがよォ、だったらハッキリさせとくべきだろうよ」

「何が言いたい？」

「──今回の敗北、由ゆ良らっチに責任はねえさ。任せたのはオレ達だ」

「それを理解しているならば吼ほえる理由はないだろう」

「寝ね惚ぼけてんじゃねーぞクソが。清算しなきゃなんねえ重大事があるだろうが！」

　乱暴な態度、粗野な物腰のままに大星大たい成せいは仲間の一人に指を向ける。

「おい、御み嶽たけ原ばらァ。今は同じチーム、一いち蓮れん托たく生しようなんだぜ。ッたら、ちっとくらい協力してもいいんじゃねえのか、てめェ？　わかってたんだろ？　紅ぐ蓮れんの野郎が何かを仕掛けてくることも、オレらに驕おごりがあったことも！　なら言えよ！　ちゃんとよォ！」

「……なんで？」

　生徒会役員の穴を見抜きながら指摘しなかったことを責められ、水みず葉はは首をかしげる。

「わたしは、紅蓮さまと楽しみたいだけ。──みんなは、ただのオマケ。どうだっていい、ただのゴミ。知ったことじゃないんだよ？」

「……イカれてやがる。これなら遊戯の腕前はともかく、静しず火かのヤツを連れてきたほうが百倍マシだったんじゃねえか？　団体戦に向いてなさすぎだぜ……」

「確かにお前の罪は重いな、御嶽原。これは我々全員のＧＰと権利すべてを賭かけた勝負だ。御嶽原水葉、お前だけの勝負なら放ほうっておくところだが──今後は、協力してもらうぞ」

「……ぷー」

「子供か、貴様は……」

　頬ほおをふくらませる水葉に、額ひたいに指をあてて大おお袈げ裟さに首を振りながら佐さ賀か臣とみが言う。

　そんな生徒会メンバーの状況を遠目に見ながら、紅蓮は冷たく思考していた。

（──見せてるな）

　ＶＲ空間のアバターはかなり精密に表情や仕草を再現するが、それでも完全ではない。

　故に細かな表情や肉体の変化で心理状態を『読む』ようなテクニックは使いにくいし、紅蓮の『眼め』も多少は精度が落ちる。だがそれでも彼らの心の中身は色となってぼんやりと浮かび上がっていて、紅蓮には彼らの真意が読み取れた。

「生徒会も一枚岩ではないようですわね。その不和を突けば、勝ちの可能性は……！」

「あるかもしれんが、あれは擬態だ。鵜う呑のみにしないほうがいい」

「ふえっ!?　でも、あれ……そうなんですか？」

　意気込む楓かえでをたしなめたとき、桃もも花かがおずおずと生徒会チームを指す。

　悔しげに涙ぐむ由良、あからさまにムカついた表情の大星、呆あきれ顔がおの佐賀臣、まったく聞く耳もたない水葉と、我関せずとばかりに一歩離れて見守るフラヴィア。

　──紅ぐ蓮れんには判わかる。

「あいつらの指を見ろ。デバイスに触れてる、フリック操作でメッセージを送ってるんだ。このデバイスは通話とチャットの両方ができるからな。──表向きは内輪モメを演出してこっちの油断を誘いながら、裏で資金分配や今後の話を詰めてるんだろう」

「……ＶＲの操作感覚でそんな真ま似ねができるんですの!?」

「お前には無理だ、真似するな。クオリアに数えきれないほどログインして、感覚を完かん璧ぺきに慣らさないとあれほど精密な作業はできない」

　だが獅し子し王おう学園生徒会のメンバーならそれができると紅蓮は確信している。彼らにそれだけの実力があると評価していると言い換えてもいい。

　馴なれ合あいじみたトークは、対戦相手である紅蓮に向けたポーズ。焦り、チームワークに隙すきがあると見せかけるための、ささやかな布石だ。ほとんど制御不能の水みず葉はは天然かもしれないが、他のメンバーにはその程度の腹芸はお手のものだろう。

（有効な作戦だ。……わかっちゃいても、同じことはできないがな）

　あちらに比べて、制御不能な上にド素人でド天然の桃もも花か、若干中途半端な楓かえで、協力関係にあるものの胡う散さん臭くさい、白しろ王おう子じ朝あさ人とや聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。……チームワーク？　何それ。

　──だからこそ。

「資金は２億、か。──異論がなければ、こう分ける。いいか？」

　砕さい城じよう紅蓮に１億円。

　楠くすの木き楓、聖上院姫狐に、３０００万円。

　桃もも貝がい桃花、白王子朝人に、２０００万円──。

「リーダーの紅蓮が多く持つのは当然として──ずいぶん均等な分け方だね？」

「序列を基準に考えるなら、聖上院やお前に多く配分するところだろうがな」

「僕らがまだ信用できない、ってことかな？　少し悲しいな、それは」

「いや、この遊戯に乗った時点で一いち蓮れん托たく生しようだ、いちいち疑うような面倒な真似はしない。シンプルに、コンビごとに５０００万割り振っただけだ。公平にな」

　デバイスに表示された数値を眺めてしょげた様子の朝人に、紅蓮は素っ気なく答えた。

「……に、にせんまんえん……にせんまんえん……ええと、スーパーで売ってるバナナがひとふさ１００円でしたから、に、にじゅうまんバナナですよ、にじゅーまんっ!?」

「理解の方式がショボいですわね……。兆単位の現金が動く勝負の場に出ながら、たかが２０００万円で何を言っていますの。落ち着きなさい、桃貝さん」

「そんなこと言いましても楓さん。大金は大金ですよー!?　桃花的にはこのお金、東北のお母さんに送りたい気分でいっぱいです。来年の作付がよくなります！」

「ああもう、無駄に地に足のついた農民思考……。何から何まで遊戯者に向いていませんわね、貴方あなた!?」

　目を離した隙すきにいつもの漫才をくりひろげている桃もも花かと楓かえでを親指で指し──。

「……味方がアレだからな。信用するしないにかかわらず、最初から誰にも期待はしてないんだ」

「それなら、紅ぐ蓮れんが彼女達の分も持っていたほうがいい気がするけど？」

「それも考えた。が、あいつらはあれはあれで面白い。ふたり合計５０００万、渡しておけば何かしら状況を動かしてくれるかもしれん」

「なるほどね。それだけの信頼がある──と同時に、マークされている自分のかわりに、彼女達に役割を果たしてもらう時がくる。そう判断してる、ってことかな？」

「不器用でも、三本めの手が必要な時はあるからな。それだけだ」

　ともあれ異論があろうはずもなく。

　生命ともいえる金の割り振りを終え、各自のデバイスに振り込む。

　入金が確認され、デバイスの管理アプリにそれぞれの残高が表示されると──。

「──相互通知？」

　あちらも設定を終えたのだろう。

　ロビーの反対側、声の届かない位置にまで移動していた生徒会チームの割り振り金額がデバイスに表示される。このゲーム専用に作られたのだろうインターフェイスには、即興でクオリアが作ったとおぼしき、デフォルメされた各自の顔が現れていた。

（水みず葉はに１億円。大将だ、これは当然手堅く固めてきたな。佐さ賀か臣とみ仁じんに２０００万円は、ほぼ最低限。ここまではわかる。が……！）

　大おお星ほし大たい成せい──５０００万円。

　由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら──２９９０万円。

　フラヴィア・デル・テスタ──10万円！

（……どういうことだ？　生徒会の序列２位に、10万円だけ？）

　遊戯中にどんな仕掛けがあるのかわからないが、それにしても安すぎる。

　まさか序列２位、順位だけで言うなら水葉すら凌りよう駕がする位置に立つフラヴィアの扱いがこれとは、合理的に考えればおかしすぎる。何らかの意図があるとしか思えない。

（それだけで充分、という自信の表れ──その分を大星に集めて先せん鋒ぽう役にするつもりか？　役割分担という意味では理解できるが、ほぼひとり遊ばせるだけになる……）

　何らかの意図があるのは明白で、それだけに仲間達はそれぞれ思案を巡らせる。

「序列２位をほぼ無力化、明確な弱点を作ってまで大星大成を前に出すなんて……随分と思いきった真ま似ねをしますのね」

「よくわかりませんけど、あの人達の中では一番強そうですよね。暴力的な意味で」

　桃花の素朴な発言に、朝あさ人とがくっくっと笑う。

「見た目はああだけど、彼は日銀総裁の御おん曹ぞう子しだ。たぶん生徒会メンバーで最も経済面に強い人物だと思うよ。大金を預けるにはうってつけの人材、ではあるね」

「──油断、大敵……」

「紅ぐ蓮れんはどう思う？　君なら、生徒会の振り分けの意図。読めるんじゃない？」

　朝あさ人との呼びかけに、紅蓮は黙ったまま首を振るだけだった。

　計算が立っていないわけではない。直感を超えた感覚が──共感覚モードの閃ひらめきはすべてを見通し、意図の片へん鱗りんをつかんではいたが、まだ完全な形にはなっていない。

「今は何を言っても無駄だ。パズルのピースがすべて揃そろった時、答え合わせをしよう」

「名探偵、皆を集めてさてと言い──か。楽しみにしてるよ、紅蓮」

「ああ。楽しませてやるさ。楠くすの木き、ちゃんと服は着たか？　ポリゴンだから風邪はひかないと思うが、いつまでも裸みたいな恰かつ好こうをしてると痴女にしか見えんぞ」

「し、失敬な！　いつまでも肌を晒さらしておくほどハレンチではありませんわ！」

「ならよかった。──引き締めていけ。そろそろ、始まるぞ」

　貴婦人の絵画が燃える蒼あおい鬼火。

　カウントダウンに０が並び、ついにすべての準備時間が終わる。

　───ギリギリギリリ……ガコン!!

　歯車が軋きしむ音。古風な鎖くさりが巻き上げられ、呪のろわれた館やかたの仕掛けが動き始める。

『亡霊達による資金を手に──運命に挑め、探索者よ。広大な館には資金を賭かけた罠わなや遊戯の仕掛けが待ち受けている。それらをクリアし、真実に至る断片を見つけ──』

　これまでの機械音声とは異なる、芝居がかった口上。

　雰囲気作りのためだろう、わずかな振動と共に、外につながる玄関を除いて、大広間と応接間へ続くふたつの扉、そして二階への階段を塞ふさいでいた鉄格子が外れる。

　仕掛けが動き、床に隠されたわずかな隙すき間まに障害物が消えていく。

　現実としか思えない臨場感。足元からは靴越しに床が震える振動。仕掛けの錆さびた歯車が軋む音まで感じられる、究極レベルのＶＲが演出する仮想現実の中で──。




『ゴーメンガーストの亡霊館、その秘密を暴いて──脱出せよ!!』




　兆単位の資金と才能あふれる若者達の未来、あらゆる権利。

　そしてそのすべてに勝る、最愛の家族の笑顔を賭けた戦い──

　脱出ゲームゴーメンガーストがその幕を開ける。






●探索開始






　脱出ゲーム開始の合図が鳴り響いた直後。

「いって、きまーす」

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はが間延びした声からは信じられない小こ鹿じかの如ごとき俊足でロビーを駆け抜け螺ら旋せん階段を上っていく。

　クオリアシステムの仮想空間は、現実を忠実に再現する。

　接続した人間の身体能力は、現実のそれとほぼ同じだ。彼らの機敏さは本来それだけの運動能力を持っている証あかしだろう。

「おいコラ御嶽原！　テメエ何勝手に行動してんだ！」

「よせ、大おお星ほし。どうせ奴やつに首輪はつけられん。猛獣は自由にさせておけ」

「チッ……まあいいけどよ。チーム戦ってことわかってんのか、アイツは」

「まあまあ☆　チーム戦と言ったら相手の方がヤバげだし、大丈夫っしょ☆」

「ふ……それもそうだな」

　由ゆ留る木ぎ由ゆ良らの言葉に追つい随ずいするように、佐さ賀か臣とみ仁じんが眼鏡めがねを指で押し上げ嘲ちよう笑しようする。

「随分な面子メンツだな、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんよ」

「……何の話だ？」

「貴様の仲間の話だよ。戦争などと嘯うそぶいていたくせに、連れてきたのは聖せい上じよう院いん以外は寄せ集めの雑ざ魚こばかり。ＤランクとＦランク、果ては隷徒まで交ざっている」

「まあ、俺自身がＦランクだしな」

「自らそう称する貴様とは訳が違う。正真正銘、実力なき、ランク相応の者達だろう」

「ギャハハ！　そいつは確かになァ。桃もも貝がい桃もも花かは農家出身だっけか？　それも地方開発で潰つぶされる程度の田舎地主じゃあ話にならねーな」

　大星の言葉に桃花がむっと頬ほおをふくらませる。

「お父さんとお母さんが一生懸命守ってるお家うちを馬鹿にするんですかっ」

「ああ馬鹿にするぜ。現代の国の開発ってのはなァ、日本全体の利益が最大化するように考え抜かれてるんだよ。それに感情だけで抗あらがうのは計算できねェ馬鹿のすることだぜ」

「む、むぅ[image: ][image: ]！　感情で反発したらいけないなんて、そんなの横暴すぎますっ」

「もちろん遊戯で勝てば権利を守れるだろうよ。だがテメエなんかにできんのか？」

　セラミックのような白い歯を凶悪に覗のぞかせて、大星が言う。

「欄外！　圏外！　論外！　力も金も何もネエ、肥こえ溜だめで燻くすぶるクズの分際でよォ！」

「う……うぅ～！」

　むくれたまま、しかし言い返すこともできず桃花は涙目になる。

　そんな彼女をかばうように前に出たのは、楓かえでだった。

「言いすぎでしてよ。確かにこの子はお馬鹿でアホで救えませんが」

「楓かえでさんも随分ひどくないですか!?」

「それでも貴方あなたのような無粋で乱暴な男に好き放題言われる筋合いはありませんわ！」

「楓さーん……！」

　友人のために啖たん呵かを切る楓の姿に、桃もも花かは感涙した。

　しかしその勇気ある姿を、生徒会役員は一笑に付す。

「きゃはっ☆　クズのお仲間が何チョーシこいてんの？　さっきはグレちんに隙すきをつかれちったけど、何か勘違いしてない？　べつにアンタは何もしてないっしょ」

「な……ま、負け惜しみを！」

「クスクス。自分でもわかってるくせにぃ～☆」

　ダンスのステップじみた動きで楓に肉薄すると、由ゆ良らは細い指先で楓の顎あごを持ち上げる。

　くいと顔を寄せて、耳元で囁ささやきかけた。

「グレちんはアンタを守ってくれたワケじゃない。ただ、アンタの裸に価値がないから、勝負に勝つために合理的に動いただけ☆」

「う……それは、そうですが」

「つーまーりー。アンタは最初から信用されてない、数合わせでしかないってこと☆」

「そ……そんなことは……確かに実力不足は承知の上、それでも信頼は……あります！」

　楓は激しく拒絶した。

　由良の体を突き飛ばし、一歩、二歩と後ろに下がる。

「乱暴だなぁ。可愛かわいくないゾ☆」

　優れた体幹を発揮して体勢を整えると、由良はくるりと背中を向けて、首だけで楓の方を向き、チロリと桃色の舌を出した。

「由良ちんね、綺き麗れいな女、可愛い女が底辺に堕おちて、ドロッドロの汚い欲望にまみれる姿を見るのがだ～い好き☆　だから、ま、せいぜい愉たのしませてよ☆」

　それだけを言い残し、由良は立ち去った。

「では、行くか」

「私達も参りましょうか。──では、よしなに」

「おう。ま、頼むぜ、姐あねさんよ」

　佐さ賀か臣とみは応接室に、優雅に一礼したフラヴィアと大おお星ほしは、正面の扉から大広間へ進む。

　彼らの姿がその場から消えると、ポカンと大きく口をあけていた桃花が叫ぶ。

「い、行っちゃいましたよ紅ぐ蓮れんさま!?　桃花達も急いだ方が……！」

「落ち着け、桃もも貝がい。慌てても状況は変わらん」

「それはそうですけど……！　こちらも手分けして探したほうがいいのではっ!?」

「いや。俺達は全員で動く。──とりあえずは、な」

　はわわわわ、と慌てる桃もも花かをなだめ、紅ぐ蓮れんはロビーを俯ふ瞰かんした。

　移動できる行先は三つ、正面扉から大広間、右の扉から応接室、螺ら旋せん階段から二階だ。

　最初にどこを探索すべきか──。

「まだどんなギミックがあるかわからない。単独で脱出、進行不可能な仕掛けがあるかもしれないしな……。デバイスを全員に配布するくらいだ、連携が必要になることも予測できる」

「なるほど。それなら、ある程度固まっていた方がいいかもね」

　陣営を示す赤いスマートデバイスを弄もてあそびながら、朝あさ人とが深くうなずく。

「学内ＳＮＳは見られないけど、僕達の間での音声通話やグループチャットは普通に使える。連絡可能な状態にある……つまり、それが必要になる場面がある、ってことだね」

「そういうことだ。五人で１チームの編成にも何か意味があるはずだ。まずは焦らずに、状況を見定めることからはじめよう。行くぞ」





　＊






　紅蓮が選んだのはロビー右の応接室だった。

　鍵はかかっていない。佐さ賀か臣とみ仁じんが飛び込んでから数分経たったばかりのはずだが、美しく磨かれた銅のドアノブを引いた先には、どこにも眼鏡めがねの男の姿はなかった。

「誰もいないな。密室のはずだが、どこへ消えた？」

「窓はありますけど、嵌はめ殺ごろしですわね。……ひどい嵐、雨の音が聞こえてきます」

「仮想現実には見えないですねー……。わ、わわわっ!?」

　雷鳴が鳴り、精せい緻ちな彫刻が施された窓の向こうで稲光が閃ひらめく。

　いつのまにか降り始めた雨粒が窓ガラスを叩たたく音。薄暗い室内にたびたび光る雷光が、古びた館やかたの空気とあいまって、ホラーゲームめいた不気味さを加えていた。

　アンティークの家具が配置された応接室は、ヴィクトリア朝の黄金期を示すように演出されていた。暖かな炎で室内を暖める薪まきの暖炉、向かい合うように配置されたソファ。

　壁には無数の絵画が並び、作りつけの棚には主あるじの財力を示すように、見事な骨こつ灰ばい磁器のセットや工芸品が所狭しと飾られている。

　それらを桃花は好奇心たっぷりの目でまじまじと見つめて。

「おしゃれなカフェみたいなお部屋です。コーヒーひとつ、いくらでしょうか？」

「一杯２０００円以下、ということはありえませんわね」

「さすが楠くすの木き財閥の令嬢だね、楠木さん。審美眼は確かだ」

　棚に並んだ調度品を眺め、朝人が冷やかすように微笑ほほえんだ。

「デジタルコピーとはいえ、シリアルナンバーの振られたこれは美術的価値のある品だ。破壊不能に設定されてるから触れるとはいえ、本来なら博物館級の品物ばかりだよ」

「──……クオリアの中でなら、歴史上重要な施設でも自由に再現して弄いじれるのが強み。遊戯者達が集うコロッセオがその代表──本物の、完かん璧ぺきなコピーだから……」

　美術館をめぐるように、並んで壁の品々を調べていく朝あさ人とと姫ひめ狐こ。

　彼らに続いていた桃もも花かが間の抜けた声を漏らす。

「ふえ～……。じゃあ、このえっちな絵も高いんですか？」

「タイトルは『本物の貴婦人』──シリアルナンバーなし、無名の作品だね」

「他の作品に比べて、なんとなくお手頃価格って感じですけど……なんかこう胸がえっちにボーンですよ。楓かえでさん級のホルスタインですねっ」

「家畜を見る目で比べないでくださいまし!!　お乳は出ませんわよ!?」

　朝人の解説した絵に描かれた胸の谷間を指さして、頬ほおを赤らめた楓が叫ぶ。

　豪ごう奢しやなドレスを身につけた美しい貴婦人の描かれた絵画は、確かに色気たっぷりだ。

　えぐりこむように深く開かれた胸元から肉感的な谷間が覗のぞき、ソファに腰かけて悠然としているその姿は、淫いん靡びな色気とでも言うべきものを感じさせる。

「──風……？」

　華きや奢しやな顎あごに手をあてて貴婦人の絵画へ、聖せい上じよう院いん姫狐は歩み寄る。

　光沢ある黒のマスクで半面を覆った顔、雪のように白い頬を額縁に近づけると。

「──ここ……」

　伸ばした人差し指を、桃色の舌でちろりと舐なめる。

　指を掲かかげ、額縁をなぞるように四角く動かしてから、つきつけた指を絵に刺さす。

　古びてひび割れた絵具、キャンバスにたやすく指が呑のみ込こまれていく。

「──額縁は実体だけど、絵は形だけの幻影テクスチヤ、偽物ダミー……」

「隠し通路の入り口、か。なるほどな」

　紅ぐ蓮れんが感心したようにうなずく。

　オブジェクト指定、即すなわちこの仮想空間内で『実体』とされないダミーデータ。

　実体なき絵を突きぬけて中の様子を窺うかがうと、暗くら闇やみに包まれた通路の奥に、うっすらと扉が浮かび上がって見える。それを確認した紅蓮は、中に漂うかび臭い風を感じて。

「隠された通路だ。設定上は違う空間とつながってるから、空気がわずかに動き、風が生じている──そいつを感知したのか、聖上院？」

　クオリアシステムの皮ひ膚ふ感覚は現実をほぼ忠実に再現している。

　が、機械の精度が高くとも、受け取る側の人間が鈍にぶければ何の意味もない。常人ならばほとんど感知できない風、極微の空気を悟るには、相応に鋭するどい皮膚感覚が必要だ。

（目隠しをしたまま平気で動き回ってるから、おかしいとは思っていたが……）

　姫狐の顔を覆うマスクにはプラスチックめいた光沢があり、透けて見えるような作りには見えない。視覚は完全に失われているはずなのに、彼女は一度も不自由な様子を見せなかった。

「視覚を失った人間は稀まれに、聴覚を発達させて音で周囲を感知する──唇で音をたてて、アクティブに周囲の状況を《視みる》……聖せい上じよう院いんもその類たぐいか？」

　感心したように紅ぐ蓮れんが言う。

　すると姫ひめ狐こが答える前に、彼女の背後にいた朝あさ人とがにこやかな表情とともに、

「姫狐姉さんは敏感なんだ」

　つっ、と彼女のうなじに指を添わせた瞬間──
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　あられもない悲鳴が陰いん鬱うつな館やかたの空気を吹き飛ばした。

　ビクビクビクぅ、と痙けい攣れんした姫狐はカラダを真っ赤にしてしゃがみこんでしまう。

　何が起きたんだと戸惑う紅蓮達をよそに朝人は追い打ちのように姫狐のボブカットの髪をかき分け、あらわになった形のいい耳にふっと息を吹く。

「あ、朝人っ……ぅあっ、ら、らめ……みんな、見て……るぅ……んんっ──！」

「ははっ♪　相変わらずそこが弱いんだね、姫狐姉さん。昔一緒にお風呂に入った時とか、敏感すぎて大変だったっけ。シャンプーとか凄すごくくすぐったがってたよね♪」

「む、昔の話……!!　だめ、禁止!!　わ、わた、わたしの、いめーじ、がっ……!!」

　むううう、と真っ赤になって震える仮面少女と、いたずらに笑う美少年。

　そんな息の合ったスキンシップを見せつけられ、紅蓮は心底どうでもいい顔をした。

「……バカップルかお前ら。全校生徒に中継されながらイチャつくとはとんでもない度胸だな。聖上院、特にあんたはあの若白髪しらが、白しろ王おう子じ兄の許嫁いいなずけじゃなかったか？」

「そ、そう。──……朝人とは、幼おさな馴な染じみ。透とう夜やは跡取りとしての教育を受けていたから、ほとんど子供の頃から話す機会がなかった。だから、あまり──」

「思い出もない、か。……すごいな朝人。少女マンガの主人公か、お前は……」

　実の兄の婚約者とイチャイチャするあたり、深い何かを感じて紅蓮は言った。

　ドロドロの愛憎劇は彼の好みからは外れているが、男女の恋のさや当てという状況は、こんな時でなければじっくりと観察してみたいところだが。

「聖上院家は白王子の分家筋で、僕らはいとこ同士だからね。帝王教育優先で表に出ない兄さんの代わりにやらされてた親しん戚せきづきあいの場で、よく顔を合わせていたのさ」

「……そのたびに──からかわれていた、だけ。何も、やましいことは、ない──……」

　掠かすれたような声、クールな落ち着きを取り戻した姫狐だが。

「たいてい夏休みだったからね。肌が弱いのにはしゃいで一日中ヒマワリ畑を駆け回って、真っ赤になった姫狐姉さん、可愛かわいかったなあ……」
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「シャツの裾すそをまくって、日焼けした肌を『これ、病気!?』とか涙目になって見せてきて。思わず『病気だから薬を塗らなきゃ治らないよ』とか嘘うそついたりしたっけ」

「……嘘だったの、あれ……!?　ちょっ……待っ──それ、はじめて、きい──!!」

　何度も息を詰まらせて言葉を止めつつも、姫ひめ狐こは幼おさな馴な染じみに食ってかかる。

　そんな様子を楽しげに受け流す、満面の笑みの朝あさ人とに、紅ぐ蓮れんは。

「……ウザい。すげえウザい。他人のイチャイチャがここまでウザったいとは……」

「日頃、実の妹とラブラブな紅蓮さまに言われたくないと思いますわよ？」

「ここまで俺はひどくない。……そうだろ？　おい。こっちを向け、楠くすの木き。おい」

「さ、とりあえず先に進もうか、紅蓮。このままだと姫狐姉さんに殺されそうだし」

「お前が言うな。……だが、先へ進むのは同意だ。行くぞ」

　真っ赤になった姫狐にくるりと背を向けて言う朝人に頷うなずき、紅蓮は隠し通路に踏み込む。

（……こういうのは、嫌いじゃないが）

　心底楽しむには、心の最も大切なパーツが欠けている。

　可か憐れんというパーツ、心臓の中心にある最も大きな『家族』というピースが。

　それを取り戻すまでは、桃もも花かや楓かえでの。そして新しい顔、思わぬ日常力を見せてきた朝人や聖せい上じよう院いんといったメンバーとの掛け合いも、どこか色いろ褪あせて感じられる。

「扉……か。こういう演出は嫌いじゃないが……」

　やがて隠し通路の突き当たりに扉を見つけた。

　鍵はかかっておらず、あっさり開かれた向こうには、閑散とした光景が広がっていた。

「──物置か、何かかな？」

　朝人の見立ては率直で、その情景を端的に表していた。

　がらんとした小部屋、壁際にいくつも棚が並んでいるが、めぼしいものは何もない。

　汚れた石造りの床には得体の知れない汚れや鼠ねずみの死し骸がいが転がり、天井や棚の片隅には、精密に再現された蜘く蛛もの巣が張っている、そんな部屋の中心に──。

「本？　それに、書見台か、これは」

　一本脚の書見台に、小さな鎖くさりでつながれた一冊の本。破壊不能オブジェクトとして設定され、強く引っ張っても傷ひとつつかず、華きや奢しやな鎖がちぎれる様子もない。

「──『Speculum est verum.鏡は正なり。 Lepus est falsusウサギは偽なり』」

「ふえっ!?」

　難解極まりない字体で刻印されたタイトルを、あっさりと紅蓮は解読する。

　驚きを隠せない桃花をよそに、古びたページをぱらぱらとめくっていくと──。

「なるほど……つまり、これは──」

「紅蓮さま、読めるんですか？　そのうにゃうにゃ語……！　すごいです！」

「ん？　ああ、昔、教わったことがあってな」

「そうなんですか？」

「今でも大昔の言語を好んで使ってる奴やつらがいるんだ。バチカンっていう小さな国の連中なんだが」

《黒の採決ブラツクバウト》において、外国語は必須項目だ。

　砕さい城じようの家で紅ぐ蓮れんに許された、数少ない勉強らしい勉強のひとつがそれだった。

（──とはいえ実戦で使う奴ばっかりで、テストに出るような内容は判わからんが）

　それでも読み書き、話すだけなら充分だ。ぺらぺらとページをめくり、本の内容をざっと確かめていると、立ち直ったらしい姫ひめ狐こが後ろから声をかけてきた。

「──……鮮やかね。もしかして──すべての言語が、頭に入っているの──……？」

「先進国の言葉と、まともに話者が生きてないようなマイナー言語ばかり叩たたきこまれた。古今東西、遊戯者って奴はラテン語だのドイツ語だの古ノルド語だのが大好きだから」

「ロマンあふれてるね。いくつになっても中二病が治ってないだけって気もするけど」

　呆あきれた朝あさ人とにうなずいて同意しながら、紅蓮はぱんと音をたてて本を閉じた。

「だいたい読めた。──中身は『不思議の国のアリス』と『鏡の国のアリス』だ」

　世界的に有名なヴィクトリア朝イギリス時代の児童文学。

　その本は、タイトルこそ違えど当時のフォントや文体をそのまま反映したものだ。

「このゲームのタイトル、『ゴーメンガースト』も確かイギリスのファンタジー小説だが、書かれた時期は百年近く違ったはずだ。随分とっ散らかった世界観だな」

「それくらいの教養は大前提、か。さすが《黒の採決》に使われるシステム。低レベルな人間を切り捨てていく冷酷な遊戯だね。散りばめられたヒントがこんなのばかりじゃ、人によっては早々に詰みだよ」

「いや、洋館なら書斎があるはずだ。この本を読み解くための辞書やらヒントは他のところに隠されてる。クオリアは非情だが、前提知識の有無だけで完全に結果が決まってしまうような遊戯はほとんどない」

「ふーん。ずいぶん詳しいんだね。まるでクオリアを使った遊戯に慣れてるみたいだ」

「……無駄な詮せん索さくはよせ」

　朝人の探るような目から逃れ、紅蓮は仲間達を振り返った。

「──鏡を探せ。どこかにないか？」

「あ、壁の隅っこのほうにありますよ。ほらここ、ここですー！」

　桃もも花かが部屋の隅にとてとてと駆け寄り、ぶんぶんと手を振っている。

　一見すると、ただの古びた大鏡だ。

　人の全身が映るほど大きく、壁に貼はりつくように設置されている。が、それを見た瞬間、紅蓮は違和感に気づき──仲間達を見渡して、同じく気づいたふたりに声をかける。

「朝人、それに聖せい上じよう院いん。お前達は、わかるだろうな」

「あはっ。鏡を覆ってたらしいカバーが落ちてる。ついでに埃ほこりもかぶってないね」

「つまり、カバーを外されたのは、最近──……と、いう、こと──……」

「最近というか、ついさっきの事だろうな。佐さ賀か臣とみと鉢合わせなかった理由が読めた」

　言うなり、無雑作に鏡へ手を伸ばす。

　映った紅ぐ蓮れん自身と握手するように、手と手がぶつかりあったとき──

　薄く曇った鏡面をあっけなく突き抜けて、空を握った。

「鏡に……手が!?」

「さっきの絵画と同じだ。オブジェクト設定されてない画像、隠し通路だよ」

　──『鏡の国のアリス』の導入、少女アリスは鏡を通り抜けて違う世界に入ってしまう。

　童話の世界を再現するとはなかなか粋な演出だ。

「これ見よがしに置かれた本はこのギミックを見つけさせるためのヒントか？　……いや、それだけじゃないな。──『鏡は正なり。ウサギは偽なり』……あのメッセージも……」

　うっすらと朱あかく『眼め』を輝かせ、紅蓮は思考を展開していく。

　通常の論理展開とは明らかに常軌を逸いつしていた。この場を構築したシステムの意志さえ読み解き、結論から逆に解体していくような確信めいたつぶやきに他の者達は息を呑のむ。

「どういうことですの？　申し訳ありませんが、さっぱりわかりませんわ」

「桃もも花かもですー！　とりあえずこの鏡に突っ込んでみればいいんでしょうか？」

　最初に楓かえでが沈黙を破り、桃花が続いた。

　ふたりの素朴な反応にホッとするような呆あきれるような複雑な気持ちで。

「……まあ、それでもいい。恐らく予想通りだと思うが、一度見て損はないだろうしな」

　鏡を見下したように鼻を鳴らすと、紅蓮はつまらなそうに一歩を踏み出す。

　たやすくその身体が無機質な鏡面に吸い込まれ、消えた。

　そして──

「鏡は正なり、ウサギは偽なり。つまり、鏡の向こうが正とするなら──」




　──今いた館やかたは『偽』である。




　突き抜けた鏡の向こう、嵐の音が間近に響く渡り廊下。

　ごうごうと唸うなる風の音、頑強な石組みの壁に覆われた狭い通路の向こうに──。

「ふわあ……あれ、あれ!?」

「もうひとつの……館が……!?」

「鏡は表裏一体、左右一対のメタファー。つまりは」

　紅蓮は短く言葉を切り、今しがたやってきたばかりの桃花や楓達を振り返って。

「館はふたつあるってことだ」

　後ろ手に親指で示したそれは、もうひとつの『館やかた』。

　今しがた鏡の幻影を突き抜けて出てきたばかりの建物とそっくり同じ建物が、通路の先に暗く大きくそびえていた。

「鏡を越えたこっち側が『正』、鏡の館とでも呼ぶか。元いた館は『偽』、不思議の館。『不思議の国のアリス』と『鏡の国のアリス』のヒントは、重なって存在するふたつの世界の存在を示していたんだ」

「鏡写しのように存在するふたつの館。両方を探索しろ……と、そういうことですの？」

「恐らくそうだろうな。通話可能なデバイスを配布する理由もそれで説明がつく。ふたつの館に跨またがって行動する以上、仲間との連絡手段は必須だ。できなきゃ話にならない」

　恐らく、ふたつの館で同時に何かをしなければ発動しないようなギミック──。

　タイミングを計って動かす仕掛けのようなものが存在するのだろう。

「手がかりは少ないが、ある程度の推測はできる」

「ほ、ほわわわわ……。ほわわわわ……。よくわかりませんが、すごいです!!」

「……まあ、桃もも貝がいはそれでいい。お前はとりあえず指示したことができれば充分だ」

　無邪気に感心し、キラキラした目で見上げてくる桃もも花かのふわふわした頭を撫なでながら、紅ぐ蓮れんは残る仲間達をひとりずつ見ると、指示を出す。

「俺達は今、アドバンテージを獲とれる可能性がある。一本道で佐さ賀か臣とみとすれ違っていない以上、生徒会の連中は『偽』の館に四人、『正』の館には一人しかいない計算だ」

「鏡の館の手がかりを独占できれば、こちらが優位に立てるわけか。──なるほどね」

「白々しいな。どうせ本のタイトルと鏡を見た時、俺と似た程度の推測はしてただろう？　朝あさ人と。それに、聖せい上じよう院いん。お前もだ」

「──そう……だった？」

「俺は『眼め』がいいんでな。下へ手たな芝居なんざ何の意味もねーんだよ」

　心外と言いたげに首をかしげてみせる姫ひめ狐こに、紅蓮は短く答えた。

　油断ならない奴やつらだ、と紅蓮は思う。協力こそしてくれているが、出しゃばりすぎず、紅蓮の手札を開かせようと一歩退ひき、観察しているのも確かだろう。

（──ま、だからこそ使えるんだが）

　冷徹に、感情を排して紅蓮は想おもう。最も信頼できるのは楓かえでと桃花。

　このふたりは裏切らない、裏切るメリットがない。紅蓮にほぼ再起を依存するふたりは、利益と感情の両方が紅蓮を勝たせ、盛りたてることを支持するだろう。

　姫狐と朝人。恐らく紅蓮を勝たせ、透とう夜やとぶつけることを指向している陣営。だがその方針が最後まで続くかどうかは判断できず、裏切る可能性は否定できない。

「──朝人、それに聖上院は鏡の館を探索してくれ。俺達は戻って不思議の館を調べる」

「二手に分かれる、ってことか。いいのかい、僕らをふたりっきりにして」

「ああ。任せる」

　手がかりの隠いん匿とくや嘘うその可能性を考えて、監視役に桃もも花かや楓かえでをつけることも考えたが──恐らくそれは無意味だ。どう考えても、桃花達の手に負える相手ではないからだ。

　騙だまし、ごまかすことなど簡単だろう。中途半端な真ま似ねをするくらいなら。

「僕達を、そこまで信頼するってこと？　──できるのかい、紅ぐ蓮れんに」

「信頼じゃない、選択だ」

「……へえ？」

「失敗の可能性があろうと、遊戯者は常に選択しなければならない。信頼なぞしちゃいないが、俺はお前に賭かける」

　そう、言ってしまえば単純な、フィフティ・フィフティの取引。

「お前も俺に賭けたんだろう？　生徒会役員全員に──そしてお前の兄貴、白しろ王おう子じ透とう夜やに勝てると。俺も、同じことをするだけさ。それが遊戯者としての俺の判断だ」

「……わかったよ」

　す、と片手を掲かかげてみせた朝あさ人とに、紅蓮は告げる。

「ハイタッチはしないぞ。ついでに握手もしない。──そういうのは死亡フラグだ」

「そうかい？　僕としては紅蓮がデレた記念に、ぜひ触れてみたかったんだけどな」

「気味悪い言い方はよせ。何もかも終わったら、考えてやるよ」

「──それは、いいね。うん、ますます負けられなくなったかな？」

　にこりと微笑ほほえみ、朝人は渡り廊下を歩き出す。

　その後ろを、姫ひめ狐こが影のように付き添いながら進んでいき──。

「行くぞ。あいつらがあっちを調べてる間、こっちも探索を進めよう」

「あ、あのっ」

　振り返り、元の館やかたに戻ろうとしたとき、ふいに楓が食い気味に迫ってきた。

　うつむきがちに彼女は問いかける。

「紅蓮さま……こちらに残るメンバーは、本当に、わたくしと桃花さんでよいのですか」

「その質問の意味は？」

「いえ……その、わたくし達は、足手まといにならないかと……」

　楓にしては珍しく自信なさげだ。

「ああ……お前、生徒会の連中に言われたことを気にしてたのか」

「え？　ええ……何でもお見通しですのね」

　内心を見透かされて、楓は諦あきらめたように肩をすくめた。

　紅蓮はまっすぐに彼女を見据えて言う。

「大丈夫だ。楠くすの木きと桃もも貝がいは、仲間だ。実力は足りないが、足手まといとは思わない」

「そ、そうですか」

　紅ぐ蓮れんの言葉はまっすぐで、そこに嘘うそがあるとは思えない。

　だけど、冷徹で冷静な彼の『眼め』を見ていると。

　楓かえでにそう感じさせることそのものが演技なのではないかと思えてきて。

（……いいえ、駄目ですわ。敵の言葉に惑わされ、味方を疑うようなこと……！）

　あってはならない。

　大丈夫。紅蓮はきちんと自分を信じてくれている。

　楓はそう自分に言い聞かせ、扇子を広げてこう言った。

「で、あれば。この楠くすの木き楓、全力で協力いたします。共に憎き生徒会を倒しましょう！」






●大乱闘






　隠し部屋を抜けてメインホールに戻り、未探索の大広間に入ってすぐ。

「いらっしゃいませ。何のおもてなしもできませんが──」

　純白のテーブルクロスが敷かれた長方形の食卓。等間隔に並んだ燭しよく台だいには蝋ろう燭そくの光が赤々と灯ともり、席と共に整えられた銀の食器類を照らしている。

　あとは招待客を招けばすぐにも上流階級のパーティが開けそうな、格式のある大広間。冷えたワインとグラスが汗をかき、あちこちに並べられた調度品──テンプレのような飾りの甲かつ冑ちゆう、刀剣類に珍奇な剥はく製せい、倒れた譜面台に、埃ほこりをかぶったグランドピアノ。

　貴族達の歓談の場にふさわしく整えられた会食の席にひとりの少女が座っており──美しい金髪を修道服のベールの端から覗のぞかせつつ、上座の席に座ったまま。

「──歓迎いたしますよ、砕さい城じよう……紅蓮さま」

　にこりと微笑ほほえみ、新興宗教テスタ教団の教祖にして学園序列Ｓランク２位、副会長ことフラヴィア・デル・テスタは、卓上に置かれた呼び鈴をとり、優雅に左右へ振る。

　……チリリン♪

「呼んでも誰も来ないだろう。……何してるんだ、あんたは？」

「ふふっ。やってみたかっただけですよ。もし本当に使用人の方が来られたのでしたら、ぜひアルコールの入っていない飲み物を頂こうと思いましたが──」

「酒は嫌いか？　法律を気にするタイプには見えないが」

「ええ。お酒に酔う気はしませんね。酔うなら、もっと大きなもので快こころよく酔いたいので」

「……たとえば？」

「そうですねぇ。──闇やみの中から染み出してきたような、得体の知れない転校生……そんな脅威の存在から奪う『勝利』にでも」

　底知れないタイプだ、と食堂の入り口に立ったまま、紅ぐ蓮れんは思う。

　お互いの距離は大広間の端から端、特大のテーブルを挟んだ向こう側だ。声もけっして大きくない。それなのに彼女の存在はやたらと大きく感じられた。

　紅蓮はすぐ後ろに立っている桃もも花かや楓かえでをそっと押さえ、その耳元に囁ささやく。

「気をつけろ。……あれは、普通じゃない」

「どういうことですの？　紅蓮さま。副会長は、ただ座っているだけに見えますが……」

「地位も金もかかった勝負であの落ち着きよう。そして興味の赴おもむくままに何かを試す遊び心。あれは心の底から不幸な未来など訪れえないと確信している人間の顔だ」

「……慢心ではなく？」

「正直、佐さ賀か臣とみや大おお星ほし、由ゆ留る木ぎとは格が違う。本物の実力者が見せる余裕だ」

　フラヴィアは、裏の世界にも数えるほどしかいない『本物』と同じ風格を漂わせている。

《黒の採決ブラツクバウト》の舞台にはさまざまな遊戯特性を持つ一流エキスパートが顔を見せる。高度な計算や、知略を得意とする者、相手の思考を看破する者、場の流れという不確かなものを信奉し面妖な方法で場をかき乱す者、絶対的な豪運を振りかざす者──。

　数多あまたいる一流の中で特に一目置かれるのは、運命を支配する者だ。

　理屈や能力などあらゆる些さ末まつな要素をすべて無視して勝利の運命を手繰り寄せる、怪物じみた存在が裏の世界には何人かいる。

　そんな奴やつらの領域に──このフラヴィア・デル・テスタは、片足を踏み入れている。

　と、紅蓮の『眼め』は訴えかけていた。

「……いずれにせよ油断大敵だ。甘ったるい見た目に騙だまされるな」

「あらあら。過分な評価、ありがたく頂きますね？」

　ニコニコ笑顔のフラヴィアを無視して、紅蓮は楓と桃花に指示を出す。

「桃もも貝がい、楠くすの木き、あたりを適当に調べてみてくれ。何か手がかりがあるはずだ」

「……よろしい、のですか？」

　警戒心を隠せぬまま、紅蓮の腕をぎゅっと抱きしめて楓が言う。

　Ｓランクの頂点、絶対王者たる白しろ王おう子じ透とう夜やに最も近い文字通りの最前線、トップクラス。その人物を前にして探索を進めても、横取りされるだけではないか──。

　具体的なことは何一つ言わず、声だけで危き惧ぐを表現してのけた楓に、紅蓮は答える。

「いい。鉢合わせを恐れて動かないんじゃ何にもならないからな」

「わかりましたわ。桃もも花かさん、行きますわよ。何かヒントを探すのです！」

「ふぁいっ！　え～っと、でも何を探せばいいんでしょうか、楓かえでさん？」

「わ、わたくしにわかるはずがないでしょう!?　……まずは、このあたりから……！」

　紅ぐ蓮れんから離れ、恐る恐るといった様子で桃花と楓は大広間のあちこちを調べ始める。

　テーブルに置かれた燭しよく台だいをひとつずつ持ち上げては彫刻の隅々までざっと調べ、壁際に並ぶ調度品の裏や壁紙の模様を眺め、不気味な剥はく製せいをつついていくが──。

「お二方にご忠告申し上げますが……この部屋に、ヒントは残っていませんよ？」

「まあ。そんな風に誘導するということは、よほど隠したいものがあるようですわね？」

「ふふっ♪　素直に疑ってくれるのですね、楠くすの木き楓さん。裏の裏の裏まで考えるような、ひねくれた人ばかりを相手にしていましたから、とても好ましく新鮮ですわ」

「……っ！　減らず口を……！」

　心底そう思っているような優しい笑みと、だからこその痛烈な皮肉。

　楓は怒りを押し殺し、整った爪つめをわずかに噛かんでから、優雅に座るフラヴィアを睨にらむ。

「この部屋にヒントがないですって？　──何を根拠に、そのようなことを？」

「そう睨まないでください。私は、貴女あなた達に無駄な時間を費やしてほしくないという、純粋な善意からお声がけしているだけなのですよ」

「敵に塩を送る……とでも言いますの？　そもそも、根拠になっていませんわ」

「そうでしょうか。私、フラヴィア・デル・テスタがここにいる──それにもかかわらず、何も新たなヒントが浮かび上がってこないということ。それそのものが、根拠ですよ」

「意味がわかりませんわ。ブラフにしては稚拙に過ぎますわよ？」

　楓にしてみれば、フラヴィアの言葉はすぐ見破れる浅いハッタリにしか思えない。

　この部屋には入念に探されては困るような何かがある、だからこそ一分一秒を争う遊戯の最中でありながら、この場に腰を据えていたのではないか……？　と。

「桃花さん。その扉の向こうに何があるのか、調べてきてくださいまし」

「へ？　離れることになっちゃいますけど、いいんですか？」

「ええ。フラヴィアさんがここに残っているのは、おそらくこの部屋を探索されるとまずい理由があり、それを隠すため」

「違う、と申し上げても信じては頂けないでしょうね。……ふう」

「思わせぶりにため息などついても無駄です。そうしてわたくし達を足止めし、この先を探索するのを遅らせるつもりですか？　その手には乗りませんわ。桃花さん！」

「ふぁ、ふぁいっ!?　じゃ、じゃあ……えと、いいですか？」

「ああ。かまわない、見てきてくれ」

　すがるように訊きいてくる桃花に、紅蓮は無雑作にうなずいた。

　離れて行動するのが怖いのか、不安げな顔をした桃もも花かが何も書いていないドアを開き、恐る恐る中へ進んでいくのを見届けると──。

「信じて頂けないのは残念ですね。……私は、本心から申し上げているのですが」

「負けられないものがかかった遊戯で、敵の言葉を信じることなどできませんわ。それに、貴女あなたは確か他のお仲間と一緒に行動していたはず。その方々は、どこに？」

「さあ？　近くを探索しているのは確かでしょうが、言われてみれば姿が見えませんね」

「……とぼけたようなことを。さすが、油断なりませんわね……！」

　警戒を深める楓かえでに、む……と心外そうにフラヴィアは唸うなった。

「──天啓、というものを信じますか？」

「は？」

　疑いを、吹き飛ばすように。

　本気としか思えない、いたってまじめな顔で、フラヴィアは奇妙な質問を投げる。

「私は神に愛された娘。この場合の神とは、特定の宗教の産物と言うより──運命とでも言うべき、超自然的なものを示します。その意味がわかりますか？」

「オカルトですわね。そんなあやふやなことで、Ｓランク２位にまで登れるはずがない。貴女が言っていることは、口先だけのペテン。そうとしか思えません」

「信じて頂けないのは寂さびしいですね」

「……いや、あながち嘘うそでもないだろう」

　しょんぼりと肩を落とすフラヴィアを紅ぐ蓮れんは肯定する。

「時とき任とうミミの絶対聴覚──ハードとしてはかなりのチート性能だ。ソフトの能力とセンスがもうすこし磨かれれば、かなりの遊戯者に成長するだろう。あんな奴やつが末席にいたっていうんだ、生徒会──Ｓランクには、慮りよ外がいの存在がゴロゴロいてもおかしくない」

「ええ。そして当然、あるのですよ、私にも。つまらない『力』ですが──」

　言うなり、フラヴィアは動いた。

　テーブルに並んでいたワインの瓶を無雑作につかみ頭上に放ほうり投げた。

「──『天に愛される程度の』能力が」

　……ガシャンッ!!

　天井にぶつかった瓶が音をたてて砕け、血のようなエフェクトを描いてワインが滴したたる。

　大広間に描かれた、恐らくは聖書をテーマにしているのだろう天井画。

　精密なテクスチャに、力強く投げつけられたワインの瓶が砕け、無数のガラスの破片と赤いしずくがぶちまけられる。

「きゃああああああああああっ!?」

　降り注ぐガラスの鋭するどいひらめきに、楓が悲鳴を上げる。

　ワインのしずくが返り血のように彼女を、そして紅蓮を赤く染め──脳に直接送られる情報が、実際には存在しない年代物ワインの香りを感じさせた。

「運か命みは言っています。──汝なんじ汚れるなかれ、傷つくことなかれ、と」

　その中心にいながら。

　自らが投げ砕いたガラスの破片、無数のワインのしずくを浴びるはずのフラヴィアが。

　修道服にワインの染みを一滴たりともつけることなく、鋭するどいガラス片で髪の毛ひとすじの傷すら負うこともなく、にこやかな笑顔のままで、そう言った。

「……そんな、そんなの……ありえません。嘘うそ、でしょう……!?」

「少なくとも、乱数の偏りと言い切るにはおかしな現象が起きてるのは確かだ」

　ワインのしずくを浴び、濡ぬれた身体のあちこちから伝い落ちるのを感じながら紅ぐ蓮れんは言った。

　濡れねずみになった紅蓮の姿を見て楓かえでがはっと口元を押さえる。

「ぐ、紅蓮さま……まさかわたくしをかばって……!?」

「怪け我がはしてない。ゲームの内容によっては殺傷設定が生きてる場合もあるが──どうもここだと、痛みを感じても致命的な負傷にはならないレベルに設定されてるらしいな」

　楓をかばった体勢のまま、わずかに痛みを伝えるガラス片を払う。

　異様にリアルな感覚があるから忘れがちだが、今ここにいる身体は実際には存在しない、ＣＧで作られたアバターだ。滴したたるワインもガラスの牙きばも、ただのエフェクトに過ぎない。












「なるほど。面白い体質だな、あんたは」

　純白のテーブルクロスについた真っ赤な染み。

　凶器めいたガラス片が、フラヴィアの身を避けるように丸く突き刺ささっていた。

「ええ。正直に申し上げまして、私がＳランク２位という過分な地位を頂いているのは、ひとえに『運』が良かったから。──この程度の、つまらない芸ですよ」

「謙けん遜そんにもほどがあるな。……どうやってるのか、今の時点ではまるで見当がつかない」

「……ぐ、紅ぐ蓮れんさまにも、わからないのですか!?　そんな……！」

　かつて紅蓮に挑み、その『眼め』の恐ろしさを知る楓かえでだけに信じられないのだろう。

　紅蓮は自じ嘲ちようをこめて告げる。

「俺の『眼』は万能じゃない。相手の思考をトレースするだけだ。少なくとも今見た限り、フラヴィアは言葉通りのことを考え、心底そう信じている」

　本当の嘘うそつきは、嘘を嘘と認識せずに喋しやべるものだ。

　だが、もしフラヴィアがそうした天性の嘘つき、詐欺師の類たぐいだとしても……わずかでもその心に人を騙だまし、操ろうとする作為があるなら、紅蓮の『眼』はそれを見逃さない。

（……本気で、自分の言葉を、信じてる）

　迷いも穢けがれもない修道女、フラヴィアはにこやかな笑顔のまま。

　一切やましいところのない純白の笑顔で、自らの正しさを確信しているのがわかる。

　彼女のような手合いを紅蓮は知っている。

　──世界最大の宗教の代理人、高位の枢すう機き卿きよう。

　どれだけ劣勢になろうと神様を信じてぶれない、極めて厄介な敵だった。

　だが、そいつらに比べれば──

「あんたは遊戯に向いてないな」

　抑揚のない、硬い声。

　情をなくしたおそろしく冷たく響く声で、紅蓮はフラヴィアをそう評した。

「あんたが自分の信じる神様──運命とやらにすべてを委ゆだね、預けていることに嘘はない。が、くだらない隠し事をしてるのも確かだろ。能力のわりに、小細工はせこい」

「……ふふっ♪」

　斬きり裂くように鋭するどい紅蓮の声を聴きながら、フラヴィアは不敵に微笑ほほえむ。

「私が嘘をついていると？　そのようなことは、ありませんが……」

「嘘はついてないさ。だが、すべてを話してもいないな」

　そこで言葉を切り、紅蓮ははかるような『眼』で修道女を視みながら続けた。

「あんたは『神に愛された自分がこの部屋にいるのに、新たなヒントが出てこない』──だから、俺達がここを調べても無駄だと言った。その言葉、間違いないな？」

「ええ。そうなりますね。正確な理解だと思います」

「『新たなヒント』がない──つまり、あんたにとっては『古いヒント』だが、俺達が知らない情報はこの部屋に存在したんだ」

　冷え切った、軽けい蔑べつしたような『眼め』で、紅ぐ蓮れんはフラヴィアを見据え──。

「あんたは、善人の皮を被かぶった妖あやかしだ。フラヴィア・デル・テスタ」

「そのような。……ふふっ、証拠は何もありませんよ。誤解ではないのですか？」

「この部屋は大広間だ。今は食堂として使う支度をしてあるようだが、テーブルを片付ければ、ダンスなんかを楽しむ場にもなるんだろう」

　言いながら紅蓮は、つきつけるようにグランドピアノを指す。

「そこにあるピアノがその証拠だ。そして、譜面台をよく見てみろ、楠くすの木き」

「……ピアノの譜面台、ですか？　別に変わったところは……」

　紅蓮はそこに歩みより、つきつけた指で台の上を真横につっ、となぞる。

　見えるようにさしのべたそれは、埃ほこりひとつつかず綺き麗れいなままで──。

「おかしいと思わないか？　グランドピアノは埃が積もったままなのに、譜面台は綺麗だ。こうして触れても汚れひとつない。──上に載っていた何かを、外したばかりなんだ」

「ああっ……!?」

　紅蓮の指摘に、楓かえでは慌ただしくグランドピアノに駆け寄る。

　黒い表面に白い靄もやがかかったように、厚く埃が積もっていた。楓が触れると、ほぼ完全に再現されたテクスチャが動き、なぞった指に黒い汚れがくっついてくる。

「まさか、肝心のピアノを放ほうっておいて譜面台だけ掃除するわけがない。となれば……」

「……ええ。さすがですね、砕さい城じよう紅蓮さま。すばらしく、みごとな『眼』をお持ちです」

　驚きもせず、慌てもせずに、フラヴィアは軽く手を叩たたいてみせた。

　制服のポケットから取り出したのは、黄色く変色した紙の束。

「私達がこの大広間に入った時、譜面台からこの楽譜が落ちました。私の前に落ちたということは、これは攻略の鍵、次の何かにつながる『ヒント』に違いありません」

「……そんなことだろうと思ったよ。聖人面をして、怖い奴やつだな。あんたは」

「聖人偉人と称されるには、よほどの大業を成さねばなりません。微み塵じんも恐ろしいところのない、慈じ悲ひのみでその領域に至るには、まだまだ……人生経験が足りませんね」

「腹黒いだけにしか見えないな。小細工せずに嘘うそもつけないあたり、まだ甘い方だが」

「お言葉ですが紅蓮さま。私の嘘を見抜ける貴方あなたの方が異常なのですよ？」

「どうだか。あんたの嘘がへたくそなだけだろう」

「まあ、それはどちらでもよいのです。この楽譜に、興味はありまして？」

「…………」

　どこか色っぽく、自らの唇に指をあてたポーズをとって言うフラヴィア。

　そんな仕草に眉ひとつ動かさない紅蓮に、どこか不満げな面持ちで彼女は続けた。

「つれない方。私の得たヒントを見たいとは仰おつしやって頂けないのですか？」

「今は必要ないな。どれだけ高く売りつけられるか、わかったもんじゃない」

「そんなことはありませんよ。適正価格でお譲りします。──安くはありませんが」

　片や交渉そのものを楽しむような、楚そ々そとした微笑ほほえみ。

　片や冷たく突き放すような、拒絶のニュアンスをこめた無表情。

　真正面からふたりは眼めと眼を合わせ、火花が散るほど強く見つめ合う。

「…………」「…………」

　頂点に最も近いＳランク２位と、Ｆランクの最底辺。

　水と油のように、相反するふたりの静かな激突が続く中──。

「くっ……！」

　楓かえでは、紅ぐ蓮れんの背に隠れたまま生なま唾つばを呑のみ込こむ。

（これが強者と強者が奏でる無言の圧力……！　わたくしも何か意見を言って紅蓮さまのお力にと思うのに、まったく関われませんわ）

　微かすかな焦り。

　どうにかして強者の激突の中に加われないかと考えていた、そのとき。

「ふひゃあああああああああああああああああっ!?」

「……桃もも花かさん!?」

　突如聞こえてきた叫び声に、楓の思考は現実に引き戻された。





　＊






「正直──砕さい城じよう紅蓮の取り巻き、雑ざ魚こだと思ってたが、見直したぜ。やるな、てめェ」

「ふ、ふわわわわ、ふわわわわ……！　誤解です誤解です誤解ですうううう!!」

　プライドも何もない声で、慌てふためく桃花の叫びが廊下に響いた。

　大広間からつながるドアを抜けたところに、ふたつの部屋が並んでいる。手前から倉庫、奥はキッチンとなっており、桃花と別の男の話し声は倉庫の方から聞こえてきた。

「……おい、桃もも貝がい！　何があった!?」

　悲鳴が聞こえてすぐ、大広間を飛び出した紅蓮は、咄とつ嗟さに倉庫を覗のぞき込こみ──。

「あ、ぐ、紅蓮さま！　桃花はたまたま転んだだけですー！　そしたらいろいろ倒れてきちゃって……まさか人がいるなんて知らなかったんです、信じてくださいー！」

「嘘うそこきゃあがれ!!　人を下敷きにしやがって……痛かったぞ、コラァ!!」

　倉庫はひどい有様になっていた。

　中に整然と並んでいただろうスチールの棚が将棋倒しになり、載っていた缶詰や謎なぞの瓶、さまざまな品物が床に転がっている。

　原因らしい桃もも花かに、外傷はまったくない。非殺傷に設定されているおかげだろうが、それで安心するには状況が危険すぎる。

「何をやってるんだお前は……。事故に見せかけて殺やれとか俺は言ってないぞ」

「じ、事故です～っ!!　まさかこんな大きな人が、棚の隅っこで美術品鑑定してるとか思わなかっただけですよう。もっとこう、豪快にやっててください！」

「煩うるせェ!!　データたぁ言え、貴重品を丁寧に扱って何が悪わりィってんだゴラァ!!」

「間違っちゃいないが、ゴロツキ風のくせに、変なところで育ちのいい奴やつだな……」

　呆あきれて紅ぐ蓮れんがつぶやいた、その直後。

　将棋倒しに巻き込まれ、床とサンドイッチにされていた大おお星ほし大たい成せいが立ち上がる。

　罵ば声せいと共に筋肉を膨張させ、のしかかっていた棚を持ち上げると、投げるように横へ。重そうな地響きと共に巨漢は起き上がると、ひどく乱れた髪を手て櫛ぐしで整えた。

「ムチャクチャしやがって……。なるほどなぁ、紅蓮クンよ、てめえの入れ知恵か？」

「……は？」

「とぼけてンじゃねえよ。ほぼ破壊不可設定の美術品の中で、そうじゃねえブツを見分けるには、俺みてえにひとつひとつ鑑定するよか、ブッ壊した方が早いわな」

（ひどい誤解だ。見た目によらず頭の回転が速いから、思い込みも激しいのかね）

　そんな風に思いながら、紅蓮は倉庫の惨状を見渡す。半べそをかいている桃花と怒りをあらわにした大星、ふたりの視線が集まる中で。

「……そうなのか、桃もも貝がい？」

「じ、事故ですー！　それにほら、大事そうなものはほとんど無事ですよ？　ただその、高そうな壺つぼがひとつだけ割れちゃいましたけど……。中からこんなの拾いました」

　言いながら何か、桃花が手にしたものを見せようとした時だ。

「慰謝料代わりだ。そのブツ、こっちに渡してもらおうか！」

「ふえっ？　あ、これ……ですか？　でも、これはその、何か大事そうな壺から出てきたものですし、ちょっとあげられないって言うか……い、いたたたたっ!?」

　倒れた棚を踏みつけ、大星が迫る。

　何かを握った桃花の腕をつかみ、引き寄せようと力をこめた。すると──。

「ぬ、にゅ、にゅにゅにゅにゅにゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……っ!!」

「おお？　……ハッ、女のくせにやるじゃねえか。だが……オレっちほどじゃねえぜ!!」

「にゅ、にゅ[image: ][image: ][image: ]っ……!!　わ、わわわわわ、あわわわ～っ!?」

　田舎出身の農業娘、桃貝桃花は怪力である。

　ぷよぷよとした見た目にそぐわず、柔らかな肉の下に農作業で鍛えた実用本位の筋肉をガッチリとつけている。数十キロ単位の重い肥料袋を軽々と担ぎ、並の男など軽く投げ飛ばしてしまえるのが、フィジカル最強少女、桃貝桃花であった。

　だが、その怪力をもってしても──大おお星ほしがつかんだ手を、桃もも花かはふりほどけずにいた。

　最初こそ拮きつ抗こうしたものの、風船のように頬ほおをふくらませて力をこめる桃花を余裕の面持ちでねじ伏せる。レスラーまがいの体格もあり、大星大たい成せいの腕力は彼女を超えていた。

「その様子だと腕力にゃあ自信があったのかね？　残念だったなぁ、テメエはオレっちに勝る部分は一個もねえってこった」

「むっ……むぅ……ひ、ひどいです。桃花だって……！」

「そのやわっこい腕で押し返せるワケねえわな。オラ、潰つぶれないうちに諦あきらめな！」

　大星が体重をかけ、桃花の腕がぷるぷると震え始めたのを見かねて、紅ぐ蓮れんはふたりの間に割り込んだ。

「その辺にしておけよ。俺達は頭の勝負をしに来たはずだろ？」

「ハッ。意外と甘あめェな、紅蓮クンよお……！」

　サングラスを煌きらめかせ、大星は狂暴に歯を剥むき、笑う。

「ゲーム内が完全非暴力に設定されてねえってことは……暴力による解決も、ルールの枠で許されてるってことだぜ？　こいつもまた、テクニックのひとつってやつだ!!」

　アバターに被害がある行為が実行すらできない非暴力設定と、行為そのものは可能で、ダメージのかわりに痛覚が機能する非殺傷設定の差は大きい。

　後者の場合、アバターの痛覚を刺激し、要求を通すいわゆる『拷問』は、グレーゾーンながら許された行為ではあるが。

「これは慈じ悲ひで忠告してやる。何でもありの状況を良しとするなら、不利なのはお前達の方だぞ？」

「はん、くだらねェ。暴力を嫌うのはいつだって弱者だ。なんでオレっちが、弱者の言葉に耳を貸してやんなきゃなんねーんだよ。……オラァ！」

「ふわっ!?」

　急に手を離され、桃花がどべっとつんのめる。

　倒れた棚の上にころころと転がる彼女をまたぎ、大星が紅蓮に向かって踏み込む。

　グレープフルーツほどもあるごつい拳こぶしが、その重さにふさわしいスピードで飛んでくる。突き刺ささるような拳が眼前に迫り、紅蓮は咄とつ嗟さに首を捻ひねって避よけた。

　掠かすめた頬に重い空気が当たる。巨体にふさわしい力を活いかした、キレのある攻撃だ。

　さらに間髪入れず、踏み潰すような勢いの前蹴りが襲ってくる。

「いい加減にしろよ。これ以上は──」

「遊戯の実力はともかく、腕っぷしは大したことねえみてえだなァ、紅蓮クンよ！」

　──ズン!!

　音をたてて、床に倒れたままの棚が歪ゆがんだ。

　食らえば折れ曲がっていたのは紅蓮の方だったろう。踏み込みすぎた足を戻しながら、大おお星ほし大たい成せいは傾いたサングラスを直していぶかしげに言う。

「いや、前言撤回だ。今の蹴りを避よけるのは素人じゃねえ。格闘技の経験でもあンのか？」

「嗜たしなみ程度にはな」

「解せねえ。解せねえよ。だったら何で戦わねえンだ？　腰抜け野郎を演じても何の意味もねェだろうによ」

「暴力の上う手まい下へ手たで得意になれるほどガキじゃないだけだ」

　お前と違って、という意図を言外に含んだ言葉に、大星のこめかみに青筋が浮かぶ。

「上等だ。その寝ね惚ぼけたツラに一発ぶち込んで醒さましてやるから、感謝しろよゴラァ！」

　身を乗り出し、突っかかってくる大星。こちらも格闘技の経験があるのだろう。

　力任せの大振りではなく、コンパクトな振りに体重を乗せた、テクニカルな一撃だった。

「──忠告はしたからな」

「うおおっ!?」

　拳こぶしが空を切った瞬間、大星の巨体が跳ね飛ばされた。

　腕が伸びた瞬間を見計らい、袖そでをつかんで引きながら足をかける。重力を超えて体が浮き、けたたましい音をたてながら大男はガラクタの中に転がっていった。

「痛いってえ……っ!?　何だ、今のは……投げられた、のか……!?」

「すこしはやってるみたいだが、鈍にぶいな。反応が遅すぎる」

「つッ……!?　があああああああっ!?」

　床に倒れた大星の腕をつかみ上げる。関節を極きめてしまえば、腕力の差は関係ない。

　腕をねじ上げ、体重をかけて組み伏せる。ギリリと腕に重い手応えが感じられ、ＶＲらしからぬ生々しい音をたてながら、関節が軋きしむ。

「ク……ソがぁ……」

「ぐ、紅ぐ蓮れんさまっ、えっ、嘘うそ、倒したんですか!?」

「まあな。大丈夫か、桃もも貝がい？」

「は、はい……桃もも花かは平気です。ほええ、おジャガの袋も持てない紅蓮さまが……」

「こいつは技術だ。腕力はさほど必要ない」

「あれ、でも前に桃花が追いかけて泣きついたとき、紅蓮さま押し倒されるままになってましたよね。どうしてその技術を使わなかったんですか？」

「暴力で強制するようなやり方は好きじゃないんだ。女に手を上げる趣味もないしな」

「ぐ、ぐ、ぐっ……!?　この野郎、放しやがれ……!!」

「暴れるのはオススメしない。──折れてもいいなら、止めはしないが」

「ぐっ……ァア……」

　ひときわ強く体重を押しこむと、痛みに耐えかねたのか大星が動きを止めた。

　がらくたが散乱する床に倒れたままだった桃花は、乱れたスカートの裾すそを直しながら、大きな瞳を潤ませて紅ぐ蓮れんを見上げている。

「……あ、あの、ありがとうございます……紅蓮さま。助かりました！」

「大したことはしてない。それより桃もも貝がい、怪け我がはしてないな？」

「は、はいっ！　ぜんっぜん平気です、桃もも花かはすごく頑丈ですからっ!!」

「頑丈かもしれんが、女の子だろ。危ない真ま似ねをするな。──とっとと逃げろ、馬鹿」

「……!!」

　ぶっきらぼうな言葉をかけられた桃花の頬ほおに赤みが差した。

「ん、どうした、桃貝？」

「あ、い、いえ……その、初めて女の子扱いしてもらえたなーと……」

「何言ってるんだ。お前は女の子だろう。マスコット的な安心感があるだけで」

「そ、そうですか……えへ、えへへ♪」

「何笑ってるんだ、気持ち悪い」

「いえ、あのその、今の紅蓮さまがすこしカッコよかったと言いますか、ドキッとさせられたと言いますか……」

「よくわからんが、褒め言葉として受け取っておく」

　微かすかな喜びを湛たたえた顔でもじもじと揺れる桃花だが、紅蓮にはその表情は見えない。

　そちらから意識を引き戻すと紅蓮は、肘ひじを極きめたままの大おお星ほしの耳元に顔を寄せ、短く強い言葉で警告する。












「このまま三分間、倉庫から出るな。誓ちかえばこの場は解放する」

「……クソが……!!」

「嫌ならこのままだ。どうする？」

「チイッ……!!　三分、だな？　……わぁったよ！　呑のんでやらァ！」

「放したとたんに襲いかかったり、三分経たつ前に動くようなせこい真ま似ねはするなよ？　この様子は全校に中継されてるんだ、恥の上塗りはやめておけ」

「ッ……!!　この、野郎……ッ!!」

　親の仇かたきでも見るような目で睨にらまれながら、紅ぐ蓮れんはため息と共に腕を離す。

　肘ひじが痛むのだろう、解放されると同時に息をつき、それを手で押さえながら、大おお星ほし大たい成せいは手負いの猛獣じみた顔で、深く重たい唸うなりを上げる。

「……ブッ殺してやる。あとできっちりこの借りは返してやるぜ、砕さい城じよう紅蓮……!!」

「相手はしてやるさ。ただし、後でな。──行くぞ、桃もも貝がい」

「は、はいっ!!　紅蓮さまっ!!」

「クソがっ!!」

　倉庫を出て扉を閉めると、すぐに何かを蹴飛ばす音がした。

　怒りに任せて暴れているらしい大星を置いて、紅蓮は桃もも花かの手をとる。

「お前の手……やけに温かいな、桃貝。それにやたらとプニプニして、柔らかい」

「そ、そうですか……？　あの、わたし、よくわからなくて……えへへ……♪」

「まあ、俺も別に女の子と手をつないだ経験が豊富ってわけじゃないからな。せいぜい比較対象は可か憐れんくらいだが……もっと硬いかと思ってた、腕力的に」

「ひ、ひどいですよう紅蓮さま!?　桃花はこう見えても乙女なんですからね!?」

「日頃の言動を見てると、とてもそうは思えないんだが」

「はううう……」

　しゅん、と小さくなる桃花を連れて、紅蓮は廊下を歩き去る。

「また大星と鉢合わせしたら面倒なことになる。──今のうちに他の場所を探索するか」

「そうですね。いくら怪け我がはしなくても、叩たたいたり蹴ったりするのって怖いですよ」

「あれくらいの奴やつなら何とかいなせるがな……。と、そうだ。何か拾ったと言ってたな。どんなものなのか、一応見せてくれるか？」

「はい。これなんですけど……」

　つないだ手とは反対の手に、桃花が握りしめていたのは大きな鍵だ。

　今風の小さく平たいものではなく、金属の棒に近い古風な錠前の鍵である。錆さびたような色合いのテクスチャが貼はられ、骨こつ董とう品ひんめいた雰囲気を漂わせている。

「価値はいまいちわからんが、重要なアイテムかもしれないな。……借りていいか？」

「はい！　紅ぐ蓮れんさまが持っててくださるとうれしいです。桃もも花かだと落とすかもですし」

「お前って奴やつは、己を知ってるというか、自己評価が低いというか……」

　柔らかな桃花の手を握りながら、紅蓮はそっとため息をつく。

　本来なら、こんな鉄火場に来るような人間ではない。気持ちこそ強いが、向いていない。優しいというよりは甘い性質の人間を巻き込んだことへの罪悪感が抜けそうになくて。

　共感覚モードの人格がわずかに鳴りを潜ひそめて、紅蓮はうつむいた。

「……すまないな、桃もも貝がい」

「え？　ふえっ？　ど、どうしちゃったんですか、紅蓮さま!?」

「別に。巻き込んだ詫わびを言っておきたかっただけだ」

「は、はわわわ……!?　紅蓮さまがやさしーですよ……!?　これはもしかして桃花、近いうちに死ぬのでは……!?　死亡フラグというやつ、なのではないですかー!?」

「いいから行くぞ。楠くすの木きと合流して、別のところを探索したほうがよさそうだ」

　やけに赤くなり、わたわたする桃花を連れて紅蓮は廊下を駆け抜けた。

　ヒントとなる楽譜はフラヴィアに握られたままだが、こちらは鍵を手に入れた。使い道はわからないが、ほぼ同点と見ていいだろう。館やかたの謎なぞ、その全体像はつかめないが──。

「──そろそろ、動くか」

　確信を込め、紅蓮はそうつぶやいた。






●Ｑ．この謎なぞを解くには？　Ａ．まず服を脱ぎます。






「当然です。お兄様が、暴力などという野蛮な手段で負けるはずがありません」

『でも心配なさってましたよね？　さっきすごい悲鳴が聞こえましたけど、佐さ々さ木きです』

「お兄様の身を案じることと、実力を信頼することとはまた別です。……あのゴールデングラサンゴリラには、いつか絶対に思い知らせてやらねば……！」

　デバイスを片手に、超満員の観客席にポッカリと空いた最前列。

　可か憐れんはリアルタイムで遊戯が中継されている大スクリーンを見上げたまま、通話相手に想おもいをぶつけ、胸にわだかまる黒い想いと戦い続けていた。

『それはそうと可憐様、イイネ拡散は終わったのに、なぜ佐々木にお電話を？』

「お兄様の素晴らしさをこうして讃たたえ続けなくては、申し訳なさと無力感に泣いてしまいそうになりますから。穴を掘って王様の耳はロバの耳、と叫ぶようなものですね」

『うわぁ、ナチュラルに外道ですね可憐様。まあ、佐々木はかまいませんけど』

「いいのですか？　確か今、どこかのサークルで姫活動をなさっていると聞きましたが」

『草食オタク系文化サークルで囲って頂いているので、どうも微妙に手を出されなくて。それはそれで楽ではありますが、普通にお話しできるのは助かる、そんな佐々木です』

「そうですか。……助かります。ありがとう」

『いえ。……何度も言いますが、助けて頂いたことには心底、感謝していますから』

　──その後放ほうり出したというのに、義理堅いことですね。

　兄を喪うしない、近くにいた人達皆が戦っている中、ひとりぼっちになって──。

　かつていらないと捨てた相手にすらすがるしかない自分の弱さを、可か憐れんは噛かみしめる。

　いかなる想おもいも痛みも自分だけで抱え、戦い続ける兄、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに比べてあまりに弱い。

　兄を信じる心に微み塵じんの曇りもない。だが、絶対の勝利を確信していても──過程で起きるハプニングやリアルの危機を目の当たりにすれば、心臓が潰つぶれそうな痛みが襲う。

　99％の勝利が確定していたとしても、１％の可能性が恐ろしい。

　その恐怖があるからこそ、絶対の勝利に向けて戦略を組み、戦う前に勝利することこそ、砕城可憐の戦闘戦略。それが一切使えない、ただ見ているだけの状況では……。

（信じていてなお……恐ろしい）

　潰れそうな心臓を抱きしめるように、砕城可憐は祈るように手を合わせる。

　スクリーンの中では、大広間で楓かえでと合流した紅蓮と桃もも花かがロビーに戻り、そのまま足を止めずに応接間の方へ戻っていく。

「ご武運を……どうか、お兄様……！」

　神ならぬ兄に、可憐はただひたすら真しん摯しに祈り続けていた。
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　──同時刻、仮想空間内、不思議の館やかた、応接間。

『隠し廊下の奥にあった鏡を通って、もうひとつの館──鏡の館に着いたよ』

「どんな様子だ？」

『百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず。今、映像で共有するよ』

　皆で話せるようスピーカーモードに設定したデバイスから、朝あさ人との声が聞こえてくる。

　デバイスのカメラを通して撮影された動画がチャットと共に表示される。

　そこには──。

「不思議の館の応接室とほぼ同じ内装だな」

　調度品の配置、ソファや暖炉などの家具も変わらない。

　しかし、間違いさがしのようにデバイスの画面と情景を見比べてみれば、一目でわかる違いがあった。

「その絵……随分と自己主張が激しいな」

『あはっ。やっぱり紅蓮も気づくか。まあ、当然だよねえ』

　胸元の大きく開いたドレス姿の夫人が描かれた絵だ。

　不思議の館では壁にかかっており、隠し部屋へつながる廊下を隠していたその絵は、鏡の館やかたでは壁から外されており、あたかもそこに座っているかのようにソファの座面に立てかけられていた。

「佐さ賀か臣とみの悪戯いたずら……ってわけじゃないんだな？」

『固定化されてるからね。壊すことも動かすこともできない。まあ、逆に言えば──』

「──そいつがヒントである可能性は高いわけだ」

　真の館と偽の館。ふたつ並んだ同じ部屋、その意味は──。

「つまり、このギミックはリアルな『間違いさがしゲーム』ってところか」

『正しい館に偽の館を合わせる……そうすることで何かが起きる、ってことかな？』

「試してみるか」

　朝あさ人ととの通話を中断して顔を上げると、紅ぐ蓮れんは成り行きを見守っていた仲間に声をかける。

「楠くすの木き、桃もも貝がい、そっち側を持ってくれ。絵は幻だが、額縁は実体だ。そこを持てば壁から外せる。ソファに置いて、ふたつの館を揃そろえるぞ」

「はーい！」

「わ、わかりましたわ！　……あら、意外と軽いですわね」

　壁にかけられていた貴婦人の絵画を外した紅蓮達は、三人がかりでそれをソファに置いた。

「画像を見る限り、これで大丈夫だと思いますけれど……」

「ああ。だが……何も起きないな」

　デバイスのチャット画面に映る鏡の館の画像と、不思議の館の応接間を見比べる。

　絵画の位置や角度もきっちりと揃えたが、何も起きる様子はない。

『おかしいね。考え方は間違ってないはずだけどな』

　朝人が訝いぶかしげに言った。

（いや、違う。これは、間違ってたんだ）

　冷静に間違いを分析していた紅蓮が頭の中で正解にたどり着いた、そのとき。

『──……鏡は正なり。ウサギは偽なり……──』

　聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こがふいに口を開いた。

「あんたもわかったか、聖上院」

『──ええ。そちらは、偽の館。偽の館に真実を置くことが正解とは、限らない……』

　聖上院姫狐の掠かすれた声がデバイスから響く。

　それを受けて紅蓮は小さくうなずくと、指し揮き杖じようのように立てた人差し指を振った。

「つまり、あちらとまったく同じにしたのでは意味がない。偽の館にふさわしく──このソファに座るべきなのは、『偽物の貴婦人』だ」

「は……!?　紅蓮さま、なぜ、そんなことがわかるんですの!?」

「今持ってるその絵についたプレートを見ろ。タイトルが書いてある」

「タイトル……」

　はっ、と顔を上げ、楓かえでは慌てて額縁を覗のぞき込こむ。

　プレートに彫り込まれた文字は『本物の貴婦人』──。

「『本物』だから、ダメなんだ」

　すべてを見通す力──共感覚モードの『眼め』を、極度の集中によって輝かせて。

「偽の館やかたにふさわしい、鏡の館のそれと対になる偽の貴婦人をここに座らせること……。それがこの、『鏡の館の間違いさがし』の本質、次につながるフラグだ」

「なるほど……。わかりました、紅ぐ蓮れんさま！」

　授業の答えがわかった小学生のように手を上げて、桃もも花かが言う。

「そういうことなら、楓さんをそこに置いてみればいいんじゃないでしょうか。すっごくお嬢様っぽいのに中身はけっこう残念ですし、ニセモノとしてクオリティ高いですよ？」

「何ということを！　わたくしはれっきとした選良、楠くすの木き建設の令嬢ですわよ!?　断じてニセモノなどではありませんし、クオリティも高くありませんっ!!」

　紅蓮は、怒りのあまり語尾を上げる楓に素っ気ない視線を向けた。

「そう言うな。物は試しだ、座ってみてくれ、楠木」

「……それで本当に仕掛けが動いたらクオリアを訴えますわよ。もうっ……」

　と、言いつつさして強く抵抗もせず、楓はいそいそとソファに座り、ポーズをとる。

　描かれた絵と構図を揃そろえ、深く腰かけ、足を組み、胸を強調するように座った姿は──。

「あれ、何も起きないですよ？」

「と、当然です！　わたくしは本物の貴婦人なのですから。……ほっ……」

　残念そうな桃花と、なぜか深く胸を撫なで下おろす楓を眺めながら、紅蓮は思う。

　基本的な考えは合っているはずだ。ならば恐らく、間違っているのではなく……。

（──足りない？）

　鏡の館の応接室の光景と目の前の光景とをつぶさに見比べて、紅蓮は目を細めて思考する。そして、数秒後──彼は口を開いた。

「クク。なるほどね。クオリアも粋な真ま似ねをしてくれる」

「な……もう次の解答を思いついたのですか、紅蓮さま？」

　あまりに迅速な思考速度に驚いて楓は訊たずねた。

　紅蓮はああとうなずき、視線を二階がある上の方へと向け、確信を持ってこう言った。

「鍵は、寝室にある」
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　──不思議の館やかた二階、階段踊り場。

「まるで高級ホテルのようですわね……」

　螺ら旋せん階段を上った先にあったのは、ローマ数字で番号の振られた客室だ。

　ⅠからⅩまでの十部屋はコピー＆ペーストで増やしたようにほぼ同じ様式で統一され、どれも長く使われた形跡がなく、塵ちりと埃ほこりにまみれている。

　が、

「……誰かが調べた感じが残ってるな。クロゼットやドアノブに拭ふいた跡がある」

「恐らく、真っ先に階段を上がった水みず葉はさんですわね。今はいないようですが──」

「とうに調べ終わって他を調べてるのかもしれないな。入れ違いか」

　客室の間取りは簡単だ。セミダブルのベッド、鏡つきの化粧台にデスクとクロゼット。バスルームやトイレはなく、シーツはかび臭かったが生活感はまったくない。

「こちら側にも通路がありますわ。──『遊戯室』に『書斎』」

「『大浴場』もあるんですね。楓かえでさん、入ってきたらどうですか？」

「はあっ!?　いきなり何を言いますの？　全校に中継されている真っ最中ですわよ!?」

　遊戯室と書斎、ふたつ並んだドアから廊下を挟んだ反対側に、大きな入り口がある。

　扉はなく、壁にかけられた燭しよく台だいのぼんやりとした明かりに映る簡素な脱衣所、その奥には豪ごう奢しやな大理石で作られた浴場があり、目隠しの衝つい立たてをのければ奥まで見通せる。

　バスタブは涸かれており、湯は入っていない。しかしシャワーブースと敷居のカーテンはそのまま残っており、ぽたぽたと垂れる水滴を見るかぎり使えそうだった。

「それはそうなんですけど、楓さん、全身べとべとじゃないですか。その制服、最初見たときは殺人現場かと思いましたよ？　返り血っぽい感じに真っ赤ですもん」

「こ、これはワインですわ！　……クオリアも、こんな感覚まで再現しなくても……」

　悔しげに唇を噛かみながら、楓が濡ぬれた身を隠そうとした。

　あの時、フラヴィアが天井に叩たたきつけて割ったワインの染みは、紅ぐ蓮れんにかばわれたとはいえ制服に深く染みついている。

「俺からも命令だ。楠くすの木き、ちょっと風呂に入ってこい」

「ぐ、紅蓮さままで!?　わ、わ、わたくしに、全校生徒に裸を晒さらせと言うのですかっ」

「詳しい日付は忘れたが、だいたい一か月ぶり二度目だな。何か問題あるのか？」

「あ、ありまくりですわ！　そもそも貴方あなた、ついさっきは安易に肌を晒すなと……！」

　──『自分を安売りするな』と言ってくれた紅蓮のひとことが、まるでピンチを救ってくれる王子様のようで、とてもうれしく感じたというのに！

　今は何な故ぜか真逆のことを命じられ、楓は真っ赤になって反はん駁ばくする。

「安売りするなと言ったんだ。状況が一切変わらないのに自分の価値を貶おとしめるのは愚おろかだ。だが、高く売れるときには迷わず売るべきなんだよ」

「な……」

　冷たい言葉に『覚悟』を感じて、ぞっとするような感覚を楓かえでは覚えた。

　この男ならするだろう。必要と思えば殺人だろうが痴漢だろうがやる。命よりも大切な、家族がかかったこの遊戯に勝つためなら。自分のストリップを止めたのも、それだ。

　──あの時は必要がなかったから止めただけ。

　では、今は？

「……わ、わたくしが脱ぐことで……何か、得られるものがあると言うのですか？」

　赤面しながらおずおずと訊たずねた楓に、紅ぐ蓮れんは間髪入れずに答える。

「ある」

　断言し、紅蓮は寝室のひとつに足を踏み入れると、まるで我が家の如ごとく容赦なく、室内を物色し始めた。そしてクロゼットの中からある物を取り出し、戻ってくる。

「お前には、これに着替えてもらいたい」

　紅蓮が顔の前に高々と差し出したそれは、一着のドレスだった。

「ドレス……？」

「制服姿のお前は『貴婦人』ではなく『学生』だ。あのギミックを発動させるためには、絵画と同じドレスを着る必要があると、俺はそう考える」

「……！」

　紅蓮の推理に、楓はハッと顔を上げる。

「試してみる価値はあるだろう。──やってくれるか？」

　砕さい城じよう紅蓮の鋭するどい眼めを見つめながら、楠くすの木き楓は想おもう。

（わたくしは……わたくしは、何という、甘い……！）

　勝つためなら何でもできると誓ちかった。それは嘘うそではない。

　今の砕城紅蓮は、合理性の怪物だ。勝つために必要なら、文字通り何でもするだろう。

　自分もそうなりたい、そうありたいと思ったはずなのに──。

（不要な時にいらぬ恥をかき、必要な時にためらう。……勝てるはずが、ありませんわ）

　楓と紅蓮の関係は、仲間であっても友達ではなく、恋人でも家族でもない。

　恩人であり、師。その人間の提案や忠言に耳を貸さず、強くなるための機会を逃すなどあってはならないことだ。

　彼が必要だと言い、彼が望んでいるというのなら、恥をかくぐらい何でもない！

「わかりましたわ、紅蓮さま。──楠木楓、謹つつしんでお脱ぎいたしますっ」

「そうか。感謝するよ、楠木」

「はい……！」

　決意をこめてうなずく楓に、紅蓮は不意に声をかける。

「……ところで楠木。クオリアの個人設定を変更できることは知ってるか？」

「え？　そんなことが、できるんですの？」

「できる。目を閉じてウィンドウを表示すればいい。主にアバター画像を更新したり、ゲームに影響する雑音を省く機能だが……中に、プライバシー設定があってな」

「プライバシー……？　ま、まさか!?」

　慌てて楓かえでは瞼まぶたを閉じる。すると暗転した視界の中に、デジタルな表示が浮かぶ。

　いくつかの選択肢から『プライバシー設定』を選択し、中のコマンドを見ると──。

　プライバシー非表示設定（ＯＮ／ＯＦＦ）の文字が。

「……設定をオンにすれば謎なぞの光が出て、やばい部分を隠してくれる」

「い、意地悪ですわ!!　なぜもっと早く教えてくださらないのです、もうっ！」

「悪いな。まさかその程度も調べてないとは思わなかった」

「これではまるでわたくしがバカみたいではありませんか……。本当に、本当に……」

　脱ぎかけた自分に上着をかけてくれた、あの時のように。

　ただ甘やかすのではなく、ギリギリまで追い込んでから手をさしのべてくるやり方は、ずるいと思う。意図してやっているのか、それともただ不器用なだけなのか。

（……わからない、ですけれど）

　とくん、と胸を打った感情の正体が、楓にはまだわからなかった。
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「ほ、本当に見えていないのでしょうね？　嘘うそではありませんわよね？」

「大丈夫ですってば、楓さん。おっぱいが予想以上に大きいのはわかりますけど、先っぽの大きさとか色とか形とか、そういうのは隠れてます。バッチリです！」

「な、生々しく言わないでくださいまし、桃もも花かさん!!」

　そんな、ドタバタとした会話を前に。

「……なあ。どうして俺まで浴室に連れ込まれてるんだ？」

「み、見えないのでしたら、コソコソする必要はないでしょう!?　水着と同じ程度なら、見えても恥ずかしいことなどありませんし、それに……」

　青ざめた顔でチラチラと周りを見回す楓に、紅ぐ蓮れんは呆あきれたような目を向ける。

「……怖いのか？」

「し、仕方ないでしょう!?」

「ホラー映画の洋館みたいですもんね、ここ。仲間と別れてひとりでお風呂に入るとか、殺人鬼フラグですよ、桃花は詳しいんです。特に楓さん、襲われそうな顔ですし」

「じ、自分でも薄々そう思っているだけに、余計に腹が立ちますわね……」

　わざわざ連れ込まれた風呂場、湯気がたちこめる中、紅蓮ははあとため息をついた。

　もちろんその必要がないので彼は脱いでいない。

　とはいえ同年代のクラスメイト女子ふたりの裸を前にして、その事実は何の慰めにもなっておらず。

「ぜ、ぜ、ぜ、絶対にこっちを見ないでくださいませね!?」

「そう思うなら脱衣所にいさせてくれ」

「だだだ、駄目ですわ!!　いざ亡霊に襲われたら、桃もも花かさんだけでは頼りないですっ」

「えぇ～、桃花、幽霊なんかに負けませんよ？」

「あなた物理攻撃特化の格闘タイプでしょう。幽霊タイプに勝てるとは思えませんわ！」

「……俺だって本物の幽霊が出たら勝てないっての」

　呆あきれたように言いながら紅ぐ蓮れんは肌色景色からわずかに目をそらす。

　立ち込める湯気に隠れてシャワーを浴びる楓かえでの姿は、目の毒だった。

　裕福な家のお嬢様らしい、しなやかで起伏に富んだ体つき。不自然なまでに濃い湯気で、肌そのものは見えないが、ボディラインだけはやたらとクッキリ影絵のように見える。

　なまじ隠している分、見る者によっては劣情をそそられる光景になっているのだが、楓がそれに気づくことはなかった。

　しかも何な故ぜか桃花まで一緒になって入浴している。

　普通の思春期男子であればこの上なく美お味いしいシチュエーションであろうが──。

　今の紅蓮に、浮ついた感情を抱くことなどできなかった。

（……さて。生徒会の動きは。鏡の館やかたの探索状況は……）

　ふたりに背を向け、視界から裸が消えた途端、脳内のスイッチが綺き麗れいに切り替わる。

　頭を占めているのは、勝負の流れ、遊戯の行く末のみ。

　そういえば、と思い、紅蓮はデバイスを素早く操作する。

『──……もしもし。どうしたの、砕さい城じよう紅蓮……──』

「ちと隙すき間ま時間ができたんでな。その間に情報収集しておきたいんだ。生徒会役員についてなんだが──」

　紅蓮は声をひそめて、神妙に切り出した。

「Ｓランク２位のフラヴィアって女と出くわした。──あの怪物について、教えろ」

『──……怪物。その認識は、正しい……──』

　返答する姫ひめ狐この声も心なしか緊張していた。

『──……フラヴィアは、正真正銘の聖女。神に愛された、女。彼女はまだ、一度も遊戯で負けていない……──』

「一度も？　あの若白髪しらが……白しろ王おう子じ透とう夜やにも勝ったのか？」

『──……否定する。フラヴィアの力は、本人の望む運命を引き寄せる豪運。透夜に勝つことを本人が望まない限り、絶対に勝てない。敗北こそが望みであれば、神様はそれを叶かなえるから。そして透とう夜やは、必ず勝てる勝負を好まない……──』

「ああ、なるほど。あのふたりはまだ一度も戦ってないわけだ」

『──……私は、一度だけフラヴィアとやった。でも、もう二度と、あの女とは戦いたくないと、そう思った……──』

　機械じみた少女の声に、明確な畏い怖ふの感情が宿っている。常に冷徹な印象のある彼女には珍しかった。

「裏技の実力込みならあんたの方が上に見えるが」

『──……実力は上、だから恐ろしい。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、想像してほしい。絶対に勝てない格上の相手と戦うことになったとして。どんな幸運があれば、勝てるか？……──』

「どんな豪運も圧倒的な実力でねじ伏せる奴やつは存在する。もし、ラッキーマンがそいつらに勝てるとしたら……そうだな、事故か何かで相手が死ぬしかない」

『──そう。フラヴィアとカルタをしたとき、私は急な過呼吸に襲われた──』

「おいおい、神様ってのは、平気で盤外戦術を仕掛けてくるんだな。それも、とびっきりオカルトで、性質の悪いやつだ」

『──……砕城紅蓮は強い。だからこそ、フラヴィアと戦えば、神の呪のろいが降りかかる恐れがある。くれぐれも、気をつけて……──』

「……あいよ。情報ありがとな」

　礼の言葉を告げて、紅蓮はデバイスの通話を切った。

　フラヴィア・デル・テスタ。ひと目見た瞬間から危険人物だとわかっていたが、まさかこれほどの怪物だとは。

　直接対決の時までに、どうにかして心臓を止めながら遊戯を続ける方法を考えておかないとな──。などと、冗談とも本気とも言えないことを考えていると。

　ふたたび入浴中のふたりの会話が耳に入ってきた。

「うわぁ……。何というか、うわぁ……。楓かえでさん、おっぱい重くないんですか？」

「ほ、本気で引かないでくださいません？　……重いですわよ、たまに嫌になりますわ」

「ですよね。下着も可愛かわいいのがありませんし、走ると引っ張られて痛そうですし」

「それはありますわね。下着はだいたい海外から買い付けていますわ」

「……えいっ」

「ひゃああああああああうぅあぅぇっ!?」

　ふいに楓の絶叫が響き渡った。

　その声に紅蓮の思考チャンネルがふたたび切り替わる。

「……おい、何やってんだ」

「ななな何でもありませんわ！　ふ、振り向かないでくださいまし！　──桃もも花かさんっ、いきなり淑女の胸を揉もみしだくなど、いくら女同士とはいえ許されざる悪行ですわよ!?」

「いえ農家の娘としての本能が……ウチは畜産はあまりやってなかったんですけど、それでも牛ぐらいはいましたし」

「女同士だからとかでなく、乳牛扱いで触りましたの!?」

「まあまあいいじゃないですか。……昔、桃もも花かからあんなにムシったんですから。これくらいはご愛あい嬌きようということで」

「う……あ、あなた、ぽわぽわした顔して意外と根に持つタイプですわね……」

（……まったく、呑のん気きな奴やつらだ）

　女子同士の戯れる声を背中に聴きながら、紅ぐ蓮れんは呆あきれたように頭を掻かいた。

　深刻な遊戯の中にあっても色あせることない日常力を見せつけるあたり、能天気というかなんというか。こと日常力に関しては桃花に勝る者はいないなと思わせられる。

　そうして入浴を終え、三人は脱衣所に移動した。

「……桃花さん、後ろのホックを留とめてくださいまし。それと、コルセットを……」

「何ですか、これ？　剣道か何かの防具みたいですけど」

「それをお腹なかに巻いてひもで留めて、くびれた腰を作るのです。知らないのですか？」

「腹巻なら毛糸が一番ですよ。お腹が冷えなくていいです」

「……根本から機能が違いすぎますわよ、それは」

　後ろからのそんな声を聞かなかったふりをして、紅蓮はそっと目を伏せた。

　──あとで可か憐れんがどんな顔をするか、想像するだけで怖おそろしい。

　きっと真っ赤になって怒ってすねるだろう。その光景はありありと頭に浮かぶ。

『お兄様の前で何とハレンチな……教育が必要ですね、この無駄乳ホルスタイン！』

『桃花さん。止めるべき貴方あなたが一緒になってどうするのですか？　……役立たずの番犬に与える食事はありません。お腹をすかせて反省しなさい！』

（……こんな感じか。いや、もう少し過激になる、か……？）

　可憐のセリフを、頭の中で摸倣エミユレートする。

　意図してのことではない。遊戯という極限の環境において、紅蓮の脳内では無意識に、自動的に走り続けている反射的なプログラム。対戦者の意識、思考を読む動きの一環。

（どれだけ、もつ？　長引けば、耐えられるか？）

　砕さい城じよう紅蓮は最強だと、皆が言う。

　だが、そうではないことを、ただ紅蓮自身だけが、知っている。

（昔、水みず葉はと出会った時の俺は、ずっと世界を読み続けていられた。二十四時間３６５日、毎日毎時毎分毎秒、完かん璧ぺきにだ。今の俺にそれはできない。──苦痛すら感じる）

　だが、そんな弱よわ味みはひとすじも浮かべず、無表情を貫いて。

「あれ？　何か部品が余りましたよ、楓かえでさん。これ、どこにつけるんですか？」

「ひゃうっ!?　へ、変なところに入れないでくださいまし、桃花さんっ!!」

「……やれやれ」

　そんな会話を聞き流しながら、肩をすくめた。





　＊






『──サブクエスト【貴婦人探し】達成を確認。報酬を提示します』

　システムメッセージが響き、何もなかった空中に一冊の本が出現した。

　重力を無視したようにふわふわと落下するそれを紅ぐ蓮れんが受け止めると、わずかな重みが唐突に現れる。

「やりましたわ……！　間に合ったようですわね！」

　着替えを済ませた紅蓮達一行は、間髪入れずに応接間へ戻った。

　燃え続ける暖炉の薪まき、壁から外した絵画の位置もずれていない。部屋を出たあと、他の誰かがいじった様子はなく、留守中生徒会メンバーが手を加えた様子はなく。

「今回は遅れを取らずに済んだな。──念のため桃もも貝がいにも着替えてもらったが、楠くすの木きだけでも問題なかったな。面倒をかけてすまん」

「いいですよう。それよりその本、何て書いてあるんですか？」

　興味津々、といった様子で身を乗り出してくる桃もも花かに、紅蓮は苦笑する。

　貴婦人のドレスに着替えた桃花と楓かえでは、隣り合って咲き誇る花のようだ。

　デザインは同じ、胸元を大きく開けたヴィクトリア朝風の豪ごう奢しやな衣装。緊張した面持ちで互いの手を結び合い、寄り添う姿は姉妹のようでさえある。

（比較的条件が緩くて助かった。楠木でだめなら、面倒になるところだった）

　部屋を訪れ、絵に描かれた貴婦人のポーズを着替えた楓にとらせたところ、ほとんど間髪入れずにシステムは反応し、報酬らしき本を手に入れることができた。

　服装だけでなく体型や髪型まで似せる必要がある可能性を考えて桃花も着替えさせたが、どうやらドレスだけで問題なかったらしい。

「ふーむ、本の形をしてはいるが、中身は真っ白だ」

「まさか……こんな苦労をして手に入れたのが、偽の手がかりだとか申しませんわよね」

「いや、それはないだろう。おそらくタイトルの方に意味があるパターンだ」

　革で装丁された立派な本の表紙には、金で印字されたラテン語。訳するなら──

「──『十二時の鐘が鳴るまで魔法は解けない』？」

　口にした瞬間、思わぬ出来事が起きた。

　……ズゥンッ!!

「きゃあっ。じ、地震……ですの!?」

「ＶＲ空間でそれはない。まるで何かが崩れたみたいな揺れ方だったが……」

「そ、そんなぁ……！　古い建物だとは思いましたけど、まさかの欠陥建築ですか!?」

「まさか。恐らくこのタイトルを読むことが、イベントのトリガーとして設定されたフラグだったんだろう」

　館やかた全体を襲った振動は、かなり近くに感じた。

　トリガーを達成したことでイベントが起きたことは間違いないが、見た限りこの応接間に変化の様子はない。紅ぐ蓮れんはデバイスに指を滑らせ、鏡の館の朝あさ人とに電話をかける。

「朝あさ人と、そっちはどうだ？　何か変わったことは……」

『通信が切断されました。通話をおつなぎすることはできません』

　──プツッ、と音をたててシステムメッセージが途切れる。

　デバイスの画面に表示された連絡先。

　朝人と姫ひめ狐こを示すアイコンに通話不能を示す『×』マークがあるのを確認すると、紅蓮はこみあげてくる嫌な感情を隠すような無表情でふたりに向き直った。

「あちら側にいるふたりと通話できない。絵の方はどうだ？」

「あ！　……隠し部屋に、入れなくなってるみたいです！」

　隠し部屋への通路につながっていた絵に触ってみると、さっきまでたやすく突き抜けたはずのキャンバスが、確かな実体を持って押し返してくる。

「鏡の館との連絡が遮断された……それが『魔法』の正体か？」

「ゴーメンガースト、不思議の国のアリス、次はシンデレラ。節操がありませんわね」

「まったくだ。何が起きたかわからんが、ここじゃ確認できないな……行こう」

「は、はいっ！」

　緊張した面持ちの桃もも花かと楓かえでを連れて、紅蓮は応接室のドアをくぐる。

「──こいつは……!?」

　重苦しい静寂に包まれていたはずのメインロビーに、大きな変化が起きていた。

　先ほどの振動によるものだろう、並んでいた調度品、飾られていた鎧よろいなどが崩れている。衝撃の大きさを伝えるように壁の一部が崩れ、熱のこもった風が吹いていた。

　壁の穴から漏れる赤い光。そこから見える風景は、建物の陰に隠れた向こう──館と館をつないでいた隠し廊下が、地獄のような業火によって塞ふさがれている光景だった。

　そして、揺らめく炎の輝きに照らされる中──。

「なるほど、時計もないのに『十二時』なんてどうわかるのかと思えば……」

　ホールの中央に現れたのは、大きな古い振り子の柱時計。

　針が示す時刻は十一時五十九分頃、十二時を指すギリギリで静止しており、文字盤の下の大きな振り子も、斜めに傾かしいだまま止まっていた。

「何が起きたかと思えば。どうやら、もうひとつの館への道が断たれたようですね」

　そのとき螺ら旋せん階段の上からたおやかな声が響く。

　見上げると数人の男女がそこにいた。フラヴィア・デル・テスタ、大おお星ほし大たい成せい、佐さ賀か臣とみ仁じん、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら──水みず葉はを除く生徒会の面々だ。

「揃そろってお出ましか。どこにいたか知らないが、ずいぶん反応が早いじゃないか」

「チッ……。口の減らない野郎だぜ。ッたくよお！」

「吼ほえるな、大星。……どうやら、あちら側との連絡通路が潰つぶれたらしいな。──御み嶽たけ原ばらは孤立したか」

「ふ～ん。ま、いいんじゃない？　腐ってもＳランク、自分の面倒は見られるっしょ☆」

「救出に行く義理もない。何、さほど待たずとも戻ってくるはずだ」

　猛たける大星大成に対して、由留木由良と佐賀臣仁は冷静そのものだ。

　佐賀臣は眼鏡めがねを光らせ静かに場を観察した。

「ロビーに出現した柱時計は、今の状況を示すものか。秒針も分針もまったく動かない。完全に静止しているな」

「あンだよ、仁クンよ。それがどうしたってンだ？」

「わからないのか、大星。他の時間ならともかく、十一時五十九分──十二時の直前で止まっているんだぞ？　何らかのフラグであることは間違いない。あの時計の針が十二時を指した時、状況を動かす何かが起きる──そう見るのが自然だ」

「はーン、なるほどねェ」

　佐賀臣の推理を聞いて大星が感心したように顎あごを撫なでる。

　紅ぐ蓮れんの小脇をちょちょいと小突き、桃もも花かが青ざめた顔で囁ささやいた。

「い、いいんですか、紅蓮さま。めちゃめちゃバレてますよっ」

「うーん……ま、いいんじゃないか？」

「軽っ！　軽いですね！　桃花、必死で情報を隠そうとポーカーフェイスしてたのにっ」

「いや普通に顔に出てるっての。──心配しなくても、どうせ隠す意味なんてない。ここから先は俺達だけじゃ絶対に解けないからな」

「えっと……それって、生徒会チームと力を合わせないと解けないってことですか？」

「どうだかな。ただ、動かない時間。不思議の国のアリスがゲームの下敷きになってるのなら、こいつは──イカれ帽子どものお茶会だ」

「アリスの、お茶会……ですか？」

「ああ。本編を読めばすぐわかるが……イカれた帽子屋達が、時間の止まった世界の中で終わらないお茶会を開いている、そんなシーンがあるんだよ」

「ふふっ……思った通り、親切な方ですね。まさか答え合わせまでしてくださるとは」

　割り込むようにそう言ったのは、フラヴィア・デル・テスタ。

「わかりきった情報を隠すだけ無駄だ。あんたなら見た瞬間に悟ってるだろう？」

「それは買かい被かぶりと言うものですよ。私が知っていることといえば──」

　紅ぐ蓮れん達に手を振ると、奇妙な修道女は螺ら旋せん階段をゆっくりと降りてくる。

「『日』の概念はあれど、『時』や『分』を失った世界での、何もないお茶会。……あのお話では、朝の九時なら授業の始まり、晩ご飯なら午後一時半、でしたが──」

　柱時計の蓋ふたを開け、文字盤に手を伸ばす。

　指で針を動かそうとするが、引いても押してもまったく針は動かなかった。

「動きませんね。もしかして……時を動かすには何か条件があるのでしょうか？」

　いかにも驚いたようなわざとらしい声。

　だがその奥底に隠されたわずかな愉悦を、紅蓮は見逃すことなく嗅かぎ取った。

「──あんた、知ってるな？」

　それは『遊戯』に臨む紅蓮のみの閃ひらめき──共感覚シナスタジアの囁ささやき。

　嘘うそや罠わなを知らせるサインはフラヴィアにはない。ただお人よしの娘が困り果てているようにしか聞こえない、テンプレじみた反応だが。

「まあ、そんな。どのような根拠があって、そのようなことを？」

「とぼけるなよ、時間の無駄だ」

　だからこそ、紅蓮はそれを疑う。

「パフォーマンスが大おお袈げ裟さにすぎる。不自然さを感じさせない演技力は大したもんだが、脚本が臭すぎるな。そのあたり、あんたには才能がないらしい」

「ふふっ。……そうかもしれませんね。根が正直なものですから、なかなか」

「悪びれもせずあっさり認めるあたり、救いようがないな。話してもらおうか」

「生あい憎にくですが、そうも参りません。こちらが独占している情報が欲しいのなら、対価を支払って頂くべきでしょう。そう、たとえばそちらの抱えているお金を──」

　聖職者は、ベールを跳ねあげるように首を振る。

　赤々と光る炎に、際立って整った顔を火ほ照てらせ、不気味な陰影を刻みながら。

「──２０００万円ほど頂きましょうか。取引が成立したら、情報をお売りしましょう」

　言って取り出したのは、小さく折りたたんだ黄色い紙。

「大広間にあった楽譜か。それがあんたの情報源、ってことか？」

「そうなりますね。すでに私達は得ている情報──せめてものハンディキャップとして、お売りしても問題ないでしょう」

「ハンデ、ね。……嘘臭いなんてもんじゃないな。罠わなの臭いしかしないぜ、シスター」

「信じて頂けないのは、貴方あなたの心に不浄があるから。同情いたします♪」

　言葉の針を突き刺さし合あうような皮肉のやりとり。

　そんな中、紅蓮の背にかばわれていた楓かえでは、慌てたように耳打ちした。

「紅蓮さま……！　２０００万円なら、悪くない取引ではありませんか？」

「バカ言うな。手持ちの資金は、そんな簡単に吐き出せるもんじゃない」

「ですが、今……わたくし達は圧倒的に不利ですわ。情報が独占され、こちらが握っているものはほとんどありません……！」

　頼みの綱だった『貴婦人探し』の達成は状況を動かしただけ。

　そのメッセージについても、今しがた語られたように秘匿する価値はほとんどない。

　たとえ手遅れだろうと、勝つためには手がかりが欲しい！

「買うべきでは、ないのでしょうか？　……よければ、わたくしの資金から……！」

「いらない。信用できないからな。未探索のエリアも残ってる、手詰まりになってからで充分だろう。焦る必要はない」

「……そう、でしょうか……？」

　絞り出すように楓かえでがつぶやき、うつむく。

　その様子を見たフラヴィアは、そっと自分の頬ほおに手をあてながら言う。

「信じて頂けないのでは、しかたありません。残念ですが──では、お先に」

　丁寧に一礼すると、フラヴィアはふたたび二階への螺ら旋せん階段を上る。

　他の生徒会メンバーも共に歩きはじめ、その靴音が遠く消えるまで待ってから。

「……本当に、大丈夫なのでしょうか。ここで遅れをとってしまえば……負けるようなことがあれば……もう、二度と、あなたは……!!」

「可か憐れんに、会えなくなる」

　短い返事にこもった重さに、楓は息を詰まらせた。

「っ……。それが、わかっているのなら、なぜ……!?」

「本当に価値のある情報なら、２０００万は安すぎる。──お互い手持ちは２億ある、俺なら最低、億は要求する。あっさり出せる金額を提示する時点で、罠わなだ」

「……罠。そう、なのでしょうか……」

「お得感がありますよね。三千円だと悩みますが、二千円ならいける気がします！」

「ケタがだいぶ少ないが、間違っちゃいないな。とりあえず、鏡の館やかたにいる朝あさ人と達とも連絡が取れない以上、こちら側でできることを探すしかない。行くぞ」

　あっさりと言いながら、紅ぐ蓮れんは歩き出す。

「一階で探索しきれていないのは大広間の隣、倉庫とキッチン。二階は遊戯室と書斎が、ほぼ手つかずだな。倉庫は鍵を拾ったが、一応ちゃんと調べたほうがいい」

「そう、ですわね──」

　楓の声がやけに離れたところから聞こえ、紅蓮は振り向く。

　トテトテとついてきていた桃もも花かの不思議そうな顔を通り過ぎ、その背後──先ほど話していた場所から動かずに、ドレス姿の楓が、キッと顔を上げて。

「ここからは、別行動いたしませんか？　紅蓮さま……！」

　追い詰められたような声で、そう言った。






●傷まみれのシンデレラ






　──このままでは、勝てない。

　不思議の館やかた二階、書斎。古こ色しよく蒼そう然ぜんとした本棚にかび臭い古書がぎっちり詰まった空間で、楠くすの木き楓かえでは焦りを露あらわに、手がかりを求めて片端から本を調べていた。

　着替える暇もない、貴婦人のドレスのまま。

　心臓が早鐘を打ち、あの敗北以来やめていた悪い癖──苛いら立だちを紛らわすため、右手の爪つめを噛かむのがやめられず、アバター故の鈍にぶい感触のせいで癒いやされることもなく。

「生徒会は、どれだけの情報を握っていることか……！」

　思えば、先んじて応接室に入っていたはずの佐さ賀か臣とみ仁じんが『貴婦人探し』を達成せずに、こちら側に戻っていたことそのものが、重要度の低さを示唆しているのかもしれない。

「あれはヒントではなく、状況を動かすギミック。ならばそれを動かす前に全力で探索を進め、情報を握って優位に立つ……そういう、戦略だったとしたら……！」

　思えば思うほど、自分の推測が当たっているのではないかと思えて、怖くなる。

　大広間でフラヴィアに出し抜かれ、奪われた『楽譜』──それが何を意味しているのか、考えるだけで恐ろしい。その情報アドバンテージを彼らは生かし、次々と情報を得ているのではないか。だからこそ、あれだけの余裕を持って自分達を見送ったのでは？

（……考えれば、考えるほど……沼に……！）

　ずぶずぶと思考が泥沼にはまっていく気がした。

　焦りに突き動かされるようにデバイスを操り、紅ぐ蓮れんにコール。通話がつながり──

「紅蓮さま、桃もも花かさん、そちらはいかがですか？　何か、手がかりは……！」

『こちらは一階、大広間の奥を調べてる。ひどいありさまの倉庫とキッチンだ。今はまだ成果はないな。焦らなくていい、注意深く調べてくれ』

「はい……。できるかぎり、努力、いたしますわ……！」

　──声を聞いてなお、楓の不安は消えない。

　紅蓮とともにあれば大丈夫、あの時とき任とうミミとの遊戯のように、奇想天外な、自分になど予想もつかない方法で最後には勝つ。勝ってくれる。

（そう、思うのに……！）

　恐怖は抜けない。

　凡人なのだ。どうしようもなく、楠木楓は凡人なのだ。

　最後には勝てる勝負だと思っていても、敗北が恐ろしい。だからこそ紅蓮に無理を言い、不安がる桃花を突き放して、少しでも情報格差を埋めるべく手分けして探索している。

「もう、二度と……負けたくない。負けるわけには……あんな、あんな風には……っ!!」

　かつて敗北し、ありとあらゆる人としての権利を奪われ、隷徒に貶おとしめられた日々。

　全裸同然の恰かつ好こうで学校を徘はい徊かいさせられ、調教まがいの苛いじめを受け、プライドを砕かれた。

　正直、今も夢に見る。紅ぐ蓮れんにも、可か憐れんにも、桃もも花かにも秘密の深い傷。今も夜中に恐怖に怯おびえ、ベッドから跳び起きては泣くことがある、どうしようもないトラウマ。

「絶対に、勝ちますわ。楠くすの木き財閥の令嬢たる、このわたくしの名誉に賭かけて……!!」

　強い言葉は、不安の裏返しだ。

　自分を鼓舞するように、誰もいない書斎で吐き出した血のにじむような声は。

　どうしようもなく虚むなしいまま、からっぽの部屋に虚うつろに消えていき、

「──お前には無理だ、楠木。勝ち組人生なんか諦あきらめて、男に股またを開いて生きてけよ」

「え……？」

　横合いから突き刺ささった言葉が、鼓舞した心を破裂させた。

　その声は、聞きなれた男性の声。

　今は誰よりも信頼し、頼れる仲間と認識している男──紅蓮の声で、何かひどく心ない言葉を浴びせられたような気がして、楓かえでは蒼そう白はく顔で振り向いた。

　すると、そこには──。

「なーんてね☆　うぷっ、ビビっちゃった？」

　砕さい城じよう紅蓮、ではなく、ギャル風の軽めの女生徒──生徒会役員の由ゆ留る木ぎ由ゆ良らがいた。

　彼女は顔の横で三本の指を立てたギャル独特のピースサインをしながら、

「どう、声優の本気。イケメンボイスも完かん璧ぺきっしょ？」

「な、なんて悪趣味な……！　紅蓮さまがあんなこと仰おつしやるはずないでしょう！」

「えー、どうかなぁ。案外、本音を代弁しちゃってるかもよん？　だってぇ──」

　由良は楓の耳元に顔を寄せると、紅蓮の声でふたたび囁ささやく。

「俺はお前のこと、これっぽっちも信用してないからな。お前みたいな雑ざ魚この面倒を見るくらいだったら、いっそ堕おちるところまで堕ちてくれた方が気楽だよ」

「……ッ!!」

　あまりの恐怖に背筋がガクガクと震え、楓は後ずさる。

　声は個人を認識する上で、重要な役割を果たしている。

　たとえば目の前のアバターが絶世の美少女だとしても、ボイスチャットが野太い男の声であれば、相手のことは男と認識せざるを得なくなるものだ。

　ゆえにそこにいるのが由留木由良だとわかっていても、紅蓮の声で罵ののしられるのは、心が悲鳴を上げるほどに痛かった。

　──声帯模写ボイス・ステイール。

　若くして彼女をトップ声優にのし上がらせた、異端の才能。

　由留木由良はまさに、声の魔術師とでも呼ぶべき存在だったのだ。

「や……やめてくださいまし。その声で……囁かないでください……」












「あはっ☆　ごめーん。イジメすぎちゃった？　もー、そんな縮こまらないでよー☆」

「……あなたは何をしにきたのです。わたくしに悪あく辣らつな悪戯いたずらをするためですか？」

「んーん。可哀かわい想そうな楓かえでちんに大ヒントをあげようと思って」

「大……ヒント？」

「うん。楓ちん達、今、大大大ピンチなんだよ。ねっ、水葉ちん☆」

「……そう、だね……」

　由ゆ良らの呼びかけに答えて扉の向こうから姿を現したのは、御み嶽たけ原ばら水みず葉はだった。

「そんな……！　あ、あなたは、鏡の館やかたにいるはずでは……!?」

「肯定ポジテイブ。もうひとつの館に、私はいた」

　とぼけたような貌かお、茫ぼう洋ようとした顔つき。

　だが、まるで腹ぺこの肉食獣がそばにいるような錯覚さえ覚える、すさまじい覇は気き。

　書斎のドアを開けてそっと入り込んできた御嶽原水葉は、恐ろしいことに偽物ではない。

　今彼女がここにいるという事実が、楓の胸に鉛なまりのような圧をかける。

（まさか……まさか、まさか……！　本当に、ギミックを……!?）

　ロビーで会った生徒会メンバーの会話にあった、『御嶽原は孤立したな』という言葉。

　それから楓は彼女が探索中、鏡の館におり──こちらの白しろ王おう子じ朝あさ人とや姫ひめ狐こ同様に、行き来を封じられ、隔離された状態にあるのだと推測していた。

　だが、そうではないのだとしたら。

　状況は、最悪になる……！

「この二階にも、鏡の館やかたに通じる隠し廊下がある。それはとあるギミックを解くことで、自由にあちらと行き来ができるというもの──わたしは、それで戻ってきた」

「……ぶ、ブラフですわ！　そんな言葉で、わたくしを動揺させるつもりでしょう!?」

「そう思うのは、そっちの勝手だけどね～。嘘うそじゃないんだな～、これが☆」

　──底知れない、まったく読めない。

　水みず葉はのポーカーフェイスと由ゆ良らのおどけた笑顔に呑のみ込こまれそうな錯覚を覚え、楓かえでは目をそらしてしまう。

　悔しいが役者が違う。

　片や可か憐れんすら手玉にとられ、紅ぐ蓮れんに匹敵しようかという相手。

　片や演技という域を遥はるかに超えた、声帯模写と呼べるレベルの声を持つ女。

　ただ話しているだけでも、圧倒的な差を感じてしまう。嘘だと信じたいが、信じられない。

（あちらのチームだけが館を行き来し、情報を交換できるとしたら……!?）

　状況は絶望的だ。どれほど情報に差がつくことか。

　こちらが実質ふたりを鏡の館に閉じ込められ、孤立しているというのに……！

「おわかりになりましたか？　私達と貴女あなた達の、決定的な差……断だん崖がいが」

「フラヴィア……さん。あなたも、いたのですか……!?」

「ええ。ちょっとした『商談』をさせて頂こうと思いまして」

　水葉に続くようにして書斎に現れた、修道服の少女フラヴィア。

　彼女について楓はほとんど情報を持っていない。かろうじて把握しているのは、外国人であり、自身を教祖とする新興宗教団体、テスタ教の代表者であり、そのネットワークは全アジアに及ぶという事実だけ。

（悔しいですが……わたくしとは、役者が違いますわね……）

　巨大ゼネコン、楠くすの木き建設令嬢──だが、力を持っているのは親で、楓ではない。

　それに対して、フラヴィアはすでに自前の権力を手中に収め、底知れない資金力とカリスマで序列を駆け上がり、白しろ王おう子じ透とう夜やに次ぐＳランク２位にまで達した傑物だ。

　数億単位の資産を持つセレブと、その日暮らしのような貧民、その両方に慕われ、愛され、言わば現代の『女王』のひとりとなっているフラヴィアと、敗れ汚れた自分では。

「私達が見つけたギミックの情報。この『楽譜』を──買いませんか？」

　勝負に、ならない。

「……は？」

　頭が真っ白になり、生返事しか返せない楓に、フラヴィアは畳みかける。

「私達にとってはすでに既知の情報です。無価値な品である以上、この先の戦いを有利にするために『売る』のはひとつの手──裏はありません、ただの取引ですよ？」

「あ、ありえませんわ！　……情報はそちらのアドバンテージ、せっかくのリードを売り、横並びになってどうするのです！　仲良しこよしでゴールとはいきませんわ！」

「もちろん、そこまで甘くはありません。私達はすでに次の段階へ進んでおり、この楽譜を渡したところで困らない。リードは保っているのですよ」

「……だから、売ると？」

「ええ。売値はたったの２０００万円、とてもお得ですよ。お買い上げは今すぐです♪」

　テレビショッピングめいた明るい表情で、見えない電話番号を示すようなしぐさ。

　そんな演技までする余裕は、圧倒的な差をつけているが故の傲ごう慢まんか──。

（──なら、その隙すきを突くこともできるはず！）

　２０００万円は大金だが、今楓かえでは紅ぐ蓮れんから３０００万円を預かっている。

　今、多少資金を削られたとしても情報を持ち帰ることさえできれば、紅蓮ならいくらでも取り返してくれる。

「……わかりました。その情報、買いますわ」

「あらあら？　お早い決断、ありがとうございます。お支払いは一括ですよ」

「分割払いの制度などクオリアに存在しないでしょう！　……デバイスを！」

　焦りをあらわにする楓に、にこにこと微笑ほほえんだままフラヴィアはデバイスを示す。

　ふたりの端末が情報を通信、設定された先に楓が指定の金額を送金すると──。

『楠くすの木き楓よりフラヴィア・デル・テスタへ──２０００万円、資金委譲を確定しました』

「毎度、ありがとうございます♪　商品はこちら。お受け取りください」

「……っ」

　ゴネるかと思ったが、一切ためらいなく畳んだ紙片を渡され、楓は混乱する。

「ず、ずいぶんあっさりしていますわね……。まさか、偽物ではないでしょうね!?」

「商売の基本は信用ですよ。誰かを愛し、そして愛されることこそがテスタ教の教え……裏切るような真ま似ねはいたしません、私を信じてくださる方々が見ていますから」

「……確かめさせて、頂きますわ」

　それは古びているが、何の変哲もない楽譜だ。

　五線紙に音符が散りばめられてはいるが、題名すら書いていないただの紙きれ。

　隅の方に小さなイラスト──七つの首を持つ小さなネズミの絵が描かれ、首のひとつは斬きり落とされ生々しい断面を晒さらしている。それが何を意味するものか、楓にはまったくわからなかった。

「な、何ですか、これは!?」

「これ、とは。そのまま、ただの手がかり──２０００万円の情報ですよ？」

「この歯抜けの楽譜が、ですか？　わたくしを舐なめないでください、この楽譜には音符は書いてありますが、ト音記号もヘ音記号もありません。本物の楽譜をお出しなさい！」

　素人同然の楓かえでにもわかるほど、それは不完全だった。

　五線の左隅に書かれ、絶対的な音の位置を示す音部記号が一切ないのでは、この楽譜をどう演奏していいのかわからず、曲としてまったく成立していない。

「あら。それはコピーでも偽物でもなく、私が大広間で拾ったままの品ですよ？」

「そんな……これでどうしろと……！」

「……ぷっ。くすくす」

「!?」

　フラヴィアの嘲ちよう笑しように楓は気色ばんだ。

　拳こぶしを握りしめ、声を震わせる。

「あ、貴女あなた……侮辱しますのね。聖母の顔をして、何たる悪あく辣らつな……！」

「うふ、うふふふ。申し訳ありません。まさか──かの大資本、楠くすの木き建設令嬢たる楓さまともあろう方が、音楽的な素養も、謎なぞ解きの才能もないとは思いもしなかったもので」

「馬鹿にして……ッ！」

　楓は激げき昂こうしかけた。

　が、わずかに残った冷静さで急ブレーキをかけることに、かろうじて成功する。

　──怒ったら駄目だ。

　紅ぐ蓮れんに言われたことを思い出せ。

　想定外の事態に弱く、すぐにパニックを起こす。

　それこそが、楠木楓の弱さだと、最強の男にそう指摘されたではないか。

　ここはぐっと堪こらえ、あくまで冷静に。相手から情報を引き出すくらいのつもりで──。

「で、ではこれは楽譜ではなく……暗号だと言うのですか？」

「ええ。見ればわかる情報ではなく、解かねばならない暗号だからこそのお値打ち価格、２０００万円です♪　──ですが、今は大サービス。解答も別売りでお届けしますよ」

「こ、答えまで売ると、そう仰おつしやるのですか、あなたは」

「解答がなければ意味がありませんもの。参考書の問題と解答が別売りになっていたら、当然、両方をお買い求めになるでしょう？」

「……そ、それとこれとは、何か、違う気がしますけれど……？」

　迷いが判断力を奪い、わけのわからない痛みが下腹部を襲う。

　アバター故に生理現象はない。だが、心因性のものだろう。急激なストレス、迷いが楓に幻の痛みを与え、喉のどがからからに渇くような感覚すら与えていた。

「何も違いなどありませんよ？　時間とアイデアを買う、そう考えればよいのです」

　あくまでフレンドリーな笑顔。

　グッと拳こぶしを胸の前で揃そろえ、歓迎するように開いてみせるしぐさ。

　あたかもベテラン販売員のようなしぐさに、楓かえではしだいに引き込まれていく。

「お買い上げ頂きましたこの楽譜の謎なぞを解くのに、どのくらいかかるでしょう？　貴女あなた、そして砕さい城じよう紅ぐ蓮れん様が力を合わせて、一時間？　二時間？　もっとかかるかもしれません。問題と同じ、たった２０００万円を払うだけで、貴重な時間が手に入るのですよ」

　それは、悪魔の囁ささやき。

「二時間──宝石のように貴重で、本来ならいくらお金を払っても手に入らないものが、今だけは手に入るのです。その分他の探索、調査に時間を費やすことができるのですから、一時の損失は容易に取り戻せます。貴女なら、紅蓮さまなら、できるのでは？」

「……お上手ですこと。ですが、それはあなた方が今持つアドバンテージをお金で売る、そういうことになります。これはいわば、生徒会への裏切り行為ではありませんの？」

「いえいえ。情報の価値は時と共に目減りしていくものですから。この『答え』は解き明かされれば無価値なもの。ですが──」

　にっこり、とふたたびフラヴィアは親指と人差し指で円を描き。

　カッ!!　音をたてて雷鳴が光り、窓から差した閃せん光こうが、その貌かおに深い陰影を刻む。

「──お金は裏切りません。故に、高く売れる時に売る、それが最善の一手なのですよ」

「……っ!!」

　それは、おぞましいほど乾いた合理思考。

　根底にあるのはリアリズム──感情を排し、まるで整理された帳簿のように整えられた思考回路。可か憐れんが、紅蓮が時折見せるのと同じ、『遊戯者』特有の思考。

　機械じみたデジタルな冷静さに、論理より先に感情が反発した。

「そ……そんなお金は、ありません!!」

　突っぱねることができたのは、思考の産物というより反射的な拒絶だ。

　未知の提案、提示された利益に対する警戒心。罠わなの上に乗せられたうまそうな餌えさに土をかける、警戒の強い野生動物めいた思考で、楓は必死に叫び続ける。

　実際のところ楓の残金は１０００万円。２０００万の追加料金は物理的に支払えない。むしろ貧している状態でよかったと彼女は思う。もしも支払えたのならば、悪魔の囁きに抗あらがえた自信はない。

「答えは自分で探し、手に入れますわ。これ以上、敵に貴重な資金を流すなど……！」

「よろしいのですか？　──その間に、私達との差はどんどん開きますよ？」

「くっ……!?」

　痛いところを突かれ、恐怖と反発に固まった楓の意志に亀き裂れつが生じる。

　今、楓の心を占めているのは恐怖と警戒だ。あまりにもうまい話、その提案に乗ろう、そんなふうに考えてしまう自分を認識し、それを理性が否定している。

（確かに……今は主導権を取り戻すのが最優先とも思えます……が！）

　罠わなが仕掛けられているのは明白だ。この提案に乗れば掌てのひらの上。

　しかしわかっていても、完全に突っぱねるには迷ってしまう。

（……もし、負ければ……！）

　あの時のように。

　時とき任とうミミに敗れ、味わったドン底の絶望を、もう一度──？

　そうわずかでも想像しただけで、恐怖が胃袋の底にドシン、と重くのしかかる。

「お金がないのでしたら、よいご提案がありますよ？」

「て、提案……!?」

「あなたのお友達──桃もも貝がい桃もも花かさん、あの方も２０００万円を預かっていますよね？」

「も、桃花さんからお金を取り上げろとでも……!?」

「まさか♪　私がご提案するのは分割のご提案です。桃花さんの名義で１０００万、この場で支払いの契約を結んで頂ければ……なんと、半額！」

「え……!?」

「楓かえでさんのご負担、５００万円で答えをお売りいたします♪　いかがでしょうか？」

　にこにこ、にこにこ、にこにこ──。

（だ、騙だまされるものですか。営業スマイルですわ……!!）

　わかっているはずなのに、異様に人懐こいフラヴィアに笑顔で提案されると、心理的な『圧』のようなものを感じてしまい、楓はたじろぎながら唇を噛かむ。

「……これ以上、侮あなどるのはおやめなさい!!」

　強く、強く音をたて、楠くすの木き楓は本棚を叩たたいた。

　現実であれば皮ひ膚ふが破れて血が滲にじみ、食いしばった歯が折れるほどの勢い。

　火がついた怒りのままに、彼女は子を狙ねらわれた母熊のごとく叫んだ。

「あなたとの取引はあくまでわたくしの判断、わたくしの責任です……!!　それを、払えないからと桃花さんにまでツケを回すような恥知らずな真ま似ね、できるものですか！」

「ふふっ。そうですか。残念です、いい取引ができそうだと思ったのですが──」

　にこやかに笑み、フラヴィアはスカートの裾すそを優雅につまむ。

「何せ、私の所持金はたったの10万円。吹けば飛ぶようなものでしたが、お陰さまで道を歩いて恥ずかしくない程度にはなりました。──毎度、ありがとうございます♪」

「え……？　あっ……！」

　その言葉に忘れていた事実を思い出し、楓は青ざめる。

　生徒会チームの明確な弱点。資金分配の偏り、たった10万円しか持たなかった人物。

　フラヴィア・デル・テスタ！

　彼女は、まさか──

「さ、最初から、自分の弱点を埋めるために、取引を……!?」

「ええ。ですが、お売りした商品は本物。誠実な取引をしたと思っていますよ」

　心底残念そうに小首をかしげ、フラヴィアは困ったように続ける。

「警戒を解きほぐして契約に至り三流。嘘うそよ詐欺よと疑いながらもお金を出させて二流。利害を超え、共に堕おちることを望ませて一流──莫ばく大だいな借金をすることで味方を増やし、皇帝の座にまで登り詰めたカエサルの領域には、まだまだ至れませんね」

　かつてユーラシアを席せつ巻けんした古代ローマにおいて、後に皇帝となるカエサルの借金は、当時の国家予算の一割にまで至ったという。

　あまりにも莫大な金額に、債権者達は「借金を返させる」ためカエサルの後援者となり、支援を続けてついに皇帝の座にまで押し上げたのだ。

「──嘘の嘘。人を騙だます、裏切るのに嘘をつくのは素人。真実のみで人を踊らせること、それができてこそ一流の詐欺師、いえ──」

　全世界の幸福を願う純真たる聖女のように、光り輝く笑顔とともに、彼女は言った。

「──聖人と、そう呼ばれるのです♪」

「……！」

　フラヴィアの言葉の意味を悟り、楓かえでの全身から体温という体温が失われていく。

　それまで沈黙していた水みず葉はが蔑さげすむような口調で言う。

「──そうして凡俗は騙される。詐欺師に貢ぎ、聖人に贄にえを捧ささげて食べられる」

「あ……あぁぁああぁぁぁ……」

「あはっ☆　あははっ☆　あははははははははっ☆　いいよぉ……その絶望したカ・オ♪　ゾクゾクするぅ～☆」

　これまで黙っていた由ゆ良らが、快感に身み悶もだえするように愉たのしげに道化を嘲あざ笑わらう。

　その横で水葉も深くため息をついていて。

「貴女あなたも、可か憐れんちゃんも……ほんと……呆あきれるほど平凡。惰弱。雑ざ魚こ。こんなクズばかりに囲まれて……汚れて、鈍にぶって、腐っていくなんて……」

　愕がく然ぜんとする楓を。

「紅ぐ蓮れんさま、かわいそう。──やっぱり、わたしが救ってあげないと……ふふっ♪」

　無邪気な笑顔で踏みにじって。

「それではごきげんよう、楠くすの木き楓さん。──よい取引でした♪」

　アイドルのふりをした魔術師と、怠惰のふりをした獣、聖女のふりをした悪魔達は、くるりと背を向け、書斎から姿を消した。





　＊






　──敗北は、残る。

　心に刻み込まれた傷は痛み続け、冷静な判断力を奪ってしまう。

「……２０００万円、２０００万円、にせん、まんえん……」

　血を吐くようにつぶやきながら、楓かえでは穴が開くほど買った楽譜を睨にらみつける。

　取引そのものは誠実だった。フラヴィアを恨むことすらできず、楓に許されたのは自責、それだけだ。奪われた大金を取り戻すため、何としても楽譜の謎なぞを解こうとする。

（音部記号のない楽譜……そもそもこれは何の曲？　描かれた不気味な絵……頭が七つのハツカネズミ、何かの童話か物語の暗示？　……意味がわかりませんわ!!）

　題名のない楽譜、古びたような紙質、繊細なタッチの挿絵。

　何度もひっくり返しては隅々まで調べる。検索したい。検索したい。手元のデバイスに検索機能がないのが、心底もどかしい。疑問を即座に検索して答えを知ることのできる、そんな情報化社会に生まれ育った彼女にとって、それはすさまじいストレスだった。

（……人間の記憶量には限界があります。何でも情報を暗記するなど、無駄……そう思っていましたのに）

　自分の考えを、楓は悔やんでやまない。

　クオリアの設定する遊戯は型破りだ。既存のゲームの組み合わせから知識や発想を比べ合うようなオリジナルゲームまで多々存在する。楓もそのことは知っていた。

　だが、まさかこうまで高度な知識を要求されるとは！

　プレッシャーは目と耳を塞ふさぎ、楓をパニックに陥れていた。

「せめて、ヒントを！　何か、何か、何か……はうっ!?」

　握りしめたデバイスが振動し、視界の端に通話の着信を伝えるアイコンが表示された。

　このデジタルな反応だけが、自分が電子世界にいることを思い出させる。五感を完全に再現するフルダイブ型の没入感は、この遊戯世界が現実であると楓の脳に誤認させていた。

　表示された登録名は──『砕さい城じよう紅ぐ蓮れん』。

　指が震え、喉のどが渇き、目が潤む。

　怖い。怖い。怖い。失態を知られるのが怖い。失望されるのが怖い。

　無能者と呆あきれられるのが怖い。恐怖がアバターを支配し、通話に出る勇気が出ず。

「おい、楠くすの木き。ここにいたのか、連絡してるんだから無視はよせ」

「ひゃうっ!?」

　今まさに電話をかけてきたその男の声が背後から聞こえて、楓はすくみあがった。

「ぐ、紅蓮さま……!?」

　声と共に着信が切られるまで、楓は凍りついたように動けずにいた。

　振り返ると、書斎の入り口に紅蓮が立っている。桃もも花かの姿はなく、一人だ。

　……今度は由ゆ留る木ぎ由ゆ良らのなりすましではない。

　正真正銘、本物の紅ぐ蓮れんがそこにいた。

（わたくしの失態……桃もも花かさんには、知られずに済む……？　……って、そうじゃない。そうじゃないでしょう……！）

　自分の小ささに、楓かえでは心底情けなくなる。

　恥ずかしい、そんな風に考えてしまうのはプライドがあるからだ。口では紅蓮の隷徒、負けた以上同格だと言いながら、心のどこかで桃花より自分は上にいると考えている。

　浅ましい、醜みにくい、汚らしい、間違ったプライド。友達だと思いながら見下す器の小ささ。そんな事実をつきつけられ、身を切り刻まれるような痛みを感じながら。

「……ち、違うのです。紅蓮さま、わ、わたくし、わたくし、は……………………いえ」

　この期に及んで言い訳が口をついて出そうになるのを、ぐっと堪こらえる。

　──ダメだ。これ以上、恥の上塗りなんかしてたまるか。

　言い訳をして、相手が強いのだから仕方ない、力なき自分が丸め込まれるのは仕方ない、そんな言葉を並べ立てたところで、紅蓮からますます嫌われるだけだ。

　何よりも自分のプライドがその言い訳を許せない。

　今は紅蓮の仲間としてこの舞台に立っている。今だけは紅蓮と対等の存在なんだ。

　自分は流されるまま、ただ魔法にかけられ王子の寵ちよう愛あいを受けるだけの灰かぶりとは違う。

　楠くすの木き建設令嬢、高貴なる姫。

　敗北も、失態も、正面から受け入れる器を見せずにどうする？

　無能、低能、暗愚、そんな言葉をいくら重ねて責められようと、受け入れるしかない。

　それが仲間である紅蓮に対する、精一杯の誠意……！

「申し訳……ありません、紅蓮さま。わたくしの、ミスです。わたくしのせいで──」

　震える声で、詫わびの言葉を口にしようとした瞬間。

　紅蓮は、想像を絶するひとことを放った。




「気にするな。全部、予定通りだ」




「は……？」

　頭の中が、真っ白になる。

　不意に主人に叩たたかれた犬のような顔で見上げる楓に、

「あの楽譜、買ったんだろう？」

　砕さい城じよう紅蓮は、どこまでも冷たく──凍いてつくような声でそう言った。

　情のまったく介在しない声。

　葛かつ藤とうのすえに罵ののしりさえ受け入れようとした楓の覚悟など、最初から眼中にないような。

　罵ば声せいより遥はるかに冷酷な無関心に、楓は。

　氷海に投げ捨てられたように、腕を震わせる。

「デバイスの所持金が減ってるな。２０００万……最初の提案から上乗せされてないってことは、土壇場でこらえたか。最悪、ギリギリまで搾られるかと思ってたんだがな」

「ま、待ってください。紅ぐ蓮れんさま、ちょっと……お待ち、くださいまし！」

　──その『眼め』で、見ないで!!

　そう叫んでしまいそうな自分を、楓かえでは必死に抑えていた。

　部屋の明かりに照らされて、陰影の濃くなった紅蓮の貌かおに──鬼火のように光る眼で、いったい何を見ていたのか。悪い予感が、楓の胃袋をぎゅうっと絞る。

「まさか、最初からわたくしが……あの方の、生徒会の作戦に乗ってお金を払うと。それを読んだ上で……わたくしの提案通り、手分けして探すことを呑のんだのですか？」

「そうだ。連中の出方を知りたかったからな」

「なぜ、あらかじめ、言ってくださらなかったのです？」

「言ったらお前は構えただろ。そうなると相手が警戒して、自然に騙だまされなくなる」

　──それは、おぞましい布石。

「奴やつらを食いつかせるためには餌えさが必要だった。べつにここでお前が負けることはマイナスじゃない。……要は、最後に勝てばいいんだからな」

「せ……生徒会を油断させるために……わたくしを、道化にしたのですか……？」

「そうだ。その様子だと、効果はあったらしいな」

「……ひ、ひどい……あまりにも、あまりにもひどいですわ。紅蓮さま!!」

　生徒会にたやすく手玉にとられたのも悔しい。

　だがそれ以上に、今の紅蓮の言葉が、楓の心を深く深く抉えぐっていた。

（──あの眼は、嫌）

　遊戯が始まってからずっと自分を、世界を視みているあの真っ赤な眼。

　すべてを平等に駒こまとして扱い、感情なく俯ふ瞰かんするような気配。

　気のせいだと思った。

　紅蓮に助けられ、親しく過ごすうちに錯覚していた。

　お互いが心を許し、親しくなり、心が近づいているのではないかと感じていた。

　だが、それは──

「……わたくしを、手玉にとって、餌にして……最初から愚おろか者だと見抜いていて、なお勝利のために利用したのですね。恥ずかしい……！　これ以上ない、恥ですわ!!」

　恥ずかしい、辛つらい、苦しい。

　そんな言葉で説明しきれない痛み、楓自身も驚くようなショックだった。

　心砕かれたようにすとんとその場に膝ひざをつき、真っ白になって声を上げる。

　そんな彼女に困惑したように、紅蓮は頬ほおを掻かきながら。

「落ち着け、楠くすの木き。何をいきなり混乱してるんだ？」

「いきなりでは……ありませんわ！　自分が情けなくて、悔しくて……死にたくなります。結局、あなたは可か憐れんさん以外の誰も信じていない……道具、駒こまとしか思ってない……！」

　ひどいことを言っている、と楓かえではわかっている。

　こんなふうに泣きわめくのは八つ当たりだ。ミスの重圧に押し潰つぶされそうになり、仲間である紅ぐ蓮れんに感情をぶちまけて、遊戯の進行を妨害するだけの、ひどい悪手だと。

　だが、それでも──涙が止まらない。

「う、うぅ……えぐっ……」

　電子空間で流れた涙は、しかし皮ひ膚ふ感覚まで再現されているため本物としか思えなくて。

　その場にしゃがみこみ、楓は無力感にさいなまれて床をひっかく。

　すると、

「……悪かった、楠木。いや──」

　困ったような顔が、間近にあった。

　潰れた花のように広がる貴婦人のスカートを踏まないように身を屈かがめ、肩に手をやり、紅蓮は先ほどまでの冷酷な顔とはまったく違う、人間らしい顔をして。

「──楓の気持ちを、考えていなかったな。駒扱いと言われても、しかたない」

「……っく……ぇぅ……」

「必要な策だったんだ。説明してしまえば、絶対に奴やつらに見破られる。警戒されないためには、これしかない……が、それは俺の都合でしかなかったな」

「紅蓮……さま……」

　紅蓮の声に含まれる悲哀に気づいて、楓は嗚咽おえつを止めた。

　潤んだ瞳で見上げると、紅蓮は真剣な表情で楓の肩に手を置き目線を合わせる。

「俺は昔話なんてしない主義なんだが、ひとつだけ話をさせてくれ」

「は……はい……」

「正直に言えば、俺は団体戦のたぐいは苦手なんだ。べつに勝てないわけじゃないが、俺とコンビを組んだ人間は、絶対に二度と俺と組まなくなる」

「コンビ……？　紅蓮さま、貴方あなたは一体、これまでどこで遊戯を…………ま、まさか……《黒の採決ブラツクバウト》について精通していたのは……っ」

　核心に迫ろうとした楓の唇に指をあてて続く言葉を制する。

　もう信頼関係を構築した相手になら多少は話してもいいのかもしれない。だが、どこで誰が聞いているかわからない状況で、はっきりと明言するのは避けてほしかった。

「俺の『眼め』には勝利の道筋が映ってる。勝利のために仲間を必要とすることがほとんどなかったから、俺は常に仲間の存在をないものとして、ただ一人だけで戦い続けた」

　だが、と彼は続ける。

「これはあいつらを殺す戦争だ。生徒会の連中を殺すために、俺の導き出した最善手は、お前らにも存分に活躍してもらうこと──同時にお前らに勝ち方を教えることもできて、一石二鳥だと思ったんだ」

「でも……実際には、わたくし達は何もできておりません。足を引っ張ってばかりで」

「そこが俺の団体戦が苦手な部分だな。……お前らの協力を得る、と意識したつもりが、結果的に駒こまのように操るようなやりくちになってしまった」

　もはや呪のろいみたいなもんだな、とつぶやいて。

　紅ぐ蓮れんは顔をしかめた。

「すまない……許してほしい」

「そ、そんな。顔を上げてくださいまし。これはわたくしの失態ですわ」

「……傷つけて、悪かった」

　深く頭を下げ、黙ってしまった紅蓮に。

　楓かえでは、あれほど激しく燃え上がっていた怒りが薄れていくのを感じていた。

（ああ……このひとは……本当に……！）

　不器用なのだ。

　驚くほど冷酷なのに、びっくりするほど甘い。

　誰かを傷つけまいとして深く傷つけて、しかもなぜ傷ついたのかすら理解できず。

　それはまるで肉食獣の理論。──ヒトと共存するライオンは、ほんのちょっとしたことで人を瀕ひん死しにしたとしても、なぜそうなったのかを理解しない。できない。

　心のありかたが、力のありかたが違いすぎるが故の──断絶。

　いや、違う。

　歩み寄っていなかったのは楓の方も同じだ。

　肉食獣に近づき、触れることを心のどこかで恐れていた。

　だから表面的には仲良くしていても、心の深いところで交わろうとはしなかった。

　もし力を手にしたいなら。

　たとえ無理だとしても紅蓮の領域にそのつま先でも触れたいのなら。




　今、自分は前に進まなければならない──。




「紅蓮、さま。ひとつお訊たずねしてもよろしいかしら」

「ん？　……これは、何の真ま似ねだ？」

　楓は真っ赤な顔でうつむきながら片手を伸ばし、紅蓮の『眼め』をふさいだ。

「何も視みずにお答えくださいませ。紅蓮さまは、わたくしという遊戯者が勝てるようになるためには、どうすればいいとお考えなのですか？」

　答えられるはずだ。

　本気で勝つ術すべを教えると、楓かえでをプロデュースする気があるというなら。

　それが虚偽ではなく、心の底からの言葉だというのならば。

「プライドの荊いばらを解くことだ」

　紅ぐ蓮れんは、即答した。

「え……と……それは、どういう意味、ですの？」

「人間には本質が存在し、それによって物事の向き不向きが決定される。お前はプライドのせいで自分の本質を誤解し、結果的に成功に近づけずにいるんだ」

「本質……わたくしの……」

「お前は物語の悪役ヒールに憧あこがれてる節がある。違うか？」

「……そ、それは……」

「桃もも貝がいからＧＰをむしっていた時もそうだが、あいつに決定的な辱はずかしめは受けさせなかった。隷徒に堕おとした後も、俺がいなければ自分で庇ひ護ごする予定だったんだろ？　力のある悪役を装ってるが、どうにもやりきれてない。それは、お前の本質が悪じゃないからだ」

「そう……かもしれませんわ。でも、わたくしが憧れていたのは、悪役ではなく──」

「ああ、そうだな。悪役は語ご弊へいがあるかもしれん。そうだな……シンデレラにたとえると、初めから地位のある存在、上に立つ存在──姫や継母の立ち位置を好んでる」

「……!!」

　幼い頃から思い続けてきたことを看破され、楓の腕が震えた。

　すべてを見透かした紅蓮は、『眼め』をふさがれたまま楓に告げる。

「弱者である自分を許してやれ、楓。──話はそれからだ」

「弱い自分を、許す……？」

　それは、今まで楓の中になかった価値観だ。

　楠くすの木き建設を継ぐために圧倒的な強さが求められてきた。

　求められるままに強く在あろうとしてきたが、うまくいかない現実に落ち込んでいた。

　しかし紅蓮は、新たな視点を与えてくれる──。

「愚者、弱者、そう侮あなどられながら階段を上った先に、楓の勝利は待っている」

　だから、今は。今だけは。

「俺のことを信じて──ありのまま、愚者のまま、突き進んでほしい」

「……ぷっ」

　真剣な顔でそう言われて、楓は思わず吹き出した。

　なんてことを、真顔で言うんだろう。

「愚おろか者でいてほしいなんて初めて言われましたわ。本当に、変わったお方ですこと」

「悪いな。もっと気の利いた言い回しがあればよかったんだが……」

「いいえ。そういう不器用なところも含めて紅ぐ蓮れんさまの魅力ですもの」

「楓かえで……」

　くすりと柔らかな笑みを浮かべた楓の顔を、紅蓮はまじまじと見つめて。

「可愛かわいいな、お前。うん、今の顔の方がずっといい」

「……へっ？　な、なななな……？」

　唐突な褒め言葉を投げかけられ、楓はたちまち顔面を紅潮させた。

「強がって強者ぶったり、悪役ぶったりするより、素直に泣いたり笑ったりしてる方が、ずっと魅力的だって言ったんだ」

「そ、そそ、そうですか。す、素直な賛辞として受け取っておきますわ……で、ですが！　淑女をいきなり口説くような真ま似ね、そう易やす々やすとしていいことではありませんわよ!?」

「いや、口説いたつもりはないんだが」

「なおタチが悪いですわ！　まったく、可か憐れんさんに刺さされても知りませんわよ？」

「あいつはそんなことしねえよ。……たぶん」

　語尾をやや自信なげに小さくする紅蓮。

　一方、楓は熱く火ほ照てった頬ほおを両手で押さえ、紅蓮に背を向けすーはーと深呼吸した。

　そして、くるりと振り返り。

「わたくし、承りましたわ。今一度、紅蓮さまのことを信じて突き進んでみます」

　力強く、輝く笑顔を見せた。

　紅蓮もまたにっと口角を上げて。

「ああ。生徒会の連中を倒そう。俺と、楓と、桃もも貝がいの──三人で」

「はい……！」

　紅蓮は立ち上がり、ぺたんと腰かけた楓に手を差し伸べる。

　その手をとりながら楓はハッとして。

「あっ、そうでした。先に楽譜の暗号を解かないと……あら？」

「この楽譜の暗号はもう解けている」

　いつの間にか楓の手から消えていた楽譜は、紅蓮の手の中にあった。

　彼は楽譜を左右に振りながら、まるで何でもないことのように言う。

「『くるみ割り人形』だ。このイラストは『くるみ割り人形とねずみの王様』──有名なバレエの原作になった童話に登場する、ハツカネズミの王様だよ」

「も、もう解いてしまったというのですか、この一瞬のうちに!?」

「現代音楽からクラシックまでひと通り知識だけは押さえてある。演奏も作曲もできないから、たいした芸じゃないけどな」

「そ、それでも凄すごすぎますわ。わたくしがいくら頭をひねっても、答えの取っ掛かりさえつかめなかった暗号を、一瞬で解き明かすなんて」

「こういうことに慣れてるだけだよ。時間をかければ誰でもできるようになる」

　もはや嫉しつ妬とや焦りといった感情さえ浮かばない。目の前の男と自分の能力差をくらべることさえおこがましいと、そう思えてしまった。

　だが紅ぐ蓮れんは特別な実力を披露したことに一切の得意げな様子も見せず、当然のことのように淡々と思考を進め、歩き出す。

「さあ、行くぞ。楓かえで」

「ど、どこへ？」

「そりゃあもちろん──」

　紅蓮はふっと笑ってこう答えた。

「──生徒会に、喧けん嘩かを売りに行くんだよ」






●白き王子と王女の思い出






　楓が決意を新たにし、生徒会役員との決戦に赴おもむこうとしている頃。

　鏡の館やかたにて。

　情報も断絶し、完全に隔離された形となった白しろ王おう子じ朝あさ人とと聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは、薄暗い牢ろう屋やの中にいた。

「隠し階段の下にある地ち下か牢ろうを見つけるなんて、さすがだね。姫狐姉さん」

「──……すこしの隙すき間ま風でも、私には、暴風だから……──」

「敏感肌も極めれば立派な異能、か。ホント、僕には遠すぎる存在だよ、姉さんは」

「──……でも、その鍵を手に入れられたのは、朝人がパズルを解いたから……──」

　牢屋の中、壁に背中を預けた朝人がくるくると回しているのは一本の銀色の鍵。

　おそらく脱出に必要になるであろうそれを彼は軽く口に咥くわえて笑う。

「ルービックキューブの応用みたいな数字合わせのパズルだったからね。今となっては、僕が姉さんに勝てる、唯一の分野だよ」

「──……そんなこと……ない。朝人は……本当は、強い。なのに……──」

「弱いよ」

　姫狐の言葉を、朝人は真顔で否定した。その声には普段のおどけた雰囲気はなく、瞳には自じ嘲ちようの色さえにじませて。

「７７７位のＤランク。兄さんや姫ひめ狐こ姉さんの足元にも及ばない」

「──でも、それは……朝あさ人とが手を抜いているから──」

「じゃあ、姉さんは僕が本気を出せば、兄さんにも勝てると。本気でそう思うのかい？」

「──……………………──」

「ね、答えられない」

「──……ごめん……私、嘘うそはつけない、から……──」

「仕方ないよ。冗談でもあの人に勝てるだなんて、言えないさ。あの人は別格だから」

　白しろ王おう子じ家の次期党首、白王子透とう夜や。

　現代に舞い降りた、人の形をした飢うえた獣。

　生まれつき、学問、運動、芸術、あらゆる才能に恵まれた神童。

　獅し子し王おう学園入学前にすでに数学、科学、物理の分野で名誉ある賞を受賞し、描いた絵は海外の画商に高値で取り引きされ、ウィーンでピアノを披露し、国内の文学賞を受賞した。

「表の世界で得られる富と名声のほとんどを、手に入れてしまった。それが兄さんの凄すごさであり──不幸だ」

「──うん……透夜は、達成感、喜びというものを、感じられない……──」

「贅ぜい沢たくな話だよね。それでわざわざ、遊戯の世界まで進出してくるんだから」

　Ｓランク１位に鎮座する白王子透夜。

　しかしその実、彼が本格的に遊戯を始めたのは十五歳になってから。

　あらゆる分野で頂点を極めてしまった男が、退屈をまぎらわす方法として選んだのが、遊戯。獅子王学園に入り、獅し子し達の庭を荒らすことだった。

「まったく、僕や姫狐姉さんのことなんか、これっぽっちも考えてないんだから」

「──……もしかして、朝人、怒ってるの？……──」

「……どうしてそう思うの？」

「──役割を奪われたことを、怒ってるんじゃないかと思って……──」

「役割、ね」

　朝人は牢ろう屋やの鉄格子を指で撫なで、どこか悲しげな笑みを浮かべる。

「鉄格子の冷たさ、懐かしいな。……姫狐姉さんも、そう思わない？」

「──……当時の記憶は、記録のように頭の中に残っている……──」

「そっか。だったら──その記憶は、ひとつ残らず消してほしいな」

「──……どうして？……──」

「姫狐姉さんにはカッコ悪いところしか見られてないから。全部が全部、黒歴史なのさ」





　＊






　これは、数年前。

　まだ、白き王子と白き王女が幼い頃の話。

「１……７……２……４、４……３……７、７、７……」

　白しろ王おう子じ邸の地下、厚い鉄格子の中、薄暗い空間に真っ白な少年がいた。

　きめ細やかな白い髪。色のない瞳。

　病的に細い手足を鎖くさりでつながれ、ぐったりとうなだれている。

　彼の顔の下には、タブレット型のデバイス。

　画面には無数の数字が踊っている。

　その数の乱舞を見つめながら、少年はぶつぶつと言葉を垂れ流し続けていた。

　複雑怪奇なそれは、数字を用いた難解なパズルだ。

　世界でも有数の数学者やハッカーでなければ解けないような問題である。

「正解は……７９２０１３４４」

　それを、何日も食事をせず、筆記用具やＰＣの類たぐいを使わずに少年は解き明かす。

「で……きた……これで、終わ……」

　デバイスが正解を判定し、少年の両手両足を拘束していた錠が自動的に外れる。

　どさりと冷たい地面に突っ伏すように倒れた少年は、ゴロリと仰あお向むけになり、ぜえぜえと息を荒らげた。

　そのとき、牢ろう屋やの戸が開かれて、誰かが入ってきた。

　年齢は少年と同じくらいか、すこし上。

　銀色のおかっぱ髪。

「お疲れ。よく頑張ったね、朝あさ人と」

　トレイに食事と飲み物を載せて来たのは、目を黒い布で覆った不思議な女の子だ。

　もちろん朝人は彼女のことを知っている。

「やあ。姫ひめ狐こ姉さん」

「糖分を多めにしてある。頭、疲れたでしょ」

「助かるよ。……贅ぜい沢たくを言うなら、姉さんが手加減をしてくれたら、もっと助かるけど」

「それは無理。私、嘘うそがつけないから」

　朝人の軽口を、姫狐はピシャリと跳ね除のけた。

　あはは、と苦笑して身を起こし、朝人は目の前に置かれたパンやサラダに手をつける。数日ぶりの食事に胃が驚き、嫌な感覚が腹の内でぐるぐる渦巻いた。

「うぇ……」

「気持ち悪いよね。極限状態を与えられた方が能力の向上が見られるとはいえ、時代錯誤にもほどがあると、私も思う」

「ちょっと前までは、姉さんがこんな思いをしてたんだよね」

「おかげでもう、朝あさ人とには負けなくなった」

「……ちぇっ」

　いじけた子どものような年相応の表情をしてみせる朝人。

　だがそんな顔もどこか作り物めいていた。

　朝人と姫ひめ狐こ、この場で向かい合うふたりのどちらともが、年齢に釣り合わないどこか達観した雰囲気を漂わせている。

「昨日のカルタ勝負──」

「三日前」

「ああ、もうそんなに経たってたんだ。僕にとっては昨日だったよ……しかしまいったな。まさかあそこまで差をつけられるとは思わなかった」

「うん。私も、びっくり」

　つい先日の勝負の内容を思い出し、朝人は自じ嘲ちよう気味に笑う。

　幼い頃から、あらゆる遊戯を学んできた彼にとって、日本伝統の遊戯など取るに足らないお遊びでしかない。読み札が読まれてからコンマ一秒も経たず、瞬時に札をかっさらう自信があった。

　現に彼の動きは常軌を逸いつしていた。

　だが、聖せい上じよう院いん姫狐は、容易にその上を行ったのだ。

　それも、目隠しをした状態で。

「まさか僕が札を取ろうとした気配を肌で感じ取り、僕の狙ねらった札を、僕よりも先に取るなんてね。自動制御オートメーシヨン──ついに完成したってわけだ」

「うん……ごめんね」

　姫狐はうつむきがちにうなずいた。

　人間の肉体は思考の末に動かした場合よりも、反射的に動かした場合の方が機敏な動きを実現できるとされている。

　聖上院姫狐は日常的に視覚を封じることで、その特別な力を育成されてきた──。

　聖上院に、白しろ王おう子じに、《黒の採決ブラツクバウト》にて勝利をもたらす遊戯者として調整された人形だ。

　そして、それは──朝人も同じ。

「謝る必要はないよ。今は、僕と姫狐姉さん、負けた方が罰ゲームってことになってる。でも、将来的に僕らは同じ白王子の代表として一緒に戦うんだ。こんなに強い仲間がいると思えば、心強いよ」

「ん……朝人と組める日、楽しみに、してる」

　鼻の下をすこしだけ赤らめて、姫狐はにこりと微笑ほほえんだ。

　その顔を見るだけで、朝人は幸せな気持ちになる。












　拷問じみた辛つらい特訓も、報われた気がして。

「ひぅ……！　な、なに……？」

　思わず頬ほおに触れると、敏感すぎる姫ひめ狐こは、ビクリと震えて、見上げてくる。

「僕、強くなるよ」

「朝あさ……人と……？」

「姫狐姉さんを守れるくらいに。だって僕は、姉さんが大好きだから」

「うん……ありがとう。私も、好き」

　彼女の口元が素直に緩む。

　しかし次の瞬間、その表情はどこか後ろめたいようなものへと変わった。

「だけど……私は……」

「知ってる。兄さんに、嫁ぐことになってるんだよね」

「……!?　どこで、聞いたの？」

「大人達がべらべら喋しやべってたんだ。そばに僕がいたのにね。まあ、僕って存在感薄いし」

「……そう、なんだ……」

「大丈夫。こういうの、慣れてるから」

　天から二物、三物、いやすべてを与えられた兄。

　朝あさ人との手に入れられないものを、透とう夜やはいくつも持て余しては捨てている。

　もはやその才能に嫉しつ妬とする気も起きない。

　それくらい、兄は圧倒的だった。

　だけど、そんな劣等感に耐えられたのは、ほんのささやかな幸せがあったからで。

「僕は贅ぜい沢たくは言わない。姫ひめ狐こ姉さんと、こうして遊戯ができれば──」

　いつか《黒の採決ブラツクバウト》の舞台で、背中を合わせて戦えれば。

「──それだけで、満足なんだ」

「朝あさ人と……」

　すべてを手に入れられる透とう夜やは、それゆえに遊戯から隔離されている。

　白しろ王おう子じ家は、「王は戦場に赴おもむかず、圧倒的な権威で戦場を支配するものだ」という教育方針のもと、当主候補には基礎的な知識以外の本格的な遊戯教育を施さない。

　実際、《黒の採決》では中立である砕さい城じよう家の遊戯者を雇うことも多く、必ずしも自分の家の者が戦う必要はないと考えている。

　白王子家で遊戯教育を施されるのは、二番手以降の者だけだ。

　すなわち、朝人や分家筋の姫狐のような子どもだけ。

　──ここだけは、僕の聖域。兄さんに邪魔されない、唯一の……──。

「必ず強くなるから。僕の隣で、戦ってほしい」

「……うん、やくそく」

「子どもっぽいな」

「いいの。子どもなんだから」

　照れくさそうに頬ほおを赤らめる朝人の小指を、強引に絡めて、姫狐は笑う。

「そこで何をやっている!!」

「……!?」

　野太い怒声がした。

　鉄格子の向こう側に、何人かの大人が立っている。

　彼らの顔には見覚えがあった。

　聖せい上じよう院いん家の大人達だ。

　人殺しのような剣けん幕まくでつかつかと姫狐に歩み寄る。

「何をしている、姫狐。朝人さまの『教育』を邪魔するんじゃない！」

「……で、でも……罰は、終わったところで……」

　怒鳴られた姫狐は、うさぎのように怯おびえていた。

　声もかろうじて振り絞った程度の掠かすれたもので、普段の冷静さはどこにも見えない。

「罰の達成が申請される前に食事を与えることは禁止されている」

「そ、それじゃあ、体を壊しちゃう……から……」

「口答えするな！」

　パシン。冗談みたいに軽くて、乾いた音が鳴り響いた。

　姫ひめ狐この顔が三十度ほど横に向き、その頬ほおはもみじ形に赤くなっている。

　はたかれたんだ。

　そう認識した途端、体内の血という血が沸ふつ騰とうせんばかりに騒ぎ出した。

「何……やってんだよ！　姫狐姉さんに……！　あんたら……!!」

「う、あ、朝あさ人とさま……」

「おい、狼狽うろたえるな。気にするこたぁねえさ」

　姫狐に手を上げた成人男性は、ばつが悪そうにしていた。

　だがべつの男性がはんと鼻で笑って。

「朝人さまは本家のお方だが、何の権利も与えられちゃいねえ。……むしろ逆だろ」

「あ、ああ……そうだったな。本家なのに遊戯者候補──その時点で……」

「ほぼほぼ本家から見放されてるようなモンだ」

「…………」

　心ない大人の台詞せりふを、朝人は無言で聞き流した。

　怒りも悲しみもない。何な故ぜなら、それは本当のことだから。

　とっくの昔に自分の運命と諦あきらめ、受け入れていることだから。

　しかし──

「……ッ！　謝って！　朝人にっ！　今すぐっ!!」

　姫狐は。

　真っ赤に頬を腫はらして、泣きべそをかきながら、それでも大人達を睨にらみつけていた。

「いいかげんにしないか、姫狐!!」

「ぅぁっ……！」

　ふたたび振るわれる暴力。殴られた勢いで地面に投げ出され、姫狐は強したたかに腰を打つ。

「姫狐姉さんに乱暴するなっ」

　朝人は拷問明けの重い体に鞭むち打うって、大人達の懐に突撃する。

　しかし子どもの軽い体重は簡単に弾はじき飛とばされて。

「ぐぅっ……！」

「本家に生まれたくせに、遊戯部屋に送られるような出来損ないめ！」

「朝人っ！　……痛っ！」

　倒れた朝人に駆け寄ろうとした姫狐の手首がつかまれた。細い手首を折れんばかりに握りしめ、聖せい上じよう院いん家の男性はまくし立てる。

「姫狐。もう二度と朝人さまに近づくんじゃない。妙な誤解をされては困る」

「誤解って何!?　どうして酷ひどいことするの!?」

「目覚ましい遊戯能力の向上を評価し、本家はお前を透とう夜やさまの嫁に選んでくださった。我々聖せい上じよう院いん家が一族の中で這はい上あがる絶好の機会!!」

「だから何。それと朝あさ人とは関係ないでしょ。私が朝人と仲良くして、何が悪いの!?」

「今はまだいい。だがいずれ、子を生なせる年頃になった時──」

「勝手に子どもをつくられでもしたら敵かなわん」

「この縁談は絶対に守らねばならんのだ。理わ解かれ、姫ひめ狐こ」

「そんなの、勝手すぎる。私は──」

「お前はッッッ！　聖上院家がこのまま滅びてもいいと言うのか!?」

「──……!?」

「感情がどうあっても構わん。だが言葉にすることは許さんぞ。お前は、透とう夜やさまのモノとなるのだ」

「嫌っ……引っ張らないで！」

「姫狐姉さん！」

「朝人っ、朝人ぉっ……！」

　伸ばした手はむなしく空を切り、姫狐の悲痛な叫びは、無情にも遠ざかっていく──。





　＊






「──朝人？　朝人……──」

　回想の中の声と現実の少女の声が重なり、それと同時に体が揺さぶられる。

　姫狐が心配げに覗のぞき込こんでいた。黒い布で覆われていながら、そこに隠れた目が、朝人を案じているであろうことは容易に想像できた。

「ごめん、ちょっとボーっとしてたよ。姫狐姉さんがあまりに魅力的だから」

「──じょ、冗談はやめて。そんな風に言われても、う、うれしゅくなひ……──」

「噛かんでるよ？」

「──……朝人は、いじわる……──」

　露出している鼻のあたりを真っ赤にして、姫狐はむっと唇をとがらせうつむいた。

　冷酷無比な機械人形じみた彼女の幼い反応は、朝人の愛あい玩がん欲求をいたずらにくすぐって。

　壊れるほどに強く、激しく、抱きしめてやりたいとさえ思えてしまう。

　でも、それは許されない。

　姫狐姉さんは、兄さんのモノだから。

　僕に、力がないから。

（透夜には……兄さんには、勝てない。あらゆる点で、及ばない。だから──）

　分をわきまえる。

　姫狐を抱きしめたりしないし、ランクを上げて透夜に歯向かうこともしない。ただただ平均を演じ、息を潜ひそめ、獣の牙きばから逃れようとする臆おく病びよう者。それが自分だと考える。

　獅し子し王おう学園に通う数多あまたの生徒達を横目に眺めて、ふと脳裏をよぎる言葉。

　──将来を担う選良も、この程度か。だったら僕は、本当は強いんじゃないか？

　そんな悪魔の囁ささやきが心の奥底をくすぐるたびに。

（勘違いするな。僕は弱いんだ。まだまだ、彼女の隣には、ふさわしくない）

　戒める。

　太く、硬く、醜みにくい楔くさびを、自分自身に打ちつける。

　遊戯の世界では、たった一度の敗北が命取り。迂う闊かつに鬼札ジヨーカーを切るわけにはいかない。

　どれだけ辛つらくても。

　身を焦がされるほどの理不尽に打ちのめされても。

　耐えて、耐えて、耐えて、絶えるまで、耐え続けるんだ。

（それが僕の──弱者ゆえの生存戦略タクテイクス）

　溢あふれそうになる感情のまま姫ひめ狐こへ伸ばした右手を、もう片方の手でぐっとつかみ引き止めて、朝あさ人とは余裕たっぷりに微笑ほほえんでみせる。

　本心を隠した道化と、本心の読めぬ機械人形。

　地ち下か牢ろうの蝋ろう燭そくが壁に投げかけるふたつの影は、そこでだけ許された関係を喜ぶように、妖あやしくまじわり静かにゆらめいていた。






●アリスゲーム前半戦






　不思議の館やかた、一階、大広間──。

　システムの見えざる手が働いたのか、それとも誰かが片付けたのか。

　割れたガラスの破片やワインの水みず溜たまりは消きえ失うせ、磨き上げられた重厚な床材が豪ごう奢しやなシャンデリアの明かりに照らされて黒々と輝いている。

　足を踏み入れてすぐに感じた違和感は、内装がガラリと組み替えられていた結果だ。

　そのまま会食が始められそうな長方形のディナーテーブルが、大きな円卓に変わっている。飾られていた調度品は片付けられ、がらんとした空気に変わっていた。

「準備万端で待ち伏せか。招待状にしちゃ、２０００万は少々高いと思うがな」

　部屋の中を見渡しながら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんはそうつぶやき──緊張感漂う空気に一石を投じる。

「情報を売ってからほぼノータイムで結論を導き出す、か。……そんな男に手の内を晒さらすリスクを考えれば、むしろ足りないくらいだ。──ようこそ、砕城紅蓮」

　円卓に座すは、三人の獅し子し。

　眼鏡めがねの生徒会書記、佐さ賀か臣とみ仁じんが壁を背にする最さい奥おうで真っ先に紅蓮を出迎え──。

「なぁに弱気になってんだよＩＴ屋。インテリは鉄火場に弱くて困るぜ。なぁ？」

　狂暴そうに唸うなるのは、サングラスの筋肉男。

「会長の弟や忍者もどきの聖せい上じよう院いんじゃなく、相手は人数合わせの肉奴隷ふたり……。実質三対一だぜ？　──ハッ！　これで負けたら死ぬしかねェぜ、オレ達ゃあよ!!」

　椅い子すの背もたれに体重をかけ、円卓に足を乗せて座った大おお星ほし大たい成せいが中指を突き立てる。ずらしたサングラスの隙すき間まからのぞく鋭するどい視線が、入り口に立つ紅ぐ蓮れんの背後に飛ぶ。

「なら、殺してさしあげますわ」

「……あァ!?」

　凄すごむ大星に、縦ロールを豊かに揺らした楓かえでがビシリと返す。

「わたくしという可能性を見誤ったこと、後悔させてさしあげます。たった今から本気を出しますから、せいぜい震えてお待ちなさいませ!!」

「……ハッ。ハハハ！　このアマ、すっげェな！　あっさり金引っ張られといて、反省もクソもねえのかよ。おっぱいがでけェ女ってのはプライドも無駄にでっけえのかね！」

「当っ然、ですわ！　ほ～っほっほっほっほっほっ！」

　調子よく高笑いまで決めてみせる楓の姿は、反省も何もない愚おろか者、そのものだ。

　ついさっき相手に丸め込まれ、安くない金額を献上してしまったことへの負い目など、まったく感じていないような態度──が、握りしめた拳こぶしの白さが、その想おもいを伝える。

「ふーん」

　そんな楓の姿をつまらなそうに眺めるのは、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らだ。

　円卓に置かれた食器からさくらんぼをつまみ口に含み、舌先だけでヘタを結んでみせながら。

「希望に目をキラキラ輝かせちゃってさ。つまんないの」

「ふん、勝手に残念がってなさい」

「……まっ、いいけど。その生意気な目、あとでたっぷり濁らせてアゲル☆」

　楓と由良の間で不可視の紫電が奔はしる。

　と、そのとき。

「雑談は後にしろ。──まずは『答え合わせ』が先だ」

　ふたりの些さ末まつな対立になど興味はないと言いたげに、佐さ賀か臣とみが紅蓮に促した。

　すると紅蓮は事もなげに言い放つ。




「──『くるみ割り人形は始まらない』」




「……ッ！」

　その短い答えに、円卓に座る三人に緊張が走る。

「それがこの楽譜に隠されたギミックの答えだ。楽譜の最初に書かれるべき音部記号が、あえて書かれていない。演奏のスタートラインにあたるものがない。つまり──最初から始まらない」

「──見事な読みだな。ただの異能者というわけではない、か」

「そしてこの楽譜に描かれた絵、七本首のハツカネズミは、楽譜の正体を示すヒントであり、もうひとつの暗号にもなっている」

「『くるみ割り人形とねずみの王様』……か」

「そう。クリスマスの夜、女の子がプレゼントにもらった人形が勝手に動き出し、七本首のねずみの王と戦いはじめる──そんな物語。肝心なのは、その始まる『時間』だ」

　ぱん、と紅ぐ蓮れんは手にした楽譜を叩たたいて言った。

「『十二時を示す柱時計にふくろうが止まったかと思うと、ふくろうはおじさんに変身し、時計を黙らせてしまいました』──『黙った』『柱時計』だ」

「ホールに出現した柱時計。十二時になる直前で『黙った』時間。……そゆこと？」

　口を挟んだ由ゆ良らに、紅蓮はうなずき返す。

「ああ。だが問題は、あれが十二時になる直前で止まっていることだ。十二時にならないと『くるみ割り人形』は始まらず、シンデレラの魔法も解けることはない……」

「止まった時間の中で始まるもの。それは──」

　佐さ賀か臣とみが笑み。

　紅蓮が、刺さす。




「「──『いかれ帽子屋のお茶会』──!!」」




　ふたりの言葉が重なり合い、食堂にざわり……と気配が漂う。

　メインホールに現れたのと同じ半透明の靄もや、学園の生徒達が注目していることを示す、無数の亡霊達。屋敷に巣くう悪霊に見立てられた野や次じ馬うま達が円卓を囲む。

　亡霊の人垣に取り囲まれた中、紅蓮と佐賀臣は睨にらみ合あい。

「残された暗号はわずかだ。楽譜に描かれたねずみの王、その首はひとつが切られている。これは楽譜があった場所、つまりこの大広間に来れば一発でわかる」

　紅蓮は指を立て、真正面に座る佐賀臣を、大おお星ほしを、由良を指す。

　残されたのは空席、主あるじなき椅い子すが四つ。合計……七つ！

「ひとつ、ふたつ、みっつ──そして残った椅子は四つ、合計七つ。出現した円卓に席は七つ。『首が刎はねられた』ひとり分を空席にして、そこに六人が座ること……それこそが、『お茶会』を開始するトリガーだ」

「種明かしとしては、なかなかのものだ。……感心したよ、砕さい城じよう紅蓮」

　ぱちぱちぱち、と気のない拍手を贈りながら、佐賀臣仁じんはほくそ笑む。

「付け加えるなら『お茶会』とはつまり『遊戯』のことだ。六人参加のミニゲーム、勝者にはアドバンテージが、敗者にはペナルティが下る──当然だな」

　六人という参加者数にも意味がある。

　赤と黒、１チーム五人の体制では席を独占できず、分断されて人数が減ることを考えればこれ以上増やせば、人数が足りなくなる可能性が高い。もちろん不思議の館やかたと鏡の館で五人ずつ分断されてしまった場合は、別のフラグが立ち、異なるギミックが発動したのだろうが……そちらについては今は考える必要がない。

（──プラス、『偶数』ってことにも何かがありそうだが）

　これから始まる遊戯の本質がこの数字に隠れている気がして紅ぐ蓮れんは思考する。それに、気になることもあった。

（しかし、俺と直接対決できる舞台だってのに、なぜ……あいつがいない？）

　そう、この場に待ち受けていると思っていた水みず葉はがいないのだ。

　あれほど紅蓮に焦がれていたはずの相手だ。しかも楓かえでが直接会っている以上、孤立しているわけでもないのに、この場に現れないとは……何か、あるのだろうか？

「御み嶽たけ原ばらのことを気にしているな？　──警戒は不要だ。あのバカ女はこの場にいない。呼んでいないからな」

「どういうことだ？　あいつを抜きにして、お前達だけで俺の相手をすると？」

「当然だ。砕さい城じよう紅蓮、お前はＳランクを──この学園の頂点たる立場をどう考える？」

　質問を返されながら、紅蓮はさもつまらなそうに答える。

「子供じみたお遊戯会のてっぺん争い。この上なく虚むなしく、無意味だ」

「同意しよう。そしてその上で貴様の勘違いを指摘してやる。ただ強いだけの者には、真にＳランクたる資格はない」

　佐さ賀か臣とみは眼鏡めがねの奥に潜ひそむ鋭利な刃物じみた目で睨にらみつけ、紅蓮の顔を指さした。

「貴様や御み嶽たけ原ばらは確かに強い。だが貴様らは、戦場で強いだけの『駒こま』に過ぎん。真にＳランクの器を持つ者は『駒』ではない。『駒』を使う者……！　俺は、そう考える。学園の頂点、権力者、指導者たる立場。その自覚なき者に、重要な場を任せるわけにはいかんのだ」

　それが、生徒会『書記』たる佐賀臣仁じんの信念。

　Ｓランクを単なるプレイヤーとは考えず、個を導く群れの指導者と考えている。

　故に水葉のような規格外バーサーカーを認めない。

「絶対の勝利者だと？　常軌を逸いつした勝ち筋だと？　そんなオカルトに価値はない。遊戯とはシステムだ。演算過程が不明なブラックボックスの技術はエラーを吐けばそれまで。勝ち続けるには、この手でシステムを掌しよう握あくしている必要がある」

　なだらかに、平らかに。

　凪なぎの海のごとく静かに、平穏に──。

「有能な遊戯者を揃そろえ、最も効果的な戦略を立案し、勝率を限りなく１００％に近づける。それがこの俺、佐さ賀か臣とみ仁じんがかかげる勝利のシステムだ。俺の布陣にシステム外のノイズ、鬼札ジヨーカーはいらない」

　ジョーカー不要論。

　ひとりの絶対強者より、戦力となる手札三枚を選ぶ、それが佐賀臣仁の戦略タクテイクス。

「バカヅキで場をかき乱すテスタや、行動がまったく読めん御嶽原は統率を乱すだけだ。故にこの戦いにはついてこられないと判断し、我々のみで勝負する」

「それでよくあいつらが納得したな？　特に水みず葉はは怒り狂いそうだが」

「フラヴィアを買収してある。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、貴様のもたらす兆単位の資産、その利益分配ですこしばかり色をつけてやると言ったら、奴やつは喜んで身を引いてくれたよ。おまけにあの猛獣の足止めもしてくれている」

「……なるほどね。ったく、つくづく銭ゲバな教祖様だ。あんたらもそうだ。水葉を排除して勝利の手柄を独り占めし、後々の発言力を高める狙ねらいがあるんだろう」

「ふっ。さてな。……いずれにせよ、三人中二名が素人同然のそちらと、Ｓランク三人。平均において圧倒的に勝る戦い──敗北の要因を排除した、堅い勝利の場を俺は作った」

　この場が整った時点ですでに勝利が確定したとでも言いたげな顔で、佐賀臣は言う。

「それでもいいなら、円卓につくがいい砕城紅蓮。Ｆランクから一足飛びにＳランク……そのような『伝説』など作らせてやるものか」

「く、くく……『伝説』。『伝説』ねえ。面白いことを言うな、あんたは」

　伝説──。

　砕城紅蓮という男が裏世界で実際にそう呼ばれていたことを、目の前の生徒会書記の男は知らない。

「その汚名は、あんたら程度の雑ざ魚こを倒したくらいで課せられるものじゃねえよ」

「──ッ!?」

　ぞわり、と──空気が凍る。

　佐賀臣仁が息を呑のみ、氷に貫かれたような冷たい『恐怖』に鳥肌をたてる。

　細かい皮ひ膚ふ感覚を感じないはずのアバター。だがその鈍にぶさをも超えた本能的な恐怖が、黙って円卓の椅い子すを引く紅蓮の、ほのかに光る朱あかい眼光によって掻かき立たてられた。

「あいつらを……フラヴィア・デル・テスタや水葉を交ぜておけば、まだ勝ち目はあった。が、終わりだ。コンマ単位の揺らぎ、勝利の可能性をあんたは妙なプライドのせいで捨てちまった」

　ぞくぞくとするような、傲ごう慢まん極まりない物言いは。

「も～☆　いくらなんでも言いすぎじゃね？　テレビ的には盛り上がるけ、ど……☆」

「ナメてんじゃねえぞ、コラ。……ぶっ潰つぶしてやんよ!!」

　生徒会の面々には怒りを。

「……それこそ、紅ぐ蓮れんさまですわ」

「いつも通りで安心ですねっ！　よ～っし!!　桃もも花かも、お役に立ちますよっ！」

　桃花と楓かえでには、絶対の信頼をもたらし──。

「『伝説』なんて軽々と口にしてしまう物を知らないお子様には教育が必要だな」

「……何を言っている……？」

「お前達が喧けん嘩かを売った男がどんな人間なのか、見せてやるよ。《黒の採決ブラツクバウト》レベルの刺激は期待してないが、せめて甘あま噛がみぐらいはしてみせろ」

「《黒の採決》……!?　ぬかせ。まるであの裏の舞台を経験したかのような……」

「なんだ、聞いてないのか佐さ賀か臣とみ。あの若白髪しらがにはそれぐらいは見切られてると思ったが。……ああ、お前ら、あいつに信用されてないのか。まあ、そうだよな。ハハ。お前ら程度の遊戯者に、あの男が腹を割るわけもない」

「な……貴様……！　侮辱するのか、我々を……！」

「ククク。そりゃあ、するさ。『駒こま』がどうのと言っていたが、あの王様にとっては、お前らは『駒』ですらないんだから」

　ギリ、と佐賀臣の歯が鳴った。

　自尊心を傷つけられた瞳に強烈な殺意が宿る。

「ハッタリ──挑発──生半可な狙ねらいで我々を煽あおったこと、後悔させてやる」

「……良い『眼め』をするじゃないか」

　そして紅蓮、楓、桃もも花かの三人は円卓につき。

『条件が達成されました。条件が達成されました』

　六つの椅い子すが占められた瞬間、無機質なシステムメッセージが流れ、シャンデリアの灯が消える。

『特別遊戯【アリスゲーム】を開催します』

　暗くら闇やみに包まれた大広間の中で、機械音声がそう告げた瞬間──。




　この場にいた全員の姿が、まったく同じ見た目のバニーガールになった。





　＊






『【アリスゲーム】の概要を説明します。

　プレイヤーはそれぞれ自分の正体と役割ロールを隠しながら、相手陣営のプレイヤーを処刑することを目指します。

　まず六人のプレイヤーには毎ゲーム、それぞれ異なる役割が与えられます。

　役割とは【女王】【アリス】【チェシャ猫】【三月ウサギ】【帽子屋】【白の騎士】。

　誰がどの役割を与えられたかは公開されませんが、【女王】だけは必ず公開されます。

　又、【女王】の役割は両チーム交互に与えられます。【黒の陣営チーム・ノワール】が【女王】を担当した次のゲームの【女王】は、必ず【赤の陣営チーム・ルージユ】から選出されます。

　又、【帽子屋】の役割は必ず【女王】とは異なる勢力のプレイヤーに与えられます。




　続いて正体について説明します。

　皆さんはご覧の通り全員が同じバニーガールの姿で、同じ声をしています。

　今は座っている位置で全員の正体は明らかですが、ゲームが始まればシステムで自動的に座り順をシャッフルさせていただきます。

　故にどのバニーガールの正体が誰なのか、見当がつかなくなる、ということです』




　なるほど、クオリアシステムならではの遊戯だな、と紅ぐ蓮れんは思う。

　外見の変化、座りながらに自動的に位置を入れ替えるシステム。

　なかなかに斬ざん新しんで興味深い。




『続いてゲームの進行について説明します。

　まずは役割シャッフルが終わった段階で【女王】がライトアップされ、正体も明かされます。

　次に十分間の議論パートに移ります。

　議論を終えたところで【女王】はどのバニーガールを処刑するか投票してください。

　次に【白の騎士】は誰を処刑から守るか投票してください。

　そして投票結果の開示に移ります。

　処刑された人はペナルティとして所持金から１０００万円が引かれます。

　処理が終わったらそのゲームは終了。

　次のゲームに移ります。

　次のゲームに移れば処刑された人も復活し、ふたたび役割がシャッフルされます。

　ゲームはどちらかの陣営から所持金ゼロ＝死亡者が出た時点で決着とします。




　尚なお、六つの役割にはそれぞれ以下の異なる能力があります。




【女王】処刑する相手を選ぶ。指定した一人の名前のプレイヤーの役割を特定できる（どのバニーガールがどのプレイヤーなのかまではわからない）。

【アリス】選んだ一人の正体を特定できる。

【チェシャ猫】選んだ一人の役割ロールを特定できる。

【三月ウサギ】三月ウサギを処刑した場合、女王の方が１０００万円を失う。

【帽子屋】処刑された場合、ペナルティに加え、さらに１０００万円を失う。

【白の騎士】秘密裏に指定したプレイヤー一人の処刑を防ぐ。自分自身を守ることはできない。




　自分の役割に応じた立ち回りをしつつ、うまく相手チームの者を処刑させましょう』




「人じん狼ろうゲームの亜種、というわけか」

　説明を聞き終えた直後、座っていた位置からして佐さ賀か臣とみ仁じんであろうバニーガールが口を開いた。声までアニメっぽい女の子に変わっているが、自信に満ちた口調は変わっていない。

　お互いに正体を隠し、自分の陣営以外の者を処刑することを目指す。普通の人狼ゲームと違うところは、処刑が多数決ではなく、たった一人の【女王】の決定に委ゆだねられていること。

　又、偽る対象、見破るべき対象が『正体』と『役割』の二種類存在すること。

　人狼ゲームであれば、相手が村人陣営か人狼陣営かを推理するだけでよかった。

　しかしこの【アリスゲーム】は、より複雑な推理と駆け引きが要求される。

　ちなみに両陣営の現在の所持金は以下のようになっている。




【赤の陣営チーム・ルージユ】

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん──１億円。

　楠くすの木き楓かえで──１０００万円。

　桃もも貝がい桃もも花か──２０００万円。




【黒の陣営チーム・ノワール】

　佐賀臣仁──２０００万円。

　大おお星ほし大たい成せい──５０００万円。

　由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら──２９９０万円。




　合計金額では紅蓮達の方が上回っているが、楓と桃花は吹けば飛ぶような所持金だ。先に所持金が尽きた者が出たチームが負けというルールを考えれば、有利なのは生徒会側だろう。

　最初の分配以外では味方に所持金を譲渡できない以上、紅蓮の金をふたりに渡すわけにもいかない。

　特に──楓かえでは、たった一度処刑されるだけでゲームオーバー。

　ゲーム開始と同時に窮きゆう地ちに立つことになる。

　そんな状況を前に、紅ぐ蓮れん（バニーガール）は──臆おくするどころかむしろ悦よろこぶように口元を歪ゆがめた。

「楓、桃もも貝がい、ちょっと耳を貸せ」

「何ですの……って、ちょ、ちょ、耳を引っ張らないでくださいまし！」

「そのウサミミ神経通ってるんですねぇ。人間の耳とウサミミが両方ついてるのは不思議な感じです」

　涙目の楓と、気づいてはならないこの世の真理に気づいた桃もも花かの耳元で、紅蓮は囁ささやく。

　ルールが提示された瞬間紅蓮の脳裏に瞬時に浮かんだ──。

　──獅し子しの群れを狩る、作戦を。

「……理解できたか、ふたりとも？」

「え、ええ。しかし本当にそんなことをして大丈夫なのですか？」

　作戦を告げられた楓が不安そうに訊たずねると、紅蓮は冷酷な表情をわずかにやわらげて、まるで愛まな弟で子しにそうするかのように彼女の頭に手を置いた。

「もちろんだ。この遊戯に勝てるかどうかは、お前達の活躍にかかってる」

「紅蓮、さま……」

「そのご命令だったら、なんとなくやれそうな気がします！　ふんすー！」

「お前はもうちょっと慎重になってもらわんと不安なんだが……まあいいか」

　鼻息を荒らげて気合いを入れる桃花に、紅蓮は呆あきれた感情たっぷりにため息をついた。





　＊






　──という紅蓮と楓と桃花のやり取りを遠目に眺めながら。

　佐さ賀か臣とみ仁じんは密ひそかにほくそ笑んでいた。

　この遊戯が選ばれたのは偶然だが、何たる僥ぎよう倖こうか。まさに、団体戦。総合力が物を言う遊戯だ。奴やつらには一握りの勝機もない。

　しかし端はなから侮あなどってかかるほど佐賀臣仁は甘くなかった。

「大おお星ほし。桃貝桃花の能力はどうだった？　……何かしら隠された実力を発揮したか？」

「ああ、仁クンに言われたとおり、なるべくあの女と接するように行動してみたぜ。……だがまあ、心配いらねェ。多少腕っぷしはイケるみたいだが、頭の回転は論外。ありゃあ、ちょっと可愛かわいいゴリラだな」

「……そうか。当初の分析に間違いはないらしい。由ゆ留る木ぎはどうだ？」

「あはっ☆　由ゆ良らちゃんの担当は楓かえでちんだよね～。あの子も、全然大したことないよん。グレちんも、あの子達にはなーんにも期待してないみたいだね☆」

「ふむ……元Ｃランクならば、多少は……と思ったが。まあこちらも当初の分析通りか」

　で、あるならば。

「このアリスゲーム──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、楠くすの木き楓と桃もも貝がい桃もも花かを使い、多少の策を弄ろうしてくるだろう」

　佐さ賀か臣とみの推測に、由良がえっと声を上げる。

「マジで言ってる？　あんな出来ない子達に何かを任せたりするかな？」

「俺達があのふたりを侮あなどってることを逆手に取り、何かしらは仕掛けてくる。だが──」

　佐賀臣は一拍置いて、ニヤリと口元を歪ゆがめた。

「──あのふたりが、完かん璧ぺきに作戦を遂行できるとは思えない。大事なところは、砕城紅蓮が必ずやる。だから我々は……砕城紅蓮を全力で抑え込み、隙すきをついて雑ざ魚こふたりを刈り取ればいい」

「……まっ、そーなるよね☆」

　佐賀臣の結論に、由良はチロリと舌を出し満足げに笑った。

　頼もしい部下達の表情から視線を外し、

（砕城紅蓮は確かに強者かもしれない、だが──）

　佐賀臣は、生徒会に喧けん嘩かを売った命知らずの横顔を睨にらみつける。

（──役員三人にマークされ、無事でいられるほどではないはずだ。我々を侮ったこと、必ず後悔させてやる）




　そのとき、各々が遊戯内容を理解したと悟ったらしいＡＩが、その絶対公正を保証するような機械音声で遊戯の開始を告げる。




『それでは【アリスゲーム】、第一ゲームを開始します』





　＊






（わ、わわわっ……これがシャッフル、ですか？　なんだか目がグルグルしますっ）

　一瞬だけ視界がブラックアウトした後、桃貝桃花は不思議な酩めい酊てい感を感じて椅い子すからずり落ちそうになるのをぐっと堪こらえた。周りを見てみると五人の同じ顔をしたバニーガールが、同じようにわずかに頭をふらふらさせている。

　うまく思考できるようになって最初に気づくのは、自分の座っている位置がさっきとは全然違うことだった。もう隣に座る人物は紅蓮と楓とは限らない。仲間がどこにいるのかわからない事実が心細くて、胸の奥にすっと冷たいものがよぎる。

（だ、駄目です。弱気になっちゃ！　ええっと、まずやることは役割を──えっ!?）

　すぐ目の前。

　テーブルの上に置かれた三角柱のプレートに赤々とした文字で【女王】と書かれている。

　おそるおそる大広間の壁際に置かれた鏡を見ると、そこには量産型バニーガールではなく、ありのままの桃もも貝がい桃もも花かがおり、仰天した目で見つめ返してくる。その桃色の頭には、少しも似合っていない小さな王冠が、ちょこんと鎮座していた。

　つまり、これは──。

（も、桃花が最初の【女王】ですか!?）

　処刑する相手を選ばなければならない重要な役割。敵の所持金を削る攻撃役。

　あまりの大役に緊張する気持ちにビシっと鞭むちを打ち、キリリと眉を吊つり上あげると、桃花は口を開いた。

　そう。最初の【女王】に選ばれた以上、ぐずぐずしてはいられない。

　──先手必勝。速攻。疾しつ風ぷう迅じん雷らい。

　紅ぐ蓮れんに授けられた作戦の第一段階目は、速さこそが物を言うのだから！

「紅蓮さま！　楓かえでさん！　名乗ってください！」

「…………」

「…………ッ」

　セッション開始直後の、開幕速攻。

　桃花が発した唐突な号令に、ふたりのバニーガールが、片方は冷静沈着にすっと、もう片方はやや慌ただしく、しかしどちらも同じく無言で挙手をした。

「……チッ」

　その行動を見た残りのバニーガールのうちの一人が露ろ骨こつに舌打ちをする。

「セッションに入る前に騙だまし討ちで味方を特定する、か。確かに理には適かなっているが、随分と退屈な真ま似ねをしてくれる。この遊戯の楽しみどころはセッションで処刑すべき者をあぶり出すことにあるはずなのだが」

「楽しむだけの遊戯なら俺もそういうのを好むんだがな。──ただこの戦法は最初の一回しか使えない。次からは偽者も同じタイミングで、同じアクションを起こすだろうから、本物だと確信が持てなくなる。──ま、それはともかく俺は【白の騎士】だぞ、桃貝」

「わたくしは【チェシャ猫】ですわ！」

「お、当たりじゃないか、楓。そいつがあれば三月ウサギを踏んで自爆することはなくなる」

「ええ！　では早速、正面のあなた！　役割を見破らせていただきますわ！」

　ビシィっと指さした先、バニーガールが長い耳をビクンと震わせる。

　その可愛かわいい顔を憎悪に歪ゆがめて、手首が真っ白になるほど拳こぶしを握りしめた彼女の役割が、楓かえでの視界にだけデジタル表示されたらしい。楓はにっと口元に笑みを刻む。

「大・当・た・り、ですわっ！　そいつは【帽子屋】ですことよ！」

　チェシャ猫の特権、役割の看破。たった一人にしか使えないその技能で、最も処刑すべき敵陣営の【帽子屋】を引き当てる確率は、今の状況であれば三分の一。なかなかの強運を発揮してみせた楓は高らかに笑う。

「ほーっほっほっほ!!　わたくしの指運にかかればこんなものですわ！」

「楓さん、やりますね！　よーし、それじゃあここからは桃もも花かのお仕事ですっ。バニーガールＤさん、その首を刎はねちゃいますよーっ!!」

　桃花がバニーガールＤへ向けて勢いよく宣言した瞬間、空中に突然現れた死神の鎌かまが、振り子のように振られてか細いウサミミ少女の首を切断した。

　コミカルに首が吹き飛んでいった直後、ポリゴンにノイズが走り、バニーガールの姿がまったく別の人物の姿に書き替えられていく。

　そこには──。

「ぐ、ぐぐぐぐぐ……なんで、なんでよりによって由ゆ良らちゃんが選ばれるわけ！　しかも【帽子屋】なんて一番リスキーなモンを割り当てられるなんてぇー!!」

　アイドル声優由ゆ留る木ぎ由良が悔しげに歯を鳴らし、だんだんと床を踏み鳴らしていた。




　処刑ペナルティで１０００万円、【帽子屋】の能力でさらに１０００万円。所持金が削られて、由良の残金は９９０万円になった。

「くっ……次に処刑されたらアウトとか、マジなの……？　ぐぬぬー……」

「案ずるな由留木。この程度は想定の範囲内だ。まず最初のセッションは相手のサイン、事前の打ち合わせでどんな戦略を策定したかを見極めるのが肝要──これでいい。これは、勝利への布石だ」

「……あはっ☆　わかってるよーん。ちょっと相手をぬか喜びさせてあげただけ☆」

　あくまで冷静に諌いさめる佐さ賀か臣とみ仁じんに、由良はコロッと表情を変えて舌を出した。

「悔しがったフリ、ということですのね。ふん、随分余裕ですこと」

「まーねー☆　こんなラッキーパンチ、そうそうあるもんじゃないし。てか、ただ運が良かっただけで、よくもまあそこまで鼻高々でいられたよね。信じらんなーい☆」

「ぐ、負け惜しみを……！」

「おい何挑発に乗ってるんだ、楓。運が良い、上等じゃないか。さっきも言ったはずだぞ。幸運に引け目を感じる理由は何もないってな」

「あ……そ、そうでした。申し訳ありません、紅ぐ蓮れんさま」

「謝る必要はない。ただ胸を張れ。楠くすの木き建設なんていう日本有数の大企業の社長令嬢として生まれたお前が、ラック値が低いわけねえんだよ。自分の幸運を信じ抜け！」

「はい……！」

　遊戯開始前に紅ぐ蓮れんが教えた楓かえでの弱さ、楓が強くなれない理由、そのひとつがそれだ。

　かつての楓は運うん否ぷ天てん賦ぷを否定し、遊戯に確実に勝つためにあらゆる情報を集め、裏工作をし、イカサマにまで頼ってきた。しかし紅蓮に言わせれば、それは陸上に例えれば砲丸投げに向いている選手を長距離走の選手として育成しているかのような、無駄極まりない努力である。

　確かに運否天賦に頼らない勝ち方というのは一見すると玄人っぽい。敗北の許されない裏の世界ではそれが常識──と、そう考える一般人はとても多いだろう。

　だが違う。運否天賦やオカルトの類たぐいを全否定するのは、中途半端な中級者にこそ多い。

　現に《黒の採決ブラツクバウト》の舞台でも圧倒的な運や優れた直感力だけで勝ちを重ねるプロがいる。

　もちろん楓程度の運では、その境地には到底たどり着けないのは自明の理。

　だが自分の特性を正確に理解し鍛錬を重ねていけば、必ずや成長を遂げるはずだと紅蓮は確信していた。

『【アリスゲーム】第一ゲーム終了、続いて第二ゲームを開始します』

　そして、ふたたび全員の視界はブラックアウトした。





　＊






　次は生徒会チーム──【黒の陣営チーム・ノワール】の処刑ターンである。

　最初に【女王】の役割を引いたのは、全身にゴテゴテのアクセサリーを身につけ、派手に髪を染めた上から下までチンピラ風味の大おお星ほし大たい成せいだ。指にはめた大きな指輪同士をゴリゴリと擦り合わせながら、彼はククと笑う。

「自分の幸運を信じ抜け、か。いけ好かねェ男だが、イイこと言うじゃねェかよ。………おっと、先に言っておくが誰も喋しやべるんじゃねーぞ。どっちの陣営もな。この場は女王の、オレっちが仕切らせてもらうぜ」

「…………」

「よーし、素直でいいぞ。それじゃあまずは【アリス】、名乗りを上げろ！　ただし不要な情報はいらねェ。お口にはチャックしてな」

　女王の命令に従い、バニーガールが無言で手を上げる。

　しかし奇妙なことに上がった手の数は、二本。ふたりのバニーガールが自らを【アリス】だと自称した。

　──はん、小細工を仕掛けてきやがったな？

　その奇妙な現象を前に、大星は望むところだと言わんばかりに舌なめずりしてみせた。

　おそらく本物の【アリス】は生徒会側の誰かに割り振られている。

　処刑対象を決める上で重要な役割を担う【アリス】が紅ぐ蓮れんチームの方に割り振られていたら、そもそも名乗る必要がない。本物の【アリス】が挙手したのを見て、場を掻かき回まわすために偽者が現れたのだろう。

　大おお星ほしの目にもどちらが先だったか見切れないほど、ふたりの【アリス】の挙手はほぼ同時だった。事前の打ち合わせで決め打ちしていたのだろう。

「へっ。面おも白しれェことになってきたぜ。じゃア次は【チェシャ猫】だ。出てきな！」

「【チェシャ猫】は俺、佐さ賀か臣とみ仁じんだ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で一人のバニーガールが、己の正体を口にしながら手を上げる。

　佐賀臣からの援護射撃、偽者の出現によるこれ以上の場の乱れを防ぐ策だろうが大星は、この上なく不愉快そうにこめかみに青筋立てた。

「あァ？　オレっちの許可なく何くっちゃべってんだテメエはよォ」

「示し合わせることなく貴様のルールに抵触する──そんなことができるのは、俺が本物の佐賀臣仁だからこそ。情報をくれてやったんだ、感謝しろ」

「……チッ。そりゃあそうなんだが。……とことん気に入らねー奴やつだな、仁クンはよ」

「お互い様だ。さあ早く先を続けろ」

「わーってるよ。まずは自称【アリス】！　テメエらは、あいつの正体を鑑定しろ」

　ボリボリと頭を乱暴にかきむしった後、大星は一人のバニーガールを指さした。

　自称【アリス】でも【チェシャ猫】でもない、残されたふたりのうちの一人。

　無言を貫いたまま突っ立っていたその人物をふたりの【アリス】はじっと見つめ、そして口々に言った。

「──砕さい城じよう紅蓮」「楠くすの木き楓かえで──」

　両者の意見が割れた。

　どちらかが本当のことを言い、どちらかが嘘うそをついている。それを確定させるには──。

「仁クンよ、【チェシャ猫】の出番だ。そいつの役割ロールを教えろや」

「いいだろう。…………………………【三月ウサギ】だ」

「はん、あとは【女王】の能力で砕城紅蓮を指定し、役割を見抜けば証明完了だな」

　ぎり、とどこかから歯を噛かむ音が聞こえた。

　その反応に大星は勝利の確信を込め、【女王】の能力を発動させる。

「砕城紅蓮の役割は…………ふ、へへへ、なるほどなるほど【三月ウサギ】かァ」

「……！」

「つまり偽者の【アリス】は、そいつを【楠木楓】だと嘘をついたテメェの方だ！」

「くっ……！」

　ごつい指輪のついた指で指され、バニーガールは苦く渋じゆうたっぷりに唇を噛んだ。

　その反応にますます確信を加速させ、大おお星ほしは声高らかに処刑対象を宣告する……！

「ぶっ殺してやんよ！　──そこでのうのうと黙りこくってる、テメエをなァ！」

「──え？」

　困惑の声が上がった。

　空中に出現した死神の鎌かまが狙ねらいを定めたのは、【偽アリス】ではなく──。

　セッションにまるで参加せず、【アリス】や【チェシャ猫】の鑑定を一度も受けずに、ただぼーっと突っ立っていた人物で。

「え、ええっ、ええええええ!?　どど、どうして桃もも花かが狙われるんですか!?」

「見え透いてンだよ！　ばぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]っか!!　ヒャハハハハ!!」

「ひゃわあああああああ!?」

　大星の哄こう笑しようとともに振り抜かれた鎌が桃花（バニーガール）の首を刎はね飛とばした。

　弾はじけたポリゴンの中からしりもちをついて泣きべそをかく桃花の姿が現れる。

「ふええええ、めちゃくちゃ怖いですよこれ！　スプラッタです[image: ][image: ][image: ]！」

「お、お待ちください！　どうして桃花さんを処刑しましたの!?」

　予想とは異なる大星の決断に、【偽アリス】こと楠木楓かえでが声を荒らげる。

　大星はそんな反応にサングラスの奥の目をぎらりと輝かせ。

「どうしてもこうしてもねえ。テメエの役割は【帽子屋】、そこのピンクは【白の騎士】だろ？」

「なっ……何な故ぜ、そう言いきれるのです!?」

「馬鹿かテメエ。【アリス】を騙かたるってのはリスキーだろうが。偽者だとバレた時点で、真っ先に処刑対象にされちまう」

「ええ、ええ、そのはずですわ。でもあなたはわたくしを選ばなかった。何故……っ」

「だからよォ、そんなリスクを砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが考慮してねーわけねーだろうが。あァ？」

　口調は荒く粗暴だが、サングラスの奥の瞳には知性の光が宿っている。

「いざ騙りがバレたときの保険に、【偽アリス】は【白の騎士】以外がやる──そういう風に取り決めてたんだろ？　疑われ、狙われる【偽アリス】を守るためによォ！」

「…………!!」

「もちろん【白の騎士】がそっちに割り振られない場合もあるだろうが、その場合はテメエらに身を守る術すべはねえ。どっちにしろ、処刑対象は桃もも貝がい桃花一択だ」

　楓は絶句した。大星の指摘はまさに正せい鵠こくを射ており、反論の余地さえなかったのだ。

「う、裏の裏、という可能性は考えませんでしたの？」

「そこまで考え始めたらドツボにはまるだけだろ。どっちにしろ二分の一なんだ、自分の中で理屈が通って、納得する方にベットすりゃいいだけの話だぜ」

　にっ……と大星の口元に凶悪な笑みが刻まれる。

「一度や二度しくったってオレっちは痛くねェ。何せ所持金は５０００万円。このルールじゃそうそう吹き飛ぶモンじゃねーからよ。二分の一なら、当たるまで賭かけ続けりゃいいだけの話だわな」

「──なるほどな。あんたはそのタイプの遊戯者か。割り振られた金額が大きいわけだ」

　得意げな大おお星ほしの台詞せりふに、それまで沈黙を守っていた紅ぐ蓮れんが会話に割り込む。

　快こころよく思わない相手からの横よこ槍やりにビキリと青筋を立てて大星が振り返る。

「あァ？」

「マーチンゲール法。それがお前がＳランク８位たる所以ゆえん──そうだろ、大星？」

「いけ好かねえが勘はイイな。そういうところがますますいけ好かねえぜ。クソが」

　マーチンゲール法とは投資やカジノにおいて最強最凶の必勝法と呼ばれる遊戯攻略法だ。

　大仰な名前がついているが大したことはない、「負けたらベット金額を倍にする」……いわゆる倍プッシュ。それを勝つまで繰り返すという単純極まりない手法である。

　ギャンブルの魅力に脳のう髄ずいまで溶かされた者が酔っ払いながら語るような頭の悪い手法だが、確かな資金力を持つ者にとってそれは文字通り最強のシステムだ。

「大星は日銀総裁の息子、幼少の頃から本やゲームの代わりに金融知識を叩たたき込こまれた。マネーゲームによって集めた個人資産の総額は、我が生徒会の中でも群を抜く」

「その金をふんだんに使って登り詰めた、か。ご苦労なことだ」

　──すかしてろ、クソが。

　あくまでも冷静な紅蓮の態度に、大星は心の中で毒づいた。

　どれだけ強がっても大星の処刑が見事に命中した事実は変わらない。

　桃もも貝がい桃もも花かは１０００万円を失い、残金１０００万円。

　楓かえでと桃花、次にどちらを叩いても【黒の陣営チーム・ノワール】が勝利する──ダブルリーチだ。

「由ゆ良らっち、仁じんクン。次の奴やつらの攻撃、絶対凌しのぐぜ」

「オッケオッケー。由良ちゃんピンチ続行中だけど、まっ、ヨユーでしょ☆」

「ああ。そしてその次の攻撃で……我々の勝利だ」

　勝利を目前に士気を高める生徒会の面々に背を向けて、紅蓮は人知れずつぶやいた。

「──さて。死の際にいるのはどっちだろうな」





　＊






　次のゲームで【女王】に選ばれたのは砕さい城じよう紅蓮だった。

　その事実に【黒の陣営】側の者達は内心ざわりとしたが、セッション開始後まもなく、不安は払ふつ拭しよくされた。

　何な故ぜなら──

「【チェシャ猫】はわたくしですわ。【アリス】は……名乗りをあげる者はなし、ですか。どうやら、桃もも花かさんは【アリス】を引けなかったようですわね」

　ゲームの鍵を握る、標的の正体を見破る肝である【アリス】が、【黒の陣営チーム・ノワール】に回ってきたからだ。その瞬間に勝利を確信し──佐さ賀か臣とみ仁じんは、大きく肩を揺らして笑った。

「は、ははは……運は我々に味方しているようだ」

「何だバニーガールＣ。明らかに佐賀臣の口調で喋しやべってるが、正体バレバレでいいのか」

「冷静ぶるなよ砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。貴様も俺がどうして正体を明かしたか、理解してるだろう？」

　ウサミミ少女の顔でニヤリと笑った佐賀臣は、パチンと指を鳴らして。

「由ゆ留る木ぎ。名乗りを上げろ。安心していい、俺は【白の騎士】だ」

「あはっ☆　そうゆうことね。由ゆ良らちんはここだよっ」

「……！」

　紅蓮の表情が怪け我がの部位をつつかれたようなものへと変わった。

　そう。佐賀臣が【白の騎士】──それは紅蓮達【赤の陣営チーム・ルージユ】にとって、最も望まざる状況なのだ。

「砕城紅蓮が【女王】、楠くすの木き楓かえでが【チェシャ猫】、俺が【白の騎士】──【帽子屋】は必ず我々から選出されるとして、残るは【アリス】と【三月ウサギ】のみ。だが最初に名乗らなかった以上、桃もも貝がい桃花は【アリス】ではない。と、するならば──」

　佐賀臣仁は紐ひも解といていく。この遊戯のシステムに基づいて、冷静に、冷徹に──。

「──この場の全員の役割は知れたも同然。ゆえにあとは俺が由留木を特定さえできれば、確実に守り抜ける……！」

　佐賀臣の残金は２０００万円、大おお星ほしは５０００万円。【帽子屋】は負ければ２０００万円引かれるとはいえ、大星にとっては致命傷になり得ない。もちろん佐賀臣も１０００万円失っても首の皮ひとつつながる。

　一撃で死にかねない由留木由良が【三月ウサギ】を引けなかった以上、【白の騎士】として彼女を守るのは必須だ。

　逆に言えば、由留木由良さえ守れれば、厄介な紅蓮が【女王】のターンを凌しのげる。

　共感覚でこちらの思考が盗まれようが、システム的に由良を殺せない以上【黒の陣営】の勝利は盤石となる……！

「クオリアがランダムに選んだこととはいえ、とんでもない不幸だな。……ったく」

　紅蓮の選択は当然──【白の騎士】である、佐賀臣仁。

　首を刎はねられる感触は当然気分のいいものではないが、勝利の愉悦で帳消しだ。

　互いの残り残高は──




【赤の陣営】

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん──１億円。

　楠くすの木き楓かえで──１０００万円。

　桃もも貝がい桃もも花か──１０００万円。




【黒の陣営チーム・ノワール】

　佐さ賀か臣とみ仁じん──１０００万円。

　大おお星ほし大たい成せい──５０００万円。

　由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら──９９０万円。




　次に処刑の権利を得るのは【黒の陣営】──それも佐賀臣が【女王】を引く番だ。

（ここで……確実に、殺す……！）






●アリスゲーム幕まく間あい






「お兄様の圧倒的な眼力で勝負を決められる局面が……生徒会は随分と強運ですね」

『しかしこれで互いにダブルリーチ、条件は互角といったところなのでは佐さ々さ木きです』

「互角……ならいいのですが」

　アリスゲームの展開を見守りながら可か憐れんと佐々木は通話を続けていた。

　兄を信じていてもなお、ロープの切れた吊つり橋を渡るような流れに可憐はやきもきさせられていた。

　デバイスを握る小さな手はじっとりと汗ばみ、前髪の隙すき間まから覗のぞく瞳は不安げに揺れる。

（……やはり、あのふたりには荷が重すぎたのでは？　お兄さま……）

　楠木楓と桃貝桃花。

　兄妹きようだいの絆きずなを取り戻すために協力してくれた、大切な友人達をあまり悪く言いたくはない。

　──なんかやたらとお兄様と距離が近い場面が多い気がするのも大目に見るとして。

　だが、そんな私情を差し引いても、ふたりの実力が足りてなさすぎる気がしてならない。

　紅蓮がこの遊戯、まだあまり積極的に動けていないのも気になる。

　楓と桃花の出方を窺うかがわなければ、演技もままならないから、前に出られないのでは？

　そんな予想が脳裏をよぎる。

「はあ……いけませんね。私ったら。いくら何でもふたりに対して不義理が過ぎます」

『可か憐れんさまにもそういう慎つつましさがあったのかと驚きよう愕がくしている佐さ々さ木きです』

「あなたの囲われてるサークルを物理的にクラッシュしてさしあげましょうか？」

『ひいっ!?　ほら、ナチュラルにそういう台詞せりふが出てくるところですよ！』

「あらそんな。きちんと思考して語ご彙いを凝らしてますよ」

『それ何の弁解にもなってないです……』

「語尾の佐々木はやめたんですか？」

『あ……うう、付け焼き刃なので、動揺するとキャラ付けを忘れます、佐々木です』

　と、可憐が佐々木との他た愛あいもない会話を続けていたときのことだった。

　ふいに背後から声がかけられる。

「兄との絆きずなが絶たれて落ち込んでるかと思いきや意外と元気だねェ……可憐くん」

「え？　あっ、あなたは──」

「やあ♪　キミとは入学試験の時以来かな」

　そこにいたのは、白スーツとシルクハットの、胡う散さん臭くさい風ふう体ていの男──。

　獅し子し王おう学園理事長、獅子王創はじ芽め。

　彼はふわりと座席を飛び越えると、可憐の隣、間に一人分の空白を空け、紳士的に腰を下ろした。

（私のパーソナルスペースを正確に把握してますね。私がお兄様以外の男性にこれ以上は近づかれたくない距離、その範囲に踏み込まない絶妙な位置取り）

　可憐は創芽の何気ない動作を冷静に分析した。

　さすがはこの異常な学園を経営する大人、一挙手一投足が計算され尽くしている。

　──もっとも可憐にとっては、その隙すきのない所作、それ自体が警戒対象になるのだが。

「何の御用ですか？」

「いやなに、この大一番を特等席で観戦したくてね」

「生徒同士の遊戯に特別な関心を示さない理事長が、わざわざですか？」

「普通ならそうさ。ただこの遊戯はちょっと特別すぎる」

「まあ、私とお兄様の愛、という、世界遺産級のモノを賭かけてますからね」

「素面しらふでそういう台詞せりふが吐けるメンタルは素晴らしいよ」

　創芽は呆あきれたように肩をすくめて。

「砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと白しろ王おう子じ透とう夜や率いる生徒会の激突──これはねェ、すなわち代理戦争なのさ。表世界で数多あまたの名誉を得た、白王子の神童。そして裏世界で君臨し続けた、砕城の怪物。砕城と白王子、どちらが強いのか」

「それが、注目に値する……と？　まさか……！」

「ああ。裏世界の住民も一部、観みているのさ。重大な関心事だ」

「……あなたが流しているんですか、この勝負の光景を」

「さてどうだろうね。確かにすべての遊戯は私が記録しているが、学園には裏世界から送り込まれた草も紛れている。何もせずとも、情報などいくらでも流れていくだろう」

「そう、ですか……」

「ただまあ、こんな騒ぎを起こしてしまって、彼はタダで済むのかどうか──」

「え？」

「あの家は、特別厳しいからネェ。私の箱庭に、無骨な私兵を送り込まれたら敵かなわないが」

「ええと、理事長。彼とはまさか、お兄様──」

「おっ。状況が動き出すようだ」

　金髪白スーツの紳士は片眼鏡モノクルの奥の目を細め、邪気のない声を出す。

　これ以上、聞くな──。そう言われた気がして、可か憐れんは押し黙った。

（お兄様……）

　遊戯の様子が映し出された中央モニターに視線を移し、祈るように両手を組む。

（これから私達は、どうなってしまうのでしょう？）

　祈りの声は届かない。

　モニターの中では、アリスゲームが重大な局面を迎えようとしていた。






●アリスゲーム後半戦






　視界の明滅とともにまたそれぞれ座席の位置がシャッフルされ、【女王】である佐さ賀か臣とみ以外の全員が正体不明のバニーガールへと変化する。

　早速、バニーガールＡが手を上げる。

「はいはーい。由ゆ良らちゃんはここー。【三月ウサギ】だから間違って殺さないでね☆」

「んんっ!?　何言ってます……言っちゃってんの！　そいつは偽者ぉ～！　ぷんぷん！」

　するとそれに追つい随ずいするようにもう一人の自称由良が現れた。

　どちらも同じバニーガールの顔に甘い美少女ボイスで、パッと見は区別がつかない。

　だが──

「下へ手たな芝居を打ったな、砕さい城じようか楠くすの木きか桃もも貝がいかは知らんが。由ゆ留る木ぎを騙かたろうと考えたのが間違いだ」

「なっ……!!」

「由留木はプロの声優として日夜発声練習に励んでいる。たとえ加工された同じ声だろうと、プロと素人では発声方法に大きな違いが出てくるものだ。ゆえに貴様は、間違いなく偽者──【赤の陣営チーム・ルージユ】の人間だ」

「く……」

　理路整然とした佐さ賀か臣とみの責めに、自称由ゆ良らは唇を噛かんだ。

　だが、このまま処刑を宣告とはいかない。

（さっきコイツは台詞せりふを噛んでいる。あれが、気になる。ただの素人ゆえのなりきり不足、これは、そう思い込ませるための……砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの罠わな──！）

　今日の一連の遊戯で佐賀臣は砕城紅蓮を高く評価している。

　楠くすの木き楓かえでや桃もも貝がい桃もも花かは論外以下の雑ざ魚こだが、紅蓮だけは狡こう猾かつな罠を仕掛けるだけの胆力と、それが生かされるだけの実力がある。

（もし砕城紅蓮を選ばされてしまったら、このゲームで決められない。ここで決めるには、楠木楓か桃貝桃花を確実に処刑しなければ）

　それを紅蓮もわかっているはずだ。ゆえに紅蓮は、自ら選ばれようとしているはずで。

　なら、次に打つ手は──。

「そっちのでくのぼうを調べろ、【チェシャ猫】」

「──あいよ」

【チェシャ猫】と呼ばれて重い腰を上げたウサミミ少女には、どっしりした貫かん禄ろくがある。大おお星ほし大たい成せいそのものだ。仮に敵のなりきりだとしたらかなりの完成度である。そんな演技ができるとすれば砕城紅蓮のみだろうが、彼はすでに由良を騙かたっている。──ゆえに、この【チェシャ猫】は間違いなく、大星大成本人だ。

「──お、ラッキー。【帽子屋】だぜ」

（……ふむ。すこし、整理してみるか……）

　佐賀臣は頭の中でこれまでに出た情報をまとめ、適切に整理していく。

　バニーガールＡ──由ゆ留る木ぎ由良。【三月ウサギ】。

　バニーガールＢ──自称由良。推定、砕城紅蓮。役割は【アリス】or【白の騎士】。

　バニーガールＣ──大星大成。【チェシャ猫】。

　バニーガールＤ──【帽子屋】。正体は不明。

　バニーガールＥ──役割は【アリス】or【白の騎士】。正体は不明。

　ＤとＥのどちらが楓でどちらが桃花かは、考える必要はない。どちらであっても、殺せば【黒の陣営チーム・ノワール】の勝ちなのだから。

　鍵を握るのは──【白の騎士】の行方だ。

　もしもＥが【白の騎士】であれば、騎士は己を防衛できず、ただ処刑されるままになる。

　砕城紅蓮が一体どちらなのか、それさえわかれば結論は下せる。

「【女王】の能力を発動する。対象は──砕城紅蓮！」

　そう宣言した途端、佐賀臣の視界の端に情報が記載されたウィンドウが浮かび上がった。

　そこに書かれていたのは、砕城紅蓮が【アリス】であることを示す文字……！

　実を言えばその確率がかなり高いことを佐賀臣仁は知っていた。

　だがクオリアシステムのＡＩが急な気まぐれを起こす可能性がある以上、念には念を入れておいた。そしてどうやらすべては佐さ賀か臣とみの思惑通りに進んでいたことを知る。

「ふ、ははははは!!　決した！　決したぞ！」

　哄こう笑しよう、嘲ちよう笑しよう、冷笑、あらゆる種類の笑みを混ぜたように笑い、佐賀臣は宣言した。

「処刑対象はバニーガールＥ！　【白の騎士】よ、死にさらせ！」

　空中に巨大な鎌かまが出現する。

　死神の鎌が喉のど元もとに添えられて、バニーガールＥはふるふると体を震わせた。

「恐怖に震えろ！　そして死ね！」

　薄暗い大広間の中、不気味な銀色の光沢を放つ刃やいばが勢いよく振り下ろされる。

　そのとき、佐賀臣の背筋がぞわりと震えた。

　──何だ、これは？　まるでシステムに致命的なバグを発見したかのような悪お寒かん……。

　佐賀臣がその感覚の正体を知ったとき、すでに事態は起こってしまっていた。

　ぎぃぃん、と。甲高い音が鳴り響く。

　突如として現れた白き盾が、死神の鎌を受け止めていた。

『防衛成功です。【白の騎士】の防衛により、【アリス】は生存しました』

　機械音声が、今の一連の処理結果を伝える。

「は……？」

　そのあまりに想定外な内容に佐賀臣はぽかんと口をあけた。

　──【白の騎士】が【アリス】を守った……だと……？

　それは理が通らない。

　自分は【白の騎士】であろうバニーガールＥを狙ねらったのだ。何な故ぜ、【アリス】を狙ったことになっている？

「ぷ、くく……はははは。あはははは！　お前、とんでもない馬鹿だな」

　先ほどまで死神の鎌を前に震えていたバニーガールＥが、声を上げて笑いだす。

　そう、彼女──いや彼は恐怖に耐えて震えていたのではない。

　獲物が狙った通りに罠わなにかかった滑こつ稽けいさに、笑い転げるのを耐えていたのだ。

「あんたは俺の幻影を見すぎた。この俺がセッションに参加せず、楓かえでや桃もも貝がいに任せるまま黙っていることなどありえない。そう判断したんだろうが、とんだ勘違いだ」

「ば……馬鹿な……馬鹿な馬鹿な馬鹿な！　では、あの由ゆ留る木ぎを騙かたった奴やつは──」

　すべての判定が終わり、全バニーガールのポリゴンが解ける。

　自称由ゆ良ら、バニーガールＢ、【白の騎士】。

　長いウェーブのかかった金髪をなびかせ、堂々と胸を張って。

「──わたくしを見くびった代償、高くつきましたわね？　……佐賀臣仁じん！」

　楠くすの木き楓が、そこにいた。

「馬……鹿な……」

　佐さ賀か臣とみは、頭の中が真っ白になる。

　何な故ぜだ？　ありえない。どうしてこんなことになっている？

　処刑されれば即死、そんな状況で、何故、自ら処刑されにいくような演技をしたのだ。

　由ゆ良らを騙かたりながら台詞せりふを間違え、噛かむなど。

　残り資金に余裕のある紅ぐ蓮れん以外にできることではないはずだ。

　それに！　そもそも！

　狡こう猾かつな罠わなを張るだけの演技力、実力が、この底辺の女にあるはずがない！

「何故、何故、貴様に、あんな演技が……」

「演技？　……ああ、台詞を噛んだ時のことですの？　あれはただのミスですわ」

「…………………………は？」

　楓かえでの口からあっさり告げられた事実に、佐賀臣はぽかんと口をあけた。

「ミスっても結果オーライになるあたり、紅蓮さまの見立て通りわたくしの幸運は本物のようですわね！　おーっほっほっほ！」

　高笑いする楓を、佐賀臣は呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

　──あまりにも不合理に過ぎる。

　砕さい城じよう紅蓮は、何を考えているのだ？

　大事な勝負の舞台で、低レベルな演技力しか持たぬ者に騙りを任せた？

　紅蓮が担当していれば、台詞を正確に言うことも、わざと言い間違えて自分を狙ねらわせることも、自由自在に戦略を組み立てられるのに。

　何故、何故、何故──そんな重要な役割を楠くすの木き楓などという凡ぼん愚ぐに任せたのだ!?

「ちなみに『馬鹿』ってのは、お前に対して言ったんだぞ、楓」

「ええっ、ちょっ、何故ですか!?　せっかく騙だましおおせて喜んでいたところに！」

「俺は１億円あるんだから多少削られても平気だろ。俺を処刑するように誘導できたのはいいが、お前は念のため桃もも貝がいを守っとけよ」

「そ、それはそうですが……」

「どうして俺を守ったんだ？」

　紅蓮の静かな問いに、楓は、ぎゅっと拳こぶしを握りしめ。

「……だって、その方が……」

　ぽつりと小さな声で切り出した楓は、徐々にヒートアップしていくように声を段階的に大きくしていき、




「その方が──このクソメガネの悔しそうな顔が見られると思ったんですもの！」












　心の底からの本音をぶちまけた。

「さんざんっぱらわたくしを馬鹿にしてくれて。人の尊厳を、プライドを、さんざん嬲なぶり続けてくれた、こいつら生徒会の連中にはいつか目にもの見せてやると、ずーっと思ってきましたから。紅ぐ蓮れんさまが与えてくれた千せん載ざい一いち遇ぐうのこのチャンス、利用しない手はないでしょう！」

　楓かえでは、「常在天上」と書かれたいつもの扇子をバッと広げて、大きな胸をむんと張ってみせた。

　天まで伸びる鼻が視みえるような得意げな姿に、紅蓮はますます可お笑かしくなってきて。

「く、くく……なるほどな。良いセンスをしてる。お前はそれでいい、楓」

　他の雑多な情報に頼り、小難しい理屈をこねた遊戯など向いていない。

　自信満々、威風堂々。自分のしたいようにゲームメイクする、自由気ままな戦術。

　それでこそ楠くすの木き楓本来の才能を遺憾なく発揮できる……！

「紅蓮さま、紅蓮さま。それは扇子とセンスをかけたギャグですか？」

「桃もも貝がい……お前、このタイミングでそのツッコミは野や暮ぼだろ……。空気読めよ」

「ええ。さすがにドン引きですわ……。わたくしが認められた貴重なワンシーンになんてことを……」

「ええ[image: ][image: ][image: ]っ!?　何な故ぜですか!?　桃もも花かが悪いんですか～!?」

　紅ぐ蓮れん、楓かえで、桃もも花かが、攻撃を凌しのいだ結果に盛り上がる。

　ふとまだ放心状態のままでいる佐さ賀か臣とみに気づいた紅蓮は、呆あきれたように声をかけた。

「あんた、ちょっとやりすぎだ」

「……何……？」

「地味でくだらないイカサマなんぞするから、こうして裏をかかれるんだ」

「……!?」

　紅蓮の断定口調に、佐賀臣は心臓が跳ねるのを自覚した。

　こめかみから流れる冷や汗を拭ぬぐい、佐賀臣はかろうじてポーカーフェイスを保つ。

「何を馬鹿馬鹿しい。クオリアシステム内でイカサマなどできるわけがない」

「だからやりすぎだって言ってるだろ。無理があるんだよ。どうして、お前らの攻撃番の二回とも、【帽子屋】と【白の騎士】が楓と桃もも貝がいに割り振られたんだ？」

「……！　そ、それは……システムがランダムに決めた、偶然の産物だ」

「そう言い張りたいならそれでいいさ。だがＳＫソフトウェアの佐賀臣だったか。あんたの、いや、あんたの会社の噂うわさは、聞いたことがあるんだ」

「噂……だと……？」

「クオリアシステムの内部を一部解析完了し、乱数をわずかにいじる程度の介入は、ＡＩにバレずにやってのける……ってな」

　──馬鹿な！　そんなこと、あり得るはずがない！

　そう言い返す言葉が口から出なかった。

　紅蓮の指摘は正しい。ＳＫソフトウェアは秘密裏にＡＩの監視機構を逃れる方法を発見した。大規模なプログラムの改ざんはできないが、ほんのすこしだけ遊戯に介入することができる。

　たとえば遊戯の種目そのものを生徒会の有利になるように設定するのは不可能だ。

　ゴーメンガーストからの脱出も、アリスのお茶会も、偶然選ばれた遊戯である。

　しかし──ランダムの設定をわずかにいじり、桃貝桃花と楠くすの木き楓が【帽子屋】や【白の騎士】に選ばれやすくする程度のことはできる。

「１億円の俺を削るよりも、死にかけの楓や桃貝を殺す方が、ずっと楽だ。だから、最も殺しやすい役割がふたりに与えられるように仕向けた」

「ぐ……」

「だがな、そのおかげで俺は助かったんだ」

「……何……？」

「この遊戯は本来、味方がどの役割かわからないところに難しさがある。たとえば、味方の中に【三月ウサギ】がいるなら、むしろ敵に狙ねらわせたほうが有利だし、【チェシャ猫】や【アリス】なら防御ターンにはうかつに名乗り出られず、俺の方も誰を狙うよう仕向ければいいのかを判断できなかった。だが──」

【帽子屋】と【白の騎士】──味方のふたりが、どの役割を与えられるか把握できているというのは、紅ぐ蓮れんにとってこの上ないアドバンテージ。

　場を支配するのにこれほど都合の良いことはない！

「あんたはシステム技術者としては一流かもしれないが、遊戯については二流以下だな」

「ぐ、ぐぐ……ぐぐぐ……クソが、クソがっ……クソがあああああっ!!」

　紅蓮の無む慈じ悲ひな格付けに、佐さ賀か臣とみは絶叫じみた声とともに激しく円卓を叩たたいた。

（砕さい城じよう紅蓮！　砕城紅蓮！　砕城紅蓮ッッッ！）

　憎き敵の名を心中で連呼する。

　まさかクオリアシステムへの介入などという、社会的に不可能とされているイカサマを、実行できることを前提で返し技を使ってくるとは！

　ＳＫソフトウェアの噂うわさを聞いたなどと言っているが、そんな話はネットにも現実にも、普通の人間がアクセスできる情報にはこぼれていないはずだ。

　ＳＫソフトウェアの中でも最重要機密に触れられる上層部、そして佐賀臣仁じんだけが知る事実。堅けん牢ろうな情報セキュリティの中で秘匿されてきた技術のはずなのに。

　この技術を用いて《黒の採決ブラツクバウト》でも多大な戦績を誇ってきたのだ。

　世界が欲するＶＲ、ＡＲの最先端製品、ソフトの大部分をＳＫソフトウェアが独占できたのも、そのおかげで──。

（……いや待て。確か、以前に親父おやじが俺に愚痴をこぼしたことがあった……）

《黒の採決》における大事な局面において。世界最強と謳うたわれる男を遊戯者として雇うことに成功した時。

　いつものようにＳＫソフトウェア独自のイカサマを提案した佐賀臣の父親は、その男に提案を断られ、あまつさえ小馬鹿にするようにこう言われたのだという。

『その程度のショボい操作で勝てるような安い遊戯者を、シリコンバレーの連中が雇ったとでも思うのか？　いいか、あんたはシステム技術者としては一流かもしれないが、遊戯については二流以下だ。俺のやり方を黙って見てろ』

　佐賀臣はまだ裏側の世界を覗のぞかせてはもらえていない。その時に雇った遊戯者の男の名を、彼は知らない。

　だが今──目の前の砕城紅蓮こそが、その時の男だったのではないかと。佐賀臣には、そう思えて仕方がなかった。

　恐怖に青ざめる佐賀臣を蔑さげすんだ『眼め』で一いち瞥べつして、紅蓮は楓かえでの背中を叩たたいた。

「さあ、【アリスゲーム】最終局面だ。──行こうか、楓」

「はいですわ!!」





　＊






「…………ぉい……仁じん……仁……おい……おい！　……目ぇ覚ませよ、仁クンよぉ!!」

「……はっ!?」

　イカサマが暴かれ、まんまと騙だまされ、茫ぼう然ぜん自じ失しつの佐さ賀か臣とみ仁は、不意に凶暴な声に叩たたき起こされる。

「何勝手に逝ってんだ、オラ！　シャキっと最後まで戦えよ。まだ負けたわけじゃねえ」

「あ、ああ……そう……だな。しかし……」

「もお～諦あきらめたらダメだぞ☆　仁きゅんを圧倒しちゃうくらいグレちんがすっごーいのはわかったケド。でもまだまだ勝負はここからっしょ」

「由ゆ留る木ぎ……だが、俺は１０００万円。お前は９９０万円。まさしく背水の陣。けっしてこの攻撃番を回してはいけなかったんだ……」

「あはっ、確かに絶体絶命だね～。でもさ～、仁きゅん、由ゆ良らちゃんをナメすぎっしょ」

　独特のコンタクトレンズで瞳にきらりと星を煌きらめかせ、由良はびしりとポーズを決め。

「Ｓランク６位は伊だ達てじゃないってこと、見せてあげる☆」

「そうか……そうだな。お前なら、あるいは逃げきれるかもしれん」

　佐賀臣の表情に希望が戻る。

　そうだ……この【アリスゲーム】は、ある意味で由留木由良が最も得意とする遊戯。

　彼女にすべてを委ゆだね、佐賀臣と大おお星ほしでうまくアシストすれば──。

　この防衛ターン……必ずやり過ごせる！




　そうして【黒の陣営チーム・ノワール】に希望が渦巻く中、第五ゲームが始まった。

「ふふ。わたくしが【女王】ですわね。さあ、いよいよ生徒会にトドメを刺さす時がきました……ではまず、桃もも花かさん！　役割を宣言し、名乗り出なさい！」

「はいっ、桃花は【チェシャ猫】です！」

　びしぃっと元気一番挙手をして、バニーガールＢが声を上げた。

「あなたはこんな時でも無駄に元気ですわね……。まあいいですわ、早速──」

「ちょちょちょ～！　ちょ～っと待ってください!!」

　すると隣にいたバニーガールＣが慌てて会話に割り込んだ。

「ちょっとそこのＢさん!!　何いきなり桃花のフリしてるんですか!?」

「ええっ!?　桃花は桃花ですよ!?」

「いや、あの、言いがかりはやめてくれませんか。だいたい真ま似ねるにしても似てませんよ。桃花、そんなアホっぽいしゃべり方じゃありませんし」

「それはこっちの台詞せりふです！　あとアホっぽいって何ですか!?　桃花ちゃんはハキハキと元気にお話しできて偉いねって、親しん戚せきのおじさんによく褒められるんですよ!?」

「む[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「むにゅ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「「偽者たいさ────ん!!」」

　ふたりのバニーガールは互いに互いの頬ほおを引っ張り合い、くんずほぐれつの大乱闘に。

　それをぽかんと眺めていた楓かえでは、

「な……な……何がなんだかわかりませんわ……」

　途方に暮れたようにそう言った。

　──その光景にほくそ笑むのは、もちろん【黒の陣営チーム・ノワール】佐さ賀か臣とみ仁じんだ。

　言うまでもない。片方の桃もも貝がい桃もも花かは偽者。その正体は、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら。

《完全模倣パーフエクトステイール》──。

　売れっ子声優である由留木由良は、学校生活と数多くの収録を並行してこなしている。

　声優に求められる能力は、声の質や演技力。そして、キャラの把握能力だ。

　限られた資料と時間の中で正確にキャラの性格、心情を読み取り、演技に生かす。

　故に由留木由良は、桃貝桃花という『キャラ』を遊戯の中で把握し、桃貝桃花を完かん璧ぺきに演じきれる……！

　又、桃貝桃花が【チェシャ猫】を引くことはわかっていた。これも佐賀臣の仕掛けたイカサマの効果──セッションで重要な役目を果たす【チェシャ猫】は、【赤の陣営チーム・ルージユ】の番では楠くすの木き楓か桃貝桃花のどちらかに割り振られる確率が高い。

　そのため由良は【チェシャ猫】の桃花に的を絞って、自然な導入で騙だましにかかれた。

　最も早はや、楓の目に、ふたりの桃花の違いはわからない。

「こ、困りましたわね……ここまで完璧に演じられるなんて。プロの声優、侮あなどるなかれ、ですわ……紅ぐ蓮れんさまっ、紅蓮さまはいらっしゃいませんのっ」

　楓がすがるように主あるじの名前を呼ぶ。

　しかし──。名乗り出る者はいない。砕さい城じよう紅蓮は沈黙したまま、状況は動かない。

「そ、んな……」

（く、くくく……ああ、なるほど。貴様は有用な役割を引けなかったのだな。そうだろう、そうだろう。何な故ぜなら今回の【アリス】は──この俺なのだから！）

　これはイカサマの結果ではない。運の産物だ。

　しかしこの大事な局面で、こうまで都合の良い役割を与えられるとは。

（砕城紅蓮。貴様が出てこないなら、この状況、利用させてもらうぞ……！）

　不安がる楓の顔を見ながら、ニッと笑い、佐賀臣は静かに手を上げる。

「俺だ。悪いな、楓。他の奴やつらの出方を窺うかがっていた」

「まあ！　そうでしたの」

　楓かえでの表情があからさまに明るくなった。途方に暮れていたところに信頼し、頼り切っている紅ぐ蓮れんから助け舟があったのだ──当然、すがりついてくる。

「安心しろ、楓。このゲームは俺達の勝ちだ」

「と、いうと？」

「俺は【アリス】──そのダブル桃もも貝がいを鑑定した結果……Ｃの正体は由ゆ留る木ぎ由ゆ良らだ！」

　佐さ賀か臣とみはバニーガールＣを指さし、高らかに宣言。

　本当の鑑定結果は逆だった。これは楠くすの木き楓に、仲間殺しをさせる罠わな！

　楓が本物の桃もも花かを処刑すれば、その瞬間に桃花は所持金ゼロ──【黒の陣営チーム・ノワール】の勝利となる！

「なるほど、そうですわね！」

「──っと、その前に。念のため、由留木の役割を【女王】の能力で見ておけ」

「どうしてですの？」

「【白の騎士】なら由留木を確実に殺せる。だが、もしそれ以外の役割だったら、他にいる【白の騎士】に守られてしまうからな」

「なるほど……わかりましたわ。では、いざ……！」

　楓が念じ、視線を一瞬だけ視界端のウインドウに向ける。

　その瞬間──佐賀臣の中で、勝利の予感が確信へと変わった。

　砕さい城じよう紅蓮を騙かたる作戦において、一番恐ろしいのは、『【女王】の能力で砕城紅蓮の役割を鑑定されてしまうこと』だった。紅蓮が【アリス】でないことを知れば、たちまち嘘うそがバレてしまい、作戦は瓦が解かいする。

　だが、ここでその能力を由留木の鑑定に使わせれば──。

「わかりましたわ──由留木由良は、【白の騎士】！　身を守る術すべはありません！」

　勝利、確実。

「ま、ま、ま、待ってください楓さん！　騙だまされてます！　殺さないでください～！」

　本物の桃花が両手を慌ただしく振って、命いのち乞ごいをした。

「奴やつの演技に騙されるな！　行けっ……殺せ……っ！」

「はいっ、見逃しませんわ！　潔く散りなさい、由留木由良ッッッ!!」

　頭上に振り上げた指を勢いよく振り下ろし、楓は高らかに有名な台詞せりふを放った。




「　その者の首を刎はねよッッッ！　」




　死神の鎌かまが容赦なく一匹のバニーガールの首を刎ね飛ばした。

「え……？」

　首を飛ばされたバニーガールＢの口から、間の抜けた声が漏れる。

「は……？」

　似たような声が、佐さ賀か臣とみの口からも出た。

　待て。

　ちょっと待て。

　ふざけるな。

　何がどうなっている……？

　どうして、バニーガールＢの方が……由良の方が処刑されたんだ？

「何な故ぜ……何故だ……何故、由ゆ留る木ぎを選べた……？」

「あんたが大根役者で助かった。正直、由留木由ゆ良らがふたりいたらヤバかった」

「は？」

「桃もも貝がいの特徴をよくつかんでいた。表面的な部分だけじゃなく、性格の根っこの部分から、完全に再現エミユレートしていた。さすがプロの声優、尊敬に値する」

　ポリゴンの崩壊の後、ぺたんと座り込んだ由留木由良に紅ぐ蓮れんは拍手を送った。

「な……な……へ……？　由良ちゃん……負けたの……？」

「さすが数々の名作で声をあててるだけはある。その調子でこれからも表舞台を盛り上げていってくれ」

「あ……うん、ありがと……や、そうじゃなくて……え……？」

「それに比べて佐賀臣、あんたはダメだ。俺のことを表面上でしか捉とらえてなかった。演じきれなかった。それが最大の敗因だよ」

　勝利を確信した直後の敗北ゆえにまだ現実を直視できない由留木から視線を外し、紅蓮は佐賀臣を辛しん辣らつにそう評した。

「気づかなかったのか？　俺がこの【アリスゲーム】において、ほとんど何もしていないってことに」

「は……？　いや、そんなはずは……あ……ああああああ……！」

　佐賀臣は思い返し、絶望の声を漏らす。

　一ゲーム目。紅蓮がやったのは役割の自己申告だけ。【帽子屋】を特定し、処刑を決定したのは楓かえでと桃もも花かだった。

　二ゲーム目。【女王】である大おお星ほしを相手に駆け引きを演じたのは楓と桃花だった。

　三ゲーム目は紅蓮自身が【女王】だったために多少の参加はしていた。

　が、次の四ゲーム目は文字通り静観し、五ゲーム目も何の関与もしていない。

「俺はこの遊戯、ほとんどを楓と桃貝に委ゆだねることに決めたんだ。そして、こう伝えた。『もしも俺を名乗る奴やつがお前達に何か命令したら、それは俺じゃないと思え』ってな」

　完全なる意思決定の譲渡。自分ではなく、仲間に全権を委ねることに等しい事前打ち合わせ。

　それに納得できず、佐さ賀か臣とみは声を震わせる。

「ま、まさか……そんなことがあり得るのか？　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、貴様は【赤の陣営チーム・ルージユ】のエースだろう!?　最も強き者が、どうして遊戯を積極的に支配しようとしない!?」

「あんたがそういう考え方の人間だからだよ」

「な……」

「俺が主役で、このふたりは脇役。俺の命令がなければ何も決められない、ただの愚ぐ図ず──。そんな風に侮あなどっていた。──だから、そこに隙すきが生まれる」

　冷たく見下す紅蓮の『眼め』。

　それを見た瞬間、佐賀臣は悟った。

　砕城紅蓮は遊戯を支配しなかったわけじゃない。

　自らが動かずして、その圧倒的な存在感をもって遊戯を支配していたのだ。

（格が……違いすぎる……）

　高い。あまりにも高い壁を前に絶望し、佐賀臣は膝ひざをついた。

　ほんの一瞬、それを一いち瞥べつすると、表情をふっと柔和なものに変えて紅蓮は振り返った。

　褒美を待つ犬のようなきらきらした目で待ち構える桃もも貝がい桃もも花かと。

　どこか誇らしげで、確かな自信を覗のぞかせる瞳の楠くすの木き楓かえで。

　ふたりの頭をぽんぽんと二度撫なでて、紅蓮はやわらかな声で労ねぎらった。

「よく頑張ったな、ふたりとも。──最高の遊戯だった。これは、お前達の勝利だ」

「はいっ！　えへへへ♪」

「紅蓮さま……わたくしに挽ばん回かいの機会を与えてくださったこと、この楠木楓、けっして、けっして忘れませんわ……ありがとう、ございます……！」

　つい一ヶ月前まで隷徒の身に堕おち、半裸で校内を連れ回され、人としての尊厳を完全に踏みにじられた楓が、今は自信に満ちた顔で笑っている。煌きらびやかな金髪には高貴なる者の威厳さえ感じさせて、まるで異国の姫のようにさえ見えた。

　灰かぶりシンデレラは魔法使いの手により美しい姫と成る──。

　あらゆる童話をごった煮にしたようなこの仮想世界で、砕城紅蓮はそれこそ童話じみた魔法を使ってみせたのだ。




『【黒の陣営チーム・ノワール】、由ゆ留る木ぎ由ゆ良らの死亡を確認。決着。【アリスゲーム】の勝者は──【赤の陣営チーム・ルージユ】！』




　所持金をすべて失った由良の体が砕けるようにして消え去り──。

　機械音声の無む慈じ悲ひな裁定が下された後。




　十二時の鐘が鳴り響き、魔法の時間は終わりを告げた。






●相そう克こくする二匹の美獣






　──かくして遊戯は決着し、円卓の席に一つの空白が穿うがたれた。

　ゲームに没入する直前の情景が忠実に再現された大広間。冷めることのないエフェクトの湯気を漂わせる紅茶のカップ、それを掲かかげていた由ゆ良らはどこにもいない。

「負けた……我々が……あんな底辺どもに……う、ああ……！」

　必勝を確信していたはずの男が、綺き麗れいに整えられた髪に手を突っ込む。

　掻かきむしるようにそれを乱し、本人の顔色、表情を忠実に再現したアバターが絶望に染まる。

「クソがあああああああああああああっ!!」

　……ドンッ!!

　大おお星ほしの咆ほう哮こうが猛たけり、円卓が叩たたかれた衝撃で空の椅い子すが倒れる。

　巨体はそのまま円卓に突っ伏すと、ピクリとも動かなくなった。

　戦意喪失。

　紅ぐ蓮れんの圧倒的な支配力を見せつけられ、格下と侮あなどった相手に完かん膚ぷなきまでに負かされ、そのプライドも意地もすべてを粉々に打ち砕かれたのだ。

　そんな大星を横目に佐さ賀か臣とみは奥歯を軋きしませる。傾いた眼鏡めがねを直す余裕もなく、息を吸ったきり吐くことすら忘れたように。

（砕さい城じよう、紅蓮……!!　なんという奴やつだ……!!　予定外、想定外、規格外……!!）

　それは彼の予定に存在しなかった、偶発の障害。

　突発的な事態により急変したスケジュール。致命的にまで前提が崩れたマニュアル。

　想定していた出来事のすべてが崩れ落ちた衝撃は、佐賀臣の心を真っ白に染め上げ──脳のどこか、意識の片隅が焼けつくほどに回転し、ぎりぎりで硬直を止める。

（まずい、まずい、まずい、まずい……!!　テスタや御み嶽たけ原ばらを外してまでこの遊戯を主導した以上、敗戦の責はすべて俺にかかってくる……!!）

　遊戯そのものの損失は他た愛あいない額だ。

　億単位ですらない金銭など、佐賀臣の財力を以もつてすればカード一枚で購あがなえる。

　だが、この敗北による損失はそんな程度ではない。これによって紅蓮にリードを許し、結果として遊戯全体の敗北を招こうものなら、その責はすべて自分にかかる……!!

（そうなれば、俺の野望は……。ＳＫソフトウェアを継ぎ、未来の情報産業の覇者として、全世界に君臨する未来が、こんなところで、とことん、完膚なきまでに……!!）

　砕け散る。

　泡のように、弾はじけて消える……！

「そんなことが……そんな、ことがぁ……!!　砕城、紅蓮っっ……!!」

「リスクを負った勝負なんてするもんじゃない。どんな強い奴やつでもいつかは必ず負ける。不敗を誇った奴を過去に何人も見てきたが、そいつらは全員、負けて破滅した」

　血を吐くような佐さ賀か臣とみの言葉を、円卓を挟んだ真正面に座る紅ぐ蓮れんは平然といなす。

　その左右を騎士のごとく固めるのは、桃もも貝がい桃もも花かと楠くすの木き楓かえで。小物と侮あなどり、Ｓランクには到底及ばない器、ただの雑ざ魚こと侮っていた──それが故に足元をすくわれた、罠わな。

「一度の敗北ですべてを失う、その馬鹿らしさが理解できたか？　だとしたら、遅かった。俺の大切なものに手を出した報いだ、全員の息の根を止めるまで、俺は止まらない」

「ぐ……ぐ、ぐ、ぐ、ぐおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　髪をひときわ強く振り乱し、頭を派手に振り上げて、佐賀臣は席を立つ。

　そのまま湯気のたつティーカップをつかみ、正対する紅蓮めがけて投げつける。

　──ガチャンッ!!

　軽く首だけを動かしてそれを避よけると、背後の壁にぶつかりカップが割れた。

　間髪入れずに佐賀臣は椅い子すを蹴立てて立ち上がり、紅蓮の隙すきを突くようにメインホールへ通じる扉へ駆けると、そのまま飛び出していく。

「テスタ!!　御み嶽たけ原ばら!!　どこだ、どこにいる!!　──緊急事態だ!!」

　階段を駆け上り、仲間を求めて声を上げる。

　もはや彼に残された選択肢はひとつ、一秒でも早く自分の敗北を伝えること……！

（この場では負けた。砕さい城じよう紅蓮、予想外の化け物……!!　だが、だが、だがっ……!!）

　化け物を人間が狩れると、そう考えたのが過ちだった。

　化け物に勝てるのは化け物のみ。佐賀臣にとって完全勝利の道は断たれたが、次善の道は残されている。砕城紅蓮に劣おとらぬ残り二頭、生徒会の化け物どもという希望が。

（テスタと御嶽原を奴にぶつける。圧倒的な個を群れで征すと考えた俺が甘かった。だが、圧倒的な個は奴ひとり。ならば、ならば、ならば……！）

　ほとんど公の情報を残さず、謎なぞに包まれたＳランク３位、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こを考慮しても──紅蓮に水みず葉はを、姫狐にフラヴィアをぶつけることができればまだ勝機は残されている。

　勝てればいい。最終的に勝つことができさえすれば、紅蓮の莫ばく大だいな資産を切り取り、最終的な勝者となれるのだ。そのためなら、どんな泥水でも飲んでやる。

「御嶽原っ、テスタ……！　すまない、聞いてくれ──」

　二階の廊下にさしかかり、佐賀臣が叫んだ直後。

　ちょうど彼の視点から陰になる曲がり角、不意を突くように飛んできた華きや奢しやな手が、彼の喉のど笛ぶえをつかみ、馬鹿げた怪力でやすやすと持ち上げ壁に叩たたきつける。

「げふうっ!?」

　肺の空気がすべて絞り出される衝撃。

　高層ビルから落下でもしたかのような──もしリアルであれば肋ろつ骨こつ粉砕、内臓破裂すらありえる、出会いがしらにダンプカーにでも撥はねられたような苦痛。

　ツルの折れ、レンズの割れた眼鏡めがねがじゅうたんに沈む中、ひとりの少女が姿を見せた。

「み……みたけ、ば、ら……」

「ごたくは、いい」

　平坦な声。

　だが、答えを間違えればそのまま首を引き抜かれてもおかしくない──。

　少女の姿をした猛獣が、そこにいた。

「どういう、こと？」

「ひっ……!!」

　小首をかしげて尋ねる。

　そのかわいらしい仕草に不釣り合いなおぞましい覇は気きをまとう御み嶽たけ原ばら水みず葉はを前に、背筋が凍る。

「す、すまない……実は……！」

　それでも、佐さ賀か臣とみ仁じんは舌を回す。

　猛獣の顎あごを逃れ、この場を切り抜けて勝者の側に立つために。

　しばし、男の弁明だけが館やかたの廊下に響き、虚むなしく広がっていった。





　＊






『特別遊戯【アリスゲーム】──勝者への報酬を贈ります』

　佐賀臣仁が姿を消した直後、ふたたび響いたシステムメッセージと共に。

　円卓に現れたのは、紅ぐ蓮れんの背丈ほどもある姿見の大鏡だった。縁には金の装飾と共に、ラテン語の文字が黒く彫り込まれ、磨き上げられた鏡面に三人の姿が映っている。

「『少女の夢は鏡の世界で覚める』か。──謎なぞかけってほどでもない、謎だな」

「鏡の世界で……夢が覚める。つまり、あちら側の、もうひとつの館に……」

「出口がある、ってことですかー!?　や、やりました[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　ラテン語をあっさり訳してみせた紅蓮に楓かえでが続き、桃もも花かがぴょんと跳ぶ。

「この鏡は物置にあったのと同じものだな。記された字が違うだけだ。恐らく仕組みも同じだろう──どこかそのへんの壁にかけてみろ、桃もも貝がい」

「はーい。よいしょ、っと！」

　桃花は軽々とそれを持ち上げ、適当な壁に貼はりつける。

　何も使わずとも鏡は密着し、測ったようにピッタリと固定されると──整った鏡面に、まるで水面のような波紋が生じ、その向こう側に不思議な景色が映し出された。

「……空中回廊か」

　最初の回廊を封鎖していたギミック──

　ここ『不思議の館やかた』と『鏡の館』をつなぐ廊下を見下ろすようにかかったガラスの橋が、ちょうど真上に伸びている。

「不思議の館の二階、壁に空間を超えてつながってるのか。……ちょうど重なり合うように存在するふたつの廊下、鏡に映したように存在するふたつのルート、か」

「これで向こう側に渡れるのはわたくし達だけ。勝利は確定ですわね」

「いや、奴やつらが向こうへ行く方法が完全に絶たれるとは考えづらい。もしそうだったら、【アリスゲーム】だけで勝敗を決すればいいからな。かなり難易度は上がるかもしれないが、何かしら奴らにも救済措置があるはずだ」

「そ、そうなのですか？　では、次はどうすれば……」

「俺が生徒会メンバーを足止めする。楓かえでと桃もも貝がいは廊下を通ってあっちへ向かってくれ」

「紅ぐ蓮れんさまがあちらに向かわれた方がよくありませんか？　ギミックがあった場合、わたくし達では役に立てませんもの。それよりは……」

　捨て石となる覚悟を秘めて、楓が言う。

　だがその想おもいを受けとりながら、紅蓮は素っ気なく答えた。

「こちらに残るってことは──本気の水みず葉はや、奥の手を隠してるフラヴィアとやりあうことになる。正直、お前達じゃ足止めにもならないだろ。せいぜい虐殺されるだけだ」

「ひどいこと言われてますけど、だいたい合ってる気がします。納得ですね」

「……桃貝の、たまに恐ろしく無謀なわりに妙に素直なところは話が早くていいな」

「そうですわね。……意地を張らずに、自分の実力を受け入れるという意味では……桃もも花かさんのそういうところは、わたくしも好きでしてよ？」

「えへへへへ♪　なんだかほめてもらえてうれしいですよ。じゃ、さっそく──」

　照れ笑いしながら桃花が鏡の回廊に踏み込もうとした、その時だった。

　短い振動音と共に、全員の視界の端に受話器の形をしたアイコンが出現する。

「ボイスチャット？　……回廊がつながったからか。朝あさ人と、そっちはどうだ？」

『紅蓮かい？　──やれやれ、やっと連絡できた。閉じ込められて肝を冷やしたよ』

「だろうな。こっちは生徒会連中との遊戯で、由ゆ留る木ぎを脱落させた。二階にそっちへ通じる通路がつながってる、今から楓と桃貝を送るが、そっちはどうだ？」

『楠くすの木きさんを名前で呼ぶようになったんだね。──ふふ、何かあったのかい？』

「質問に質問で返すな。必要なことだけ答えろ」

『つれないなぁ。……こっちは閉鎖されてから、館の内部を徹底的に調べたよ。いくつかのギミックを解き明かして、ヒントらしきものを見つけたんだけど──』

　通話状態のデバイスから届く朝人の報告によれば、あちら側の探索で得た情報は。

「……なるほどな。それですべてのピースはつながった」

　朝あさ人との情報を聞き終えて、紅ぐ蓮れんはデバイスを片手にひとりつぶやく。

　緊張した面持ちの桃もも花かと楓かえでに視線を向け、その様子を確かめる。

　本気になったコアラのような、どこか抜けているもののしっかりした様子の桃花。悲壮感を漂わせつつ、危なっかしさの薄れた楓、ふたりはじっと紅蓮の言葉を待っている。

「予定通りだ。生徒会連中の足は俺が止める。楓、桃もも貝がい」

　そこで言葉を溜ためてから、

「俺に任せて、先に行け」

「はい……！」

「はいです！　桃貝桃花、突撃しま～すっ!!」

　元気よく言い放ち、桃花は鏡の中へ飛び込んでいく。

　ガラス張りの空中回廊、透けて見える足元は嫌でも恐怖感を煽あおるが、なんと。

「桃花さん!?　手すりもないガラスの橋です。そんなに慌てて落ちたらどうしますの!?」

「大丈夫です楓さん。立って走るから転ぶのであって、最初から這はって進めば……！」

「……乙女らしさは完全に消滅しますが、手段としては間違っていないのがまた……」

　よじよじ、と狭いガラスの橋を匍ほ匐ふく前進していく桃花を追いかけようとして。

「──行って来ますわ。紅蓮さま」

「ああ。……頼んだ」

　ほんのわずかだけ振り向き、紅蓮に一礼した楓に背を向けて、紅蓮は進む。

　この館やかたのどこかに身を潜ひそめる、睡すい蓮れんの少女のもとへ。

（待ってろよ、水みず葉は）

　そこにはいない敵を虚空に幻視するかのように、凶悪に『眼め』を輝かせ。

（いつまで経たっても夢から覚める気がねえって言うのなら……俺はそのイカれた妄想ごとお前の頭を吹き飛ばす）

　復ふく讐しゆう者にも等しい昏くらい情念を渦巻かせ、紅蓮は最後の戦場へ向かうのだった。





　＊






　無様な男──佐さ賀か臣とみ仁じんの言い訳をすべて聞いた後。

　水葉は興奮を隠しきれないとばかりに、真っ赤な舌でちろりと唇を舐なめて。砕さい城じよう紅蓮の振ふり撒まく死の香りをかき集めようと息を荒らげる。

（嗚あ呼あ……紅蓮さまを感じるぅ……♪　わかるよ、もうすぐ会えるんだね……？）

　きたる決闘の時。

　本物の遊戯者は、殺気を肌で感じ取る。

　たとえ何キロメートル離れていても、関係ないのだ。

　己の肉を喰くらわんと、ぎらぎらと目を輝かせた敵の存在を敏感に察すればこその、獣。

（ずっと、待ってた……もう、絶対に逃がさない……♪）

　発情した瞳に桃色を乱舞させ、水みず葉はは最後の戦場へやってくる紅ぐ蓮れんを待つ。





　＊






　今、二匹の美獣は互いに互いの姿を夢想し──




「ぐちゃぐちゃに犯して、わからせてあげるね？　紅蓮さまがいるべき世界はどこなのか……愛するべき人は誰なのか……胸のところに彫り込んじゃう。……あはっ♪」




「徹底的に潰つぶして、わからせてやるよ。お前が捨てたもの、お前が傷つけたもの──それがどれほど俺にとって尊く、かけがえのないものだったのかを」




　──研ぎ澄ませた鋭するどい牙きばを覗のぞかせ、殺気に満ちた言葉を放つ。

　そして、相そう克こくする。

　運命の場所──互いに命に等しいものを賭かけた、決闘の舞台で。













●白き王子の覚醒






　昔、朝あさ人とは兄にこう問いかけた。

「兄さんはさ、遊戯のことどう思ってるの？」

「ん？」

　白しろ王おう子じ家の薄暗い食卓。父も母もおらず、背後に執事とメイドだけが控える中、高価な食器を優雅に鳴らし、高級料理を口に運びながら切り出した。

　透とう夜やが十五歳、朝人が十三歳の時。

　表世界で数多あまたの称号を手にした透夜が、急に進路を変更し、獅し子し王おう学園への進学を決めた日のことだった。

　フォークとナイフを操る手を止め、透夜はすこし考えて。

「生まれ落ちてから死ぬまでの、無限に等しい退屈を癒いやす一滴の雫しずくだ」

「退屈を埋めるための、遊び？」

「ああ、そうなるな」

「《黒の採決ブラツクバウト》の話は、知ってるの？」

「当然だ」

「ふぅん。それでもなお、遊びだなんて言えるんだ。僕には、血で血を洗う戦争に見えるよ」

「だとすれば──殺し殺される闘争こそが、俺の退屈を埋める遊戯だということだろう」

「ハハ、とんでもないね」

　笑ってみせたが、心は笑っていなかった。

　半生を遊戯に捧ささげてきた朝人をやすやすと実力で飛び越えて、白王子最強の遊戯者となっておきながら──ただの、遊びだと？

　ナイフを握る手が震えていた。自然と力がこもり、汗が浮かび上がる。

　危なかった。

　このままだと、衝動的に──

「どうした。刺ささないのか？」

「……えっ!?」

　心を読まれたかのような透夜の言葉に、朝人は思わず声を裏返らせた。顔を上げると、試すように向けられた獣の眼光が、不気味な輝きを放っている。

「殺やりたいなら、殺ればいいだろう。何な故ぜ、素直な感情を隠し、刃やいばを収めるのか。理解に苦しむな」

「……あはは。物騒だな、兄さんは。誰もがあなたみたいな獣だと思われると困るよ」

「ふん。仮面ペルソナをかぶりたければ好きにしろ。……つまらん奴やつめ」

　つまらなそうに言ってから、透とう夜やはふと意地の悪い笑みを浮かべた。

「仮面といえば、俺の許嫁いいなずけに宛あてがわれたあの女──名前は忘れたが、あいつもつまらん女だったな」

「…………ッ」

「生まれつきの体質を研ぎ澄まし、唯一無二の武器とするためと言って顔を覆い隠しているが……。俺に一矢報いることさえできない程度の能力、磨いたところでひと欠片かけらの価値もなかろうに」

「姫ひめ狐こ姉さんと、遊戯をしたの？」

　訊たずねる声は震えていた。

　そんな朝あさ人との動揺を察したのか、透夜は挑発的に笑い、うなずいた。

「実にくだらん遊戯だった。俺から一枚を奪うことさえできぬ体ていたらく。情けない女だ」

「まさか……カルタで、完封したの？　あの、姫狐姉さんを相手に？」

「驚くほどの事ではなかろう。記憶力、反応速度、判断力、いずれも愚鈍に過ぎる」

　透夜は心底からそう思っている口調で、その事実が朝人を震えさせた。

　姫狐の実力は本物だ。まだ《黒の採決ブラツクバウト》を戦える判断は下されていないが、獅し子し王おう学園で経験を積むことで実戦に通用する人材として完成すると白しろ王おう子じ家は計算している。

　けっして生半可な実力ではない。

　朝人と同じ、生まれてから今までを、遊戯に捧ささげてきて。ようやく到達する境地。

　だというのに。

　目の前で優雅に肉を切る長髪の男は、まるで道を歩いていたら小石を蹴ってしまったとばかりに姫狐を退けたのだ。

　つい最近、気まぐれで遊戯を始めたような、ただの素人が。

「すごいな、兄さんは」

　本心からの言葉が、こぼれてしまう。

　ここまで圧倒的な力を見せつけられたら、嫉しつ妬と心も湧わかない。

　完全に別次元の存在だ。

　白王子家の遊戯者としての立場も、姫狐の相手としての立場も、この男にだったら奪われても仕方がない。絶対強者がすべてを総取りする大自然の掟おきて。食物連鎖の頂点に君臨する透夜には、あらゆる財が与えられて然しかるべき。

　だから朝人は、薄っぺらい笑みを貼はりつけてこう言った。

「でも、そんな兄さんと結婚できるんだ、姫狐姉さんもきっと幸せだろうな」

「結婚……？」

　しかし透夜は、興味なさげに鼻を鳴らして。

「あのようなつまらん女と添い遂げる、か。想像しただけで退屈の極みだ」

「なっ……」

「家が決めたことだ。書類上は妻とし、家具の代わりに置いてやってもいい。だが、夫婦としての生活を営もうとは思えんな」

「…………!!」

　激情を発散させるべく、手にしたナイフを肉に突き立てる──ことさえ、できなかった。

　何な故ぜなら、自分は弱いから。

　弱い自分がヒステリックに武器を振るったところで獣を殺すことなどできないから。

　だから、朝あさ人とは──。





　＊






（──時を……待ったんだ。ずっと、待ってた）

　ザン、と。派手な音をたてて、赤い果実りんごが真っ二つに割れる。

　朝人の手にしっかりと握られたナイフが果実を貫き、食卓に突き刺ささっている。

　鏡の館やかた、大広間。真っ白なテーブルクロスが広げられた長方形の食卓。

　テーブル上に置いたデバイスを見つめる朝人の目は、異様な輝きを帯びている。

「──【アリスゲーム】が決着。流石さすがは、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。私達の想像以上──」

　ＡＩが発した音声情報を聴き、姫ひめ狐こが言う。

　朝人もうなずく。

「ああ。紅蓮なら、兄さんに勝ち得る。あの人の独裁に、風穴をあけられる……！」

「──うん。透とう夜やが《黒の採決ブラツクバウト》で無茶な賭かけをし、一族が滅びる前に。取り返しがつく学園の遊戯で彼を負けさせる……白しろ王おう子じ家の平穏と存続のための、最適解……──」

「そんなことは、どうでもいい」

「──え……？──」

　驚くほど殺気を含んだ朝人の声に、機械じみた姫狐でさえ動揺の声をもらした。

　そして次の瞬間、彼女の困惑は最高潮に達する。

　いきなり、朝人が強引に姫狐の体を抱き寄せたがために。




「僕は、兄さんから君を奪う。たとえどんな手を使っても。卑ひ怯きようでも、カッコ悪くても。紅蓮という悪魔の力を借りて、あの獣を殺してみせる」




「──……あ……朝あさ……人と……？──」

　背中に、胸に、全身に、朝人の体温を感じながら、姫狐は全身の力を抜いていく。

　こんなに密着し、耳のすぐ近くで囁ささやかれたにもかかわらず、ぞわりとする感覚さえない。

　敏感に過ぎる彼女の肌も、今だけはむしろ心地よく、多幸感を伴ともなった刺激だけを伝えてくる。

「そのためにも、まず──」

　朝あさ人とはそう言うや否や大広間の入口を睨にらみつけ片手を鋭するどく振った。

　放たれたナイフがドアに突き刺ささると──

「あらあら。会長の弟さまは温厚なお方だと聞いていましたが。意外と、血の気の多い」

　扉の陰から、ひとりの女が姿を現す。

　長い金色の髪をなびかせた、修道服をアレンジしたような特殊制服を着た女生徒。

　生徒会副会長。Ｓランク２位。フラヴィア・デル・テスタ。

　いつの間に、何な故ぜ、彼女が鏡の館やかたにいるのか、それはわからない。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　名実ともに白しろ王おう子じ透とう夜やの右腕、獅し子し王おう学園の善を司つかさどる聖女ジヤンヌ・ダルク。

　実力を示すのに、これほどちょうどいい相手もいない。

　欺ぎ瞞まんの仮面を脱いだ朝人は、獣の眷けん属ぞくにふさわしい殺気に満ちた顔を覗のぞかせてこう言った。




「──せめて兄さんの下、ナンバー２くらいは、僕の手で殺しておかないとね」













あとがき






『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』第３巻を読んでいただき、ありがとうございました。

　作家の三み河かわごーすとです。

　今回は紅ぐ蓮れんたちはもちろんのこと、これまで謎なぞに包まれていた朝あさ人と、いまいち不遇なだけで活躍できずにいた楓かえでにもスポットライトが当たることとなりました。そしてもちろん紅蓮も──彼ら彼女らが好きな人には満足いただけたと思いますが、いかがでしたか？




　さて、すこしばかり宣伝を。

　ここまでシリーズを追いかけてくれた皆様に朗報です。

　読者の皆様の口コミもありコツコツと売れ行きを伸ばしてきた今作ですが、ここにきて初めて大きめの動きが出てきました。

　帯でも告知されているとは思いますが、なんとなんと、自称Ｆランクシリーズ、コミカライズ企画が進行中です！

　２０１８年３月27日発売の月刊コミックアライブより連載開始予定とのことです。

　紅蓮、可か憐れん、桃もも花か、楓、朝人やその他個性的な面々の魅力がぎっしり濃縮した漫画になりそうな予感がしています。是非、楽しみに続報をお待ちください！




　謝辞です。

　イラストレーターのねこめたる様。今回も素晴らしいイラストの数々、ありがとうございました！　表紙をいただいた瞬間、あまりのえろかわぶりに思わず拳こぶしを握りしめました。

　ＭＦ文庫Ｊ担当編集のＯ様。また一冊に収まりきらないエピソードを書きたがってすみません。そして快こころよく次回に続けさせてくれてありがとうございます。ですが、その、こちらに温情をくれる代わりに、面白くなる代わりに作者が滅茶苦茶苦労する追加案をニコニコしながら提案してくるのやめて！　面白くなるの明らかだから大変でも受け入れざるを得ないでしょ！　──まあでも、やめてって思うのは修羅場中だけで、書き終わるといつも「ああ、提案を呑のんでよかったな」と思えるのでいいんですけどね！　いつもありがとうございます、くそう。

　そしてこの本の出版・販売にかかわってくれたすべての方々。本当にありがとうございました。

　最後に。読んでくれた読者の皆さまに最大限の感謝の気持ちを！

　三河ごーすとでした。









　著者

　三河ごーすと（みかわ・ごーすと）

　　最近、四暗刻と大三元あがりました。直撃して飛ばしちゃった知り合いの作家さん、ごめんね。




　イラストレーター

　ねこめたる

　　さばいていくっ！
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